
6CH IMPUT EFFECT PROGRAM

PHONES BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX1

INPUT MODE

POWER INPUT SELECTOR

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO

VIDEO AUX

CINEMA DSP D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

ON OFF5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

RL

VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

BALANCE

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

SET MENU– + NEXT
SPEAKERS
A B

DOLBY

STANDBY/ON

SPEAKERS

A B

VIRTUAL

V DIGITAL

DSP
EX/ES PCM

V PRO LOGIC

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

SLEEP

MOVIE THEATER 1
DGTL Spectacle

DSP AV アンプ

本機は電気用品取締法に定める技術基準に適合しています。

このたびは、ヤマハ AVアンプDSP-AX1をお買い求めいただ
きまして、まことにありがとうございます。
DSP-AX1の優れた性能を充分に発揮させるとともに、末永く
ご愛用いただくために、この取扱説明書をご使用前に必ずお読み
くださいますよう、お願いいたします。
お読みになったあとは、保証書とともに保管してください。

取扱説明書

保証書の手続きを

お買い求めいただきました際、購入店で必ず保証書の手続きを行ってください。保
証書に販売店名、購入日などが記載されていませんと、保証期間中でも万一サービ
スの必要がある場合に実費をいただくことがありますので、充分ご注意ください。

ご使用の前に必ずお読みください。
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　警告

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

分解禁止

●記号は行為を強制したり
指示する内容を告げるもの
です。

記号は禁止の行為である
ことを告げるものです。

△記号は注意（危険・警告
を含む）を促す内容がある
ことを告げるものです。

絵表示の例

分解禁止

電源電圧交流100V以外の電
圧で使用しない

火災・感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶
などの直流(DC)電源には接続しないでくださ
い。

水を入れたり、ぬらさない

火災・感電の原因となります。
本機の上に水などの入った容器や小さな金属物
を置かないでください。

雷が鳴っているときは、アンテ
ナ線や電源プラグに触れない

感電の原因となります。

通風孔などから内部に金属類
や燃えやすいものなどを差し
込んだり、落し込んだりしない

火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

分解・改造を絶対しない
（キャビネットをはずすことも
含む）

火災・感電の原因となります。
内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼くださ
い。

供給電力を超える消費電力の
機器を、電源供給コンセントに
接続しない

火災の原因となります。
接続機器の消費電力の合計が本機背面に表示さ
れている供給電力を超えないようにしてくださ
い。また、供給電力内であっても電源を入れたと
きに大電流の流れる機器（電熱器具、ヘアドライ
ヤー、電子レンジなど）は接続しないでくださ
い。

安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
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　警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

電源コード・プラグを破損するようなことをしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げる・ねじる、引っぱる、束ねる、重いものを

のせるなどしない）

火災・感電の原因となります。
● コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

濡れた手で電源プラグの抜き
差しをしない

感電の原因となります。

電源プラグは根元まで確実に
差し込む

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火
災の原因となります。
● 抜くときは必ずプラグを持ち、コードを引っ
ぱらないでください。

● 傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使わな
いでください。

電源プラグのほこりなどは定期
的にとる

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁
不良となり、火災の原因となります。
● 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてくださ
い。

機器の内部に水や異物が入っ
た場合は、まず電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセント
から抜く

販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

煙が出たり変なにおいや音がしたら、すぐに電源ス
イッチを切り、電源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。煙が出なくなるのを確認し
て販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対にお
やめください。

落としたりして本機を損傷した場合は、電源ス
イッチを切り、電源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。販売店に修理をご
依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめくださ
い。

安全上のご注意
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　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

振動のある場所、ぐらついた台
の上や傾いた所など不安定な
場所に置かない

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。

通風孔をふさがない

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原
因となりますので、次の点に注意してください。
● テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや、布
団の上に置かないでください。

● 本機を押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い
所に押し込まないでください。

放熱をよくするために他の機器
との間は少し離して置く

火災・故障の原因となります。ラックなどに入
れるときは、本機の天面から30cm以上、左右
および背面から10cm以上のすきまを開けて
ください。

各機器を接続する場合は電源
プラグを抜き、説明に従って接
続する

各々の機器の取扱説明書をよく読み、接続には
指定のコードを使用してください。

直射日光が当たる場所など異
常に温度が高くなる場所に置
かない

キャビネットや部品に悪い影響を与えたり、内部
の温度が上昇し、火災の原因となります。

湿気やほこりの多い場所に置
かない

火災・感電の原因となります。

移動するときは電源スイッチ
を切り、必ず電源プラグを抜
き、外部の接続コードを外す

コードが傷つくと火災・感電の原因となります。

お手入れの際は、安全のため電
源プラグを抜く

感電の原因となります。

長期間使わないときは、必ず電
源プラグを抜く

火災の原因となることがあります。

安全上のご注意
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● 本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されております。従って信号発生器やテストディスクの信号またはパソコン用の
CD-ROMなどを再生しますと、本機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカをいためる原因となることがあります。

● デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオインターフェー
スに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続は、本機の故障の原因となる
ばかりでなくスピーカをいためる原因となることがあります。

　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

付属のリモコンに電池を挿入
する場合、極性表示（プラス
とマイナス ）通りに入れる

間違えると電池の破裂、液もれにより、火災・けが
や周囲を汚損する原因となることがあります。

指定以外の乾電池は使用しな
い

また、種類の違う乾電池、新しい電池と古い電池
を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液
もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因と
なります。

乾電池はショート、分解、加熱、
火に入れるなどしない

発熱、液もれ、破裂などを起こし、けが、やけどの
原因になります。

乾電池は充電しない

液もれ、破損などを起こし、けが、やけどの原因
になります。

電源を切る前には音量を最小
にする

電源を入れたとき、突然大きな音が出て聴力障害
などの原因となります。

ヘッドホンを使うときは、音量
を上げすぎない

大きな音で聞くと、聴力障害などの原因となりま
す。

アンテナ工事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。

1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談ください。
本機の内部にほこりがたまったまま長い間掃除しないと、火災や故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効
果的です。なお、掃除費用については販売店にご相談ください。

VOLUME

安全上のご注意
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特 長
ドルビーデジタル*1対応
DSP-AX1は、シアターサウンド“ドルビーデジタル”を家庭で楽しめるドルビーデジタルデコーダを搭載。DSP（デ

ジタルサウンドフィールドプロセッサー）と組み合わされた各種音場で楽しめます。また、リアセンターチャンネルを

追加する専用マトリクスデコーダ（6.1/ESデコーダ）を内蔵しているので、最新のドルビーデジタルサラウンドEXソ

フトも楽しめます。

DTS*2（デジタルシアターシステムズ）対応
ドルビーデジタルサウンドとともに優れたデジタルサラウンドを提供してきたDTSをご家庭にお届けするため、本機

にはDTSデコーダも搭載しています。ドルビーデジタルと同様に、DSPと組み合わされた各種音場で楽しめます。ま

た、リアセンターチャンネルを追加する専用マトリクスデコーダ（6.1/ESデコーダ）を内蔵しているので、最新のDTS-

ESソフトも楽しめます。

ハイクオリティ＆高性能A/D, D/Aコンバータ
A/Dコンバータには、128倍オーバーサンプリングデルタシグマ方式24bit A/Dコンバータを採用。小信号から大信

号まで歪みをおさえた理想的な変換特性が得られます。

D/Aコンバータには、全10チャンネルにマルチビット方式PCM1704 24bit DACを搭載。8倍オーバーサンプリ

ング・デジタルフィルターとの組み合わせで、高純度な信号再現性を実現しています。

デジタルCINEMA-EQ内蔵
フロント2CH、メインL/Rとセンター、リア2CH、リアセンターを独立して音質調節できるCINEMA-EQを内蔵。

各チャンネルの音色合わせに使用できます。

多彩な入出力端子
入力端子は、AVソース（すべてS接続対応）／オーディオソースにマルチに対応し、デジタル信号をダイレクトに接続

できるCOAXIAL/OPTICAL端子はサンプリング周波数96kHzまで対応しており、ドルビーデジタル信号／DTS信

号／PCM信号を自動判別して再生します。また、プログレッシブ信号にも対応したコンポーネントビデオ端子（ピン

ジャック／D3端子）により、鮮明な色彩を忠実に再現します。LD入力にはデモジュレータ回路を内蔵し、ドルビーデ

ジタル RF信号をダイレクトに接続することができます。さらに6チャンネルの外部デコーダ入力を装備したことによ

り、すべてのマルチチャンネルのディスクリート音声を手軽に、しかも本格的に楽しめます。

出力端子は、音声チャンネル／映像チャンネルの豊富な出力端子を持ち、録音出力にはデジタル端子も装備していま

す。また、微妙な左右の方向感も再現するSPLITサブウーファ端子や、MONOサブウーファ端子を備え、多彩なAV

ソースに対応するとともに効果的な重低音再生を実現します。

大型ディスプレイ＆多機能リモコン
大型ディスプレイとともに、プログラムやパラメータなどの操作状況、スピーカのレベル調節などをモニター画面に

表示するオンスクリーン機能を搭載。また、付属リモコンは学習機能やメーカーコード名のセットアップにより、他

のAV機器の操作も可能です。

*1 ドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションからの実施権に基づき製造されています。
ドルビー、DOLBY、AC-3、ドルビーデジタル、PRO LOGIC、サラウンドEX、およびダブルD記号 V
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。
非公開機密著作物。著作権1992～1997年ドルビーラボラトリーズ。不許複製。

*2 DTS Technology LLCからのライセンスに基づき製造されています。
さらに、以下のPCT（特許協力条約）/US95/0059 に由来する米国特許5,451,942および米
国国内特許出願によるライセンスを受けています。米国特許および外国特許を追加出願中です。
“DTS”は DTS Technology LLC の商標です。
なお、これらの一部または全部を許可なしに複製することはできません。
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目 次
本書は「再生の準備」「基本操作」「応用操作」「解説」の4部で構成されています。

● 再生の準備 ........................最初に、DSP-AX1の機能を充分に活用するための設定（スピーカの選び方と配置、サブ

ウーファの使用、外部機器との接続、スピーカモードの設定、スピーカのレベル調節な

ど）について解説します。

● 基本操作 ............................再生操作、音場プログラムの選択、リモコン操作、および録音／録画の操作について解

説します。

● 応用操作 ............................音場プログラムのパラメータ設定や、セットメニューの設定、リモコンの学習機能、リ

モコンのその他の機能、タイマーとの同時使用などについて解説します。

● 解説 ...................................音場プログラム、およびパラメータの内容などについて解説します。

まず、お客様のスピーカシステムに合わせて「再生の準備」を行ってください。

基本操作

再生の準備 スピーカシステムの構成 ........................................................ P.10

スピーカの設置場所 ................................................................ P.12

サブウーファの設置 ................................................................ P.13

接続のしかた ........................................................................... P.14

各部の名称とはたらき ............................................................ P.29

オンスクリーン・ディスプレイ ............................................. P.33

スピーカモードの設定 ............................................................ P.34

スピーカのレベル調節 ............................................................ P.39

再 生.......................................................................................... P.44

音場プログラムとタイプ ........................................................ P.49

リモコンで操作する ................................................................ P.52

録音と録画 ............................................................................... P.60
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リモコン操作チャート

本機を操作する

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –
LIG

H
T

 DVD 

MACROスイッチ�
マクロ機能を使うときは"ON" の位置にする。�
マクロ機能を使わないときは"OFF"の位置にする。�

インプットセレクタ�
再生するソースを選択する。
機器操作キーが選ばれたソー
スの操作キーへ切り換える。�

STANDBYキー�
電源を切るときに押す。�

SYSTEM POWERキー�
本体の電源を入れるときに�
押す。�

表示窓�
入力や操作状態を表示する。�

SOURCE SELECTキー�
インプットセレクタの代わり
にこのキーを押しても操作で
きる機器が選べる。�

10KEY/DSPスイッチ�
本機を操作するときは"DSP"
の位置にする。音場プログラ
ムが選べる。�

機器操作キー�
インプットセレクタで選んだ�
機器の基本的な操作ができる。�

LEVELキー�
スピーカレベルの調節モード
に入る。�

ON SCREENキー�
押すたびにフル表示→ショー
ト表示→表示オフが切り換わ
る。�

TESTキー�
テストトーンを出力する。�

SLEEPキー�
スリープタイマーを設定する。�

6CH INPUTキー�
6CH INPUT端子に接続した
外部デコーダからのディスク
リート音声を入力する。�

機器操作キー�
インプットセレクタで選んだ�
機器の基本的な操作ができる。�

音場プログラムキー�
音場プログラムを選ぶ。�

VOLUMEキー�
＋キーを押すとスピーカシステ
ム全体の音量が大きくなり、－
キーを押すと小さくなる。�

EFFECTキー�
音場効果をオン／オフする。�

PARAMETER/�
SET MENUスイッチ�
パラメータモードとセットメ�
ニューモードを切り換える。�

パラメータ・�
セットメニューカーソルキー�
パラメータやセットメニューの選
択・設定に使う。�

MUTEキー�
押すと音量が下がる（－∞dB）。�
もう一度押すと、もとの音量に戻る。�

LIGHT�
ボタン�
ボタンを押
すと操作で
きるキーと
表示窓が10
秒間点灯す
る。�

送受信窓�

ラーニングする、メーカーコードをセットアップする、マクロ設定する

ラーニングする

インプットセレクタでラーニングする機器を選ぶ。

●オプション面を選ぶには、SELECT▽キーで“OPTN”を表

示窓に表示させる。

LEARNボタンを押し、すぐに離す。

ラーニングする本リモコンのキーを押す。

相手方のリモコンのキーを押す。

LEARNボタンを押して終了する。

メーカーコード名をセットアップする

インプットセレクタでセットアップする機器を選ぶ。

表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示されるまでLEARN

ボタンを押す。

ENTERカーソルキーの△／▽を押してメーカーコード名を選

ぶ。

●機器の種類（ライブラリー）を変更するには：ENTERカー

ソルキーのq／wを押して機器の種類を変更し、ENTER

カーソルキーの△／▽を押してメーカーコード名を選ぶ。

LEARNボタンを押して終了する。

マクロ設定する

MACROボタンを押す。

設定するマクロキーを押す。

各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキー

を、1個ずつ押す。

MACROボタンを押して終了する。

詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

● 機器操作キーにはヤマハのリモコン対応DVD、
LD、CD、MD、TUNER、TAPEの基本的な操作
の信号があらかじめプリセットされていますが、
これらとオプション面も含めて計14面にラー
ニングすることができます。メーカーコード名
はオプション面を除く13面にセットアップで
きます。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

 DVD 

LEARNボタン�

MACROボタン�

インプット�
セレクタ�

機器操作キー�

SELECT�
△／▽キー�

マクロキー�

表示窓� ENTER�
カーソルキー�

V483200

PHONES BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX1

INPUT MODE

POWER INPUT SELECTOR

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO

VIDEO AUX

CINEMA DSP DOLBY
D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

ON OFF5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

RL

VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

BALANCE

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY/ON

6CH IMPUTSET MENU– + NEXT EFFECT PROGRAM
SPEAKERS
A B

リモコン�

30° 30° 6ｍ以内�

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

■ リモコンの電池の入れ方 ......................................................................................................................

ご使用の前に
付属品

リモコン

同梱されている付属品を確認してください。

アルカリ単3乾電池（LR6）

（3本） リモコン操作チャート

リモコンの裏蓋を開けます。

付属の単3乾電池（3本）を、リモコンの電池ケース内の表示に従って、プラス（＋）と

マイナス（－）の向きを間違えないように、正しく入れます。

裏蓋を閉めます。（カチッと音がするまで押してください。）

乾電池についてのご注意
● リモコンの電池ケース内の表示に従って、プラス（＋）とマイナス（－）の向きを間違えない

ように、正しく入れてください。
● 消耗した乾電池は早めに交換してください。
● 新しい乾電池と、一度使用したものを混ぜて使用しないでください。
● 種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて使用しないでください。同じ形状

でも性能の異なるものがあります。

乾電池の交換

乾電池が消耗すると、リモコンの操作可能距離が極端に短くなったり、キーを押しても

TARNSMITインジケータが点滅しなくなったり、表示窓が暗くなります。このような場

合は3本とも新しい乾電池に交換してください。交換したら、RESETキーを押します。

（RESETキーを押してもラーニングやセットアップ内容は消えません。）
● 乾電池交換の際、電池を外したまましばらく（3分以上）放置すると、ラーニングやセットアッ

プした内容が消えてしまうことがありますのでご注意ください。
● 消耗した乾電池をそのまま入れておくと、ラーニングやセットアップした内容が消えてしまうこ

とがあります。このような場合は、乾電池を新しいものに交換して、再度学習させてください。

RESETキー�

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受光部に向けて正しく操作してく

ださい。
● 受光部を覆ったり、リモコンと受光部の間に障害物があると動作しません。
● 直射日光や強い照明（インバータ蛍光灯・ストロボライトなど）が、受光部に当たっている

と、リモコンが動作しにくくなります。照明、または本機の向きを変えてください。

リモコンの取り扱い
● リモコンは丁寧に取り扱ってください。
● 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。
● 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。
　・ストーブのそばや風呂場など、温度・湿度の高いところ。
　・ほこりの多いところ。
　・極端に寒いところ。

■ リモコンの使用範囲..............................................................................................................................
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第1章　再生の準備

■ スピーカシステムの構成 .................................. P.10

■ スピーカの設置場所 ........................................... P.12

■ サブウーファの設置 ........................................... P.13

■ 接続のしかた ......................................................... P.14

オーディオ機器の接続 .............................................. P.15

ビデオ機器の接続 ...................................................... P.16

デジタル端子の接続 .................................................. P.19

6（5.1）チャンネル入力端子の接続 ......................... P.20

6.1（5.1）チャンネル音声について ......................... P.21

スピーカの接続 .......................................................... P.24

他のアンプとの接続 .................................................. P.25

ゾーン2（セカンドルーム）の接続 ............................ P.27

電源コードの接続 ...................................................... P.28

■ 各部の名称とはたらき ....................................... P.29

■ オンスクリーン・ディスプレイ ...................... P.33

■ スピーカモードの設定 ....................................... P.34

■ スピーカのレベル調節 ....................................... P.39

TEST DOLBY SUR. ............................................... P.40

TEST DSP ................................................................ P.41
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メインスピーカ（L）�

メイン�
スピーカ（R）�

フロントエフェクト�
スピーカ（FR）�

フロントエフェクト�
スピーカ（FL）�

センタースピーカ（C）�

テレビ�
（モニター）�

リアエフェクト�
スピーカ（RL）�

リアセンター�
スピーカ（RC）�

リアエフェクト�
スピーカ（RR）�  1.5～�

　1.8ｍ�

スピーカシステムの構成

スピーカを 使用しないセンター
メインスピーカの間隔が狭い場合（TVセットの

両脇にメインスピーカを置く場合など）は、セン

タースピーカを使用しなくても充分な効果が得

られます。

セットメニューのセンタースピーカモードを

“NONE（ノン）”に設定します。（P.35参照）

スピーカを 使用するセンター
センタースピーカを使用すれば、ボーカルやセ

リフの定位が大きく改善されます。

大型スピーカを使用する場合は、セットメ

ニューのセンタースピーカモードを“LRG

（ラージ）”に設定します。（P.35参照）

小型スピーカを使用する場合は、セットメ

ニューのセンタースピーカモードを“SML

（スモール）”に設定します。（P.35参照）

スピーカシステムの基本構成は「メインスピーカL, R（2本）＋センター
スピーカ（1本）＋フロント・エフェクトスピーカL, R（2本）＋リア・エ
フェクトスピーカL, R（2本）」の7スピーカシステム、または7スピーカ
システムにリアセンタースピーカ（1本）を加えた8スピーカシステムで
す。
また、センタースピーカやフロント・エフェクトスピーカL, Rの有無に
より、6～4スピーカシステムでもお楽しみいただけます。
（サブウーファの使用については、P.13を、リアセンターの使用につ
いてはP.12を参照してください。）

スピーカの配置例（7（8）スピーカシステム）

● 音場用のエフェクトスピーカ（フロント／リア）の配置は、

下図のような位置関係が理想的です。

● 各スピーカの再生音色が異なると、移動する人物の声など

（音色）が不自然に変化することがあります。できるだけ、

メーカーや音色の揃ったスピーカの使用をおすすめしま

す。

● 小型のスピーカをご使用になる場合は、さらにサブウー

ファの設置（P.13参照）をおすすめします。映画のサラウン

ド効果を充分にお楽しみいただけます。

また、ドルビーデジタルサラウンドEXソフトおよびDTS

ESソフトのリアルなサラウンド音場を楽しむためには、リ

アセンタースピーカを設置してください。（P.12参照）
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スピーカシステムの構成

大型スクリーンシステムとの組み合わせや、本格

的に音場効果を引き出したい場合に効果的です。

セットメニューのフロントエフェクトスピー

カモードを“YES（イエス）”に設定します。

（P.37参照）

フロント・エフェクトスピーカを使用しない場合の

設定です。

セットメニューのフロントエフェクトスピーカ

モードを“NONE（ノン）”に設定します。

（P.37参照）

メインスピーカ2本（L, R）、センタースピーカ1本、エフェク
トスピーカ4本（フロント／リア：各L, R）、合計7本のスピー
カを使用するシステムです。リアセンタースピーカ（1本）をこ
れに加えると、8スピーカシステムになります。

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

7スピーカシステムからフロント・エフェクトスピーカ

2本を省いたシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカモードを
“NONE”に設定します。

7スピーカシステムからセンタースピーカ1本を省いたシ

ステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカモードを
“NONE”に設定します。

メインスピーカ2本（L, R）とリア・エフェクトスピーカ2

本、合計4本のスピーカを使用するシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカモードを
“NONE”に設定します。

エフェクト
スピーカを 使用するフロント エフェクト

スピーカを 使用しないフロント

5スピーカシステム

6スピーカシステム

音場の高さの表現が弱まります

が、AV音場再生時に音声などの

センター定位はそのままにし

て、会話のシーンでは画面と一

体化した効果が得られます。フ

ロント・エフェクト信号はメイ

ンチャンネルの信号とミックス

して再生されます。

ムービーシアタープログラムで
は、70mmマルチトラックの
迫力と臨場感をリアルに再現
し、会話は画面上に定位し、効
果音は画面後方、音楽はさらに
その後方に広がりを持って再現
されます。最も本機の性能を発
揮できるシステムであり、ドル
ビーデジタルサラウンドEX／
DTS ESソフト再生に最適なス
ピーカシステムです。

センターチャンネルの定位感が

多少減少しますが、DSP音場

が立体感と奥行き感を持って創

り出されます。この場合、AV

音場再生時の、センターチャン

ネル信号は「NONE」モードを選

択することで、メインのL, Rに

振り分けて出力されます。

この場合、ドルビー プロロ

ジック再生時のセンターチャン

ネル信号は、「NONE」モード

を選択することで、メインのL,

Rに振り分けて出力され、フロ

ント・エフェクト信号はメイン

チャンネルの信号とミックスし

て再生されます。

7（8）スピーカシステム

4スピーカシステム

RL RR

L RC
（L+FL）�（R+FR）�

RL

FR

RR

FL
L R

（L+C）�（R+C）�

RL RR

L R
（L+C+FL）�（R+C+FR）�
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スピーカの設置場所

■ メインスピーカ .....................................................................................................................................

■ センタースピーカ..................................................................................................................................

■ エフェクト（フロント／リア）スピーカ ................................................................................................

テレビ�
（モニター）�

センター�
スピーカ�

テレビ�
（モニター）�メイン�

スピーカ�
メイン�
スピーカ�

RL

FR

RR

FL
L C R

0.5～1m1m位� 1.5～3m 0.5～1m 1m位�

フロントエフェクトスピーカより広くても良い�

RC

L

C

R1/4

1

スクリーン�

フロント・エフェクトスピーカは、配置例（P.8参照）のように、メインスピーカ（L, R）の約0.5

～1.0m外側、前方斜めに配置し、スピーカをリスニングポジションに向けます。

リアL、R・エフェクトスピーカは、フロント・エフェクトスピーカと対称になるよう

に、後方斜めに配置し、スピーカをリスニングポジションに向けます。

また、ドルビーデジタルサラウンドEXソフトおよびDTS ESソフトを効果的に楽しむた

めには、リアセンタースピーカを設置してください。リアセンタースピーカはリスニング

ポジションの後方、リアL, R・エフェクトスピーカからほぼ等距離の位置に設置します。

エフェクトスピーカの高さは、フロアーに直接座って聴く場合は、床から約1.5m、椅子

に座って聴く場合は、床から約1.8mが適当です。これらの距離を目安に、調節と試聴を

繰り返してメインスピーカの音とサラウンド音場の拡がり感のバランスが良くなるよう

に設定します。

スクリーンを使用する場合

イラストを参考にスピーカを設置してください。

● メインスピーカL, Rは、スクリーンの下辺から1/4位の高さが適当です。
● センタースピーカは、スクリーンの真下中央に設置します。センタースピーカを使用する

と、リアルな音像定位が得られます。
● スクリーン使用時には、フロント・エフェクトスピーカの効果が大きく得られます。

CINEMA-DSP音場プログラムでは、センタースピーカからの音像を上方に引き上げ、ス
クリーン映像との一体感が得られます。

テレビを設置している場合は、テレビ画面とスピーカの前面を揃え、テレビの下／上な

ど、できるだけテレビ画面に近いところに設置します。テレビの下に設置した方が、フ

ロント・エフェクトスピーカにより音像の高さが補正され、音声が画面の人物などと一

致します。（リスニングポジションにも影響されます。）

スクリーンを設置している場合は、スクリーンの下中央に設置します。

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカをリスニングポジションから等距離に設置しま

す。

テレビを設置している場合は、左右のスピーカとテレビの距離を等しく設置します。

スクリーンを設置している場合は、スクリーンの両脇に設置します。

● スピーカによっては、テレビ（モニター）の画面が乱れる場合があります。（画面が乱
れた場合は、テレビとスピーカを離してください。）画面近くに設置するセンタース
ピーカやサブウーファには、防磁型スピーカの使用をおすすめします。
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リア�
エフェクト�
スピーカ�
L

リア�
エフェクト�
スピーカ�
R

リア側�
サブ�
ウーファ�

スピーカコード�

スピーカシステム（8～4スピーカ：P.10～11参照）に、サブウーファを加えて
ご利用になると、映画の迫力や臨場感をリアルに楽しむことができます。

大型のメインスピーカを使用している場合も、良質のサブウーファを設置する
と、より大きな効果が得られます。

サブウーファの設置

映画ではリアチャンネル側の低音再生も非常に重要です。フロント側の低音と、リア側

の低音が再生されると、迫力が増すだけでなく、CINEMA DSP音場プログラム（P.99参

照）のリアリティが大きく改善されます。

リア側専用のサブウーファは、リア・エフェクトスピーカのL, R端子からスピーカコード
ラージ

で接続します。この場合、セットメニューの「1C. REAR L/R SP」を“LRG”に設定して

ください。（P.36参照）
スモール ラージ

リア側にサブウーファを設置しない場合は、リアスピーカの大きさに応じて“SML/LRG”

を設定してください。

● リア側サブウーファのスピーカレベル調節は、サブウーファ側で行います。本機で
は行えません。

■ リア側サブウーファ..............................................................................................................................

本機のリアパネルには、アンプ内蔵サブウーファ用のSUBWOOFER（出力）端子が設けら

れています。フロント側にサブウーファを1台使用する場合は、MONO端子に接続しま

す。2台使用する場合はSPLIT端子に接続します。（どちらの端子にもピンコード使用）

サブウーファを2本、SPLIT L/R端子に接続すると、重低音における左右の微妙な方向感

覚まで、リアルに再現することができます。

● 本機のSUBWOOFER（出力）端子には、ハイカットフィルター（90Hz）が内蔵され
ています。接続するサブウーファのハイカット周波数は“最も高い周波数”でご使用
ください。

● サブウーファと各スピーカとの音のつながりの調節については、セットメニューの
「2. LOW FREQ. TEST」（P.67）を参照してください。

■ フロント側サブウーファ ......................................................................................................................

■ 設置例

フロント側サブウーファ（1本の場合）

メインスピーカの近くに設置します。壁の反射

音を避けるために少し内側に向けます。

フロント側サブウーファ（2本の場合）

メインスピーカL, Rの内側に設置します。

リア側サブウーファ

リスニングポジションより後方に設置

します。左右の位置は、聴きやすい位

置に設置してください。

SUB
WOOFER 

SPLIT 
MONO

SPLIT端子�

MONO端子�
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MAIN

CENTER6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

TUNER

IN
(PLAY)

IN
(PLAY)

CD

GND

TAPE

OUT
(REC)

MD

OUT
(REC)

VCR 1

VCR 2

VCR 3

DVD

VIDEO

LD

D-TV

CBL
/SAT

IN

DVD

DVD

D-TV

CBL
/SAT

D-TV

CBL
/SAT

MONITOR
OUT

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

CD

CD

DVD

DVD

LD

LD

VCR 1

D-TV

MD

OUT
(REC)

IN
(PLAY)

CBL
/SAT

CBL
/SAT

AUDIO 
PHONO

SIGNAL AUDIO VIDEO 
S VIDEO

COMPONENT VIDEO SPEAKERS
FRONT

REAR

CENTER REAR CENTER

AB

AC OUTLETS
SWITCHED

PB/CB PR/CRY

FRONT

REAR
(SURROUND)

SUB
WOOFER 

SPLIT 

CENTER
IN

CENTER
OUT

MAIN
IN 

MAIN
OUT

MONO

REAR CTRRS-
232C

OUT

REMOTE 1

REMOTE 2

CTRL
OUT
+5V

20mA

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

D3
VIDEO

D3
VIDEO

D3
VIDEO

D3
VIDEO

MONITOR
OUT

ZONE 2   OUT VIDEO
OUT

COAXIAL

OPTICAL

DIGITAL   

VRF(AC-3)

MONITOR
OUT 1

MONITOR
OUT 2

100W
MAX.

TOTAL

(SURROUND)

MAIN

6   MIN.
/SPEAKER

6   MIN.
/SPEAKER

6   MIN.
/SPEAKER

A+B:
A OR B:

12   MIN. /SPEAKER
6   MIN. /SPEAKER

CONTROL PREOUT/MAIN IN

100

デジタル端子の接続�
→P.19

6（5.1）チャンネル�
外部デコーダの接続�

→P.20

ゾーン2（セカン
ドルーム）の接続�

→P.27

業務用�
コントロール�
拡張端子�

他のアンプとの接続�
→P.25

オーディオ機器の接続�
→P.15

ビデオ機器の接続�
→P.16

スピーカの接続�
→P.24

電源コードの接続�
→P.28

接続のしかた

接続の準備 ● 接続前に、本機および外部機器の電源を切ってください。

● 外部機器によって、接続方法や端子名が異なる場合があります。外部機器の取扱説明書もあわせてご
覧ください。

● ピンジャックの入出力端子は、信号別に色分けされています。

● 入出力端子の接続には、市販のコード（ピンプラグコード、光ファイバーケーブル、同軸ケーブルお
よびSビデオケーブル）を使用してください。

● COMPONENT VIDEO端子の接続には市販のビデオピンプラグコード、D3端子ケーブルを使用して
ください。

● 本機が外部機器（テレビ、チューナなど）に影響を与える場合は、本機と外部機器の設置場所を離して
ください。障害をなくすために、チューナやテレビのアンテナには外部アンテナを使用し、同軸ケー
ブルで接続することをおすすめします。

映像信号（コンポジット） ：黄

音声信号の左（L）チャンネル ：白

音声信号の右（R）チャンネル ：赤

コンポーネント映像信号 ：Y緑、PB/CB青、PR/CR赤

モノラル音声信号 ：黒

ドルビーデジタルRF信号 ：黒

CD、DVD、CBL/SATデジタル信号 ：橙

接続が終了したら、配線が正しいか、電源を入れる前にもう一度確認してください。
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MAIN

CENTER6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

TUNER

IN
(PLAY)

IN
(PLAY)

CD

GND

TAPE

OUT
(REC)

MD

OUT
(REC)

CD

CD

DVD

DVD

LD

LD

VCR 1

D-TV

MD

OUT
(REC)

IN
(PLAY)

CBL
/SAT

CBL
/SAT

AUDIO 
PHONO

SIGNAL

ZONE 2   OUT

COAXIAL

OPTICAL

DIGITAL   

VRF(AC-3)レコードプレーヤ�

MD

FM/AMチューナ�

出力コード� アース線�

LINE OUT

LINE OUT LINE IN

CDプレーヤ�

テープデッキ�

LINE OUT

LINE IN LINE OUT

接続のしかた

オーディオ機器の接続

MMカートリッジ、または高出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤを接続し
ます。

● 低出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤを接続する場合は、昇圧トラ
ンス、またはMCヘッドアンプを使用してPHONO端子に接続してください。

● SIGNAL GND端子は、安全アースではありません。アナログプレーヤなどを
接続した場合の雑音を低減するものです。（レコードプレーヤによっては、まれ
にアース線をSIGNAL GND端子に接続しない方がハムノイズが減少するこ
とがあります。）

PHONO端子について

● 本機をヤマハオーディオ機器と接続する場合は、各機器と本機の同じ番号のついた
端子を接続してください。（端子番号は今後発売されるヤマハオーディオ機器［CD、
MD、カセット、チューナ、コンポなど］にも表示される予定です。）

● テープデッキを接続している場合、テープデッキの電源を切ると本機の音が歪むこ
とがあります。本機の電源を入れている時は、常にテープデッキの電源も入れてく
ださい。

● 本機の電源を切った状態で、接続した外部機器の音をモニター、または録音すると、
音が歪むことがあります。本機の電源を入れた状態でご使用ください。

● 右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、入力（IN）、出力（OUT）を確認して正しく接続してください。

● オーディオ機器のデジタル接続はP.19を参照してください。

GND PHONO
SIGNAL
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MAIN

CENTER6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

TUNER

IN
(PLAY)

IN
(PLAY)

CD

GND

TAPE

OUT
(REC)

MD

OUT
(REC)

VCR 1

VCR 2

VCR 3

DVD

VIDEO

LD

D-TV

CBL
/SAT

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

CD

CD

DVD

DVD

LD

LD

VCR 1

D-TV

MD

OUT
(REC)

IN
(PLAY)

CBL
/SAT

CBL
/SAT

AUDIO 
PHONO

SIGNAL AUDIO VIDEO 
S VIDEO

ZONE 2   OUT VIDEO
OUT

COAXIAL

OPTICAL

DIGITAL   

VRF(AC-3)

MONITOR
OUT 1

MONITOR
OUT 2

10

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

ケーブルTV/�
衛星放送チューナ�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

LDプレーヤ�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

DVDプレーヤ�

2台目のモニター�
（テレビまたは�
プロジェクター）�

S映像入力�映像入力�

1台目のモニター�
（テレビまたは�
プロジェクター）�

S映像入力�映像入力�

ド
ル
ビ
ー
デ
ジ
タ
ル
 R
F出
力
�

デジタルTV/�
TV

ビデオ機器の接続

● ビデオ機器のデジタル接続はP.19を参照してください。

■ LDプレーヤ、DVDプレーヤ、（デジタル）TV、ケーブルTV／衛星放送チューナ、モニターの接続 ...
V RF（AC-3）入力端子についてはP.22を参照してください。

● モニターとしてワイドテレビを接続しても画面がワイド
にならない場合は、ワイドテレビ側の画面モードの設定
を「ワイド」に切り換えてください。

接続のしかた

MONITOR
OUT端子から
は、映像信号
だけが送り出
されます。
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MAIN

CENTER6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

TUNER

IN
(PLAY)

IN
(PLAY)

CD

GND

TAPE

OUT
(REC)

MD

OUT
(REC)

VCR 1

VCR 2

VCR 3

DVD

VIDEO

LD

D-TV

CBL
/SAT

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

CD

CD

DVD

DVD

LD

LD

VCR 1

D-TV

MD

OUT
(REC)

IN
(PLAY)

CBL
/SAT

CBL
/SAT

AUDIO 
PHONO

SIGNAL AUDIO VIDEO 
S VIDEO

ZONE 2   OUT VIDEO
OUT

COAXIAL

OPTICAL

DIGITAL   

VRF(AC-3)

MONITOR
OUT 1

MONITOR
OUT 2

10

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

映
像
入
力
�

S
映
像
出
力
�

S
映
像
入
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

映
像
入
力
�

S
映
像
出
力
�

S
映
像
入
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

映
像
入
力
�

S
映
像
出
力
�

S
映
像
入
力
�

1台目のVCR

2台目のVCR

3台目のVCR

S VIDEO

■ ビデオデッキの接続..............................................................................................................................

S VIDEO端子について

接続のしかた

S VIDEO信号は、ビデオ信号（コンポジット信号）を「輝度を表す信号：Y信号」と「色

を表す信号：C信号」に分けて伝送する方式です。S VIDEO端子で接続すると映像信

号をロスなく伝えることができ、より美しい映像で録画／再生が行えます。

S VIDEO端子の接続については、接続する機器の取扱説明書もあわせて参照してくだ

さい。

● S VIDEO端子の接続には、専用のSビデオケーブルを使用してください。
● 本機の「S VIDEO端子」と「VIDEO端子（ピンジャック）」は独立しています。ピ
ンジャックから入力された信号は、ピンジャックから出力され、S VIDEO端子
から入力された信号は、S VIDEO端子から出力されます。
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DVD

DVD

D-TV

CBL
/SAT

D-TV

CBL
/SAT

MONITOR
OUT

IN

IN

COMPONENT VIDEO SPEAKERS
FRONT

REAR

CENTER REAR CENTER

AB

PB/CB PR/CRY

FRONT

REAR
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■ コンポーネント映像端子のある機器の接続 ........................................................................................

音声信号、ビデオ信号（コンポジット信号）とSビデオ信号もあわせて接続してください。（P.16～17参照）

接続のしかた

COMPONENT VIDEO端子について
ビデオ信号（コンポジット信号）を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表す信号：PB/CBおよびPR/CR信号」の3系統に分けて伝送
します。それぞれが独立しているため、色をより忠実に再現します。
COMPONENT VIDEO端子の接続については、接続する機器の取扱説明書もあわせて参照してください。

● COMPONENT VIDEO端子の接続には、市販のビデオピンプラグコードおよびD3端子ケーブルを使用してください。
● 本機のCOMPONENT VIDEO端子とVIDEO SIGNAL端子は独立しています。「COMPONENT VIDEO端子の入力信号」はVIDEO SIGNAL
端子に出力されず、「VIDEO SIGNAL端子の入力信号」はCOMPONENT VIDEO MONITOR OUT端子に出力されません。

● 通常のVCRでは「COMPONENT VIDEO端子の信号」を録画することはできません。VIDEO SIGNAL端子接続で録画してください。
● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニター画面には、オンスクリーン表示されません。
● コンポーネント映像端子名の表記には、“Y、PB、PR”、“Y、CB、CR”や“Y、B-Y、R-Y”などがあります。本機には端子名にかかわらず接続でき
ますが、これらの信号を正しくモニターに表示するためにはモニターおよび再生機器の取扱説明書を参照してください。

● COMPONENT VIDEO 端子の A はDVD、 B はD-TV、 C はCBL/SATに設定されていますが、入力機器の設定をセットメニューで変更
することもできます（P. 74参照）。

COMPONENT VIDEO ピンジャックとD3端子との関係について
 A 、 B 、 C およびMONITOR OUTそれぞれのピンジャック側コンポ－ネントビデオ信号とD3端子（D VIDEO）側コンポ－ネ
ント信号は本機内部で並列接続されています。従って、各 A 、 B 、 C 、MONITOR OUTのピンジャックまたはD3端子どち
らか接続することで各機器のピンジャック接続とD3端子接続を混在して使用できます。ただし、同じ機器のピンジャック端子と
D3端子を両方同時には接続できません。

D3端子について
D端子には、扱えるフォーマットによってD1からD5までの規格があります。数字が大きいほど、より高度なフォーマットを扱
うことができ、多くの互換性を持っています。現在（1999年12月）、D3規格まで決まっており、本機ではこれに対応するため
コンポ－ネントビデオ信号3本に加えてコントロ－ル信号3本を切り換えて出力できるようになっています。

D3端子(D3 VIDEO)はコンポーネントビデオ信号にコ
ントロール信号端子を加えたもので、プログレッシブ信
号対応のテレビモニターなどに装備されており、将来の
デジタル放送などへの発展のための端子です。
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防塵キャップ�

デジタル端子の接続

防塵キャップについて

● CD、CBL/SATやDVDのCOAXIAL端子とOPTICAL端子から同時にデジタル信
号が入力されると、COAXIAL端子からの入力信号を優先します。

● ドルビーデジタルRF、デジタル（COAXIAL/OPTICAL）、アナログ端子の優先／固
定を入力モードで切り換えることができます。（P.45参照）

● 本機のDIGITAL SIGNAL（OPTICAL）端子は、EIAJ規格に基づいて設計されてい
ます。EIAJ規格を満たさない光ファイバーケーブルを使用すると、正常に動作しな
いことがあります。

● REC OUTのデジタルとアナログは独立しているため、アナログ信号はアナログ端
子に、デジタル信号はデジタル端子にのみ出力されます。デジタルとアナログ両方
の入出力端子があるMDなどを接続する場合は、両端子ともつなぐことができます。

● PCMについて：本機のデジタル入力端子は、サンプリング周波数32kHzの衛星放
送AモードからCDやMDディスクの44.1kHz、衛星放送BモードとDVDディスク
の48kHzに対応しています。また、DVDディスクの96kHzにも対応しています。

光ファイバーケーブルを接続する

場合は、OPTICAL端子に付いて

いるキャップを抜いてから接続し

てください。また、抜いたキャッ

プは大切に保管し、端子を使用し

ない場合は必ずキャップを差し込

んでください。（ほこりなどの侵入

を防ぎます。）

● 本機は、アナログ端子の他にデジタル信号をダイレクトに接続できるデジタル端子（COAXIAL［同軸］／OPTICAL［光］）を装

備しています。（デジタル端子はPCM/ドルビーデジタル/DTS兼用です。）

COAXIAL端子に接続する場合はピンプラグコード（市販）を、OPTICAL端子に接続する場合は光ファイバーケーブル（市販）

を使用してください。

接続のしかた
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6（5.1）チャンネル入力端子の接続

● 6CH INPUT端子に6（5.1）チャンネル外部デコーダなどを接続することができます。インプットセレクタで選択した映像と

外部デコーダの音声を楽しめます。
● 6CH INPUT端子から入力した信号には、スピーカモードの設定が効きません。外部デコーダにスピーカモードがある
場合は、外部デコーダで設定してください。

● 外部デコーダ入力の音声には、本機の音場効果はかかりません。

デコーダ内蔵の多チャンネル対応DVDプレーヤを接続する場合

DVDプレーヤの多チャンネル音声出力端子を本機の6CH INPUT端子に直接つなぎます。

ハイビジョンテレビやMUSEデコーダのディスクリート音声（3.1）も接続できます。

ハイビジョンテレビ（デコーダ）の音声L、R出力およびセンター出力を本機のMAIN L、R

入力端子およびCENTER 入力端子に接続します。

サブウーファ出力がある場合は、本機のSUBWOOFER入力に接続します。

サラウンド出力がステレオの場合は、市販のピンプラグケーブルを使って、本機の

SURROUND L、R入力端子に接続します。（サラウンド出力がモノラルの場合は、市販

の1P→2P分岐ピンプラグケーブルを使って本機のSURROUND L、R入力端子に接続

します。）

サブウーファ出力について：

ハイビジョンテレビやMUSEデコーダなどの3.1ディスクリート音声端子にはサブウー

ファ出力がありませんが、メインスピーカのL、R端子にサブウーファを接続すると、メ

インチャンネルの低音域をサブウーファから出力することができます。接続については、

サブウーファの取扱説明書をご覧ください。

接続のしかた
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6.1（5.1）チャンネル音声について

● 映画の音響システムを家庭で楽しむ際は、家庭でもそれに応じた再生システムを構築
しなければなりません。従来の劇場用ドルビーステレオの場合は、ドルビー・プロロ
ジックという家庭用の規格［前方左右＋前方中央＋後方＝計4チャンネル］が用意され
ました。そして、劇場用ドルビーデジタルに対して、家庭用に生まれた規格が“ドル
ビーデジタル”や“DTS（デジタルシアターシステムズ）”の［前方左右＋前方中央＋後
方左右＋低域効果音（LFE：0.1チャンネル）＝計5.1チャンネル］です。（最新のドル
ビーデジタルサラウンドEXおよびDTS ESでは、[前方左右＋前方中央＋後方左右＋
後方中央＋低域効果音＝計6.1チャンネル]になります。）
ドルビーデジタル対応のレーザーディスク（LD）プレーヤは、RF信号で出力されてい
ますが、DVDではデジタル信号で出力されます。DSP-AX1はRF信号およびデジタ
ル信号のドルビーデジタル信号を受けることができるように設計されています。

DTS対応のレーザーディスクおよびDVDはデジタル信号で出力され、本機とLDプ
レーヤ、DVDプレーヤをデジタル端子でつなぐだけでDTS音声が楽しめます。

● LFE：0.1チャンネルについて
ドルビーデジタルやDTSで初めて家庭に導入されたLFEは、特殊な低域効果音、あ
るいは5チャンネル部に収録しきれない部分の低域音として使用されます。ただし
LFEチャンネルだけでなく、各5チャンネルにはそれぞれの方向情報を持った低域成
分が含まれており、この低域をバランスよく再生することが、映画サラウンドでの最
重要課題となります。
本機では、低域再生をよりよく行えるように、スピーカに応じた設定が可能になって
います。（P.35～37参照）また、バランスよく再生した上で、システムの低域能力
に応じてLFE量を調節することも可能です。（P.68、69参照）

S S

L C R

RL RR

SW
L C R

ドルビー・プロロジック
4

前方左右＋前方中央＋後方

マトリクス処理、
ドルビー・サラウンド

■ ドルビーデジタルとDTS(デジタルシアターシステムズ）.................................................................

ドルビーデジタルとDTSは、今日、私たちが家庭で体験できる5.1チャンネルサラウンド
サウンドシステムの双璧を成しています。両者のあいだには、エンコード時のデータ圧縮
の違いや、LDについての考え方の違いなどはありますが、5.1チャンネル音声を基本と
した優れたオーディオパフォーマンスの再現において、ほとんど差異は認められません。
しかし、ドルビーデジタル、DTSにかかわらず、それぞれのソフト作成者の意図により
（各チャンネルにどの音を割り当てるかなど）数々の特長を持った個性あるソフトが生み出
されています。本機ではドルビーデジタルデコーダとDTSデコーダの両方を搭載したこ
とにより、ドルビーデジタル対応およびDTS対応を問わずそれぞれのディスクの特長を
生かしたオーディオパフォーマンスを体験できます。

接続のしかた

再生チャンネル
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LD

VRF(AC-3) 本機に接続するLDプレーヤに、ドルビーデジタルRF出力端子がある場合は、本機のRF(AC-3)入力端
子と接続します。（ドルビーデジタルRF信号とデジタル／アナログ信号を同時に入力した場合、ドル
ビーデジタルRF信号が最優先されます。）

入力モードの設定により以下の入力信号を選択できます。（P.45参照）

ドルビーデジタルRF 信号の入力について

入力モード 入力信号の優先および固定

AUTO ドルビーデジタル RF優先

ドルビーデジタルRF入力
↓ドルビーデジタルRF信号の入力なし

デジタル入力
↓デジタル信号の入力なし

アナログ入力

D.D. RF ドルビーデジタル RF固定

DTS DTSデジタル固定

DIGITAL デジタル固定

ANALOG アナログ固定

ドルビーデジタルRF信号を再生する場合は、
入力モードを“AUTO”または、“D.D. RF（固
定）”に設定してください。

● ドルビーデジタルRF信号はREC
OUT出力されません。LDを録音／録
画する場合は、LDのOPTICAL端子ま
たはアナログAUDIO端子も同時に接
続してください。

● ドルビーデジタルRF出力端子付のLD
プレーヤを本機に接続しても、通常の
ディスク（ソフト）ではドルビーデジタ
ル再生になりません。ドルビーデジタ
ル対応のディスク（ソフト）を再生して
ください。

■ ドルビーデジタルサラウンドEXとDTS ES.......................................................................................

今までの5.1チャンネル構成に「リアセンターチャンネル」を加えた6.1チャンネル方式が

ドルビーデジタルサラウンドEXやDTS ESです。リアセンターチャンネルは5.1チャン

ネルのリアステレオチャンネルにマトリクス方式でエンコードされており、専用のマトリ

クスデコーダでリアセンターチャンネルがデコードされます。前方後方間の音の移動感が

改善され、また前後の奥行感も改善されます。

本機には劇場用のシステムと同様に専用のマトリクスデコーダ（6.1/ESデコーダ）が内蔵

されているので、リアセンターチャンネルを含む6.1チャンネルサウンドデザインを家庭

で楽しめます。

● ドルビーデジタル5.1chソース、DTS5.1chソースなど、リアがステレオであれば、
6.1/ESデコーダをオンにして効果を体験することができます。

接続のしかた
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接続のしかた

DTS信号の入力について

デジタル出力を持つCDプレーヤ、LDプレーヤおよびDTS対応DVDプレーヤを本機のデジタル入力端子に接続するだけでDTS
対応ディスクをお楽しみいただけます。本機はこれらのDTS信号を自動識別し、DTS信号を入力すると インジケータが
点灯します。

DTS対応ディスクを再生するために特別な操作は必要ありませんが、入力モードの設定によりDTS信号の優先／固定を選択で
きます。（P.45参照）

● DTS対応のCDやLDを“ANALOG”の設定で再生すると、DTSエンコード信号をそのまま再生するためノイズが出力さ
れます。DTSソースを再生するときは必ずデジタル入力端子に接続し、“AUTO”、“DTS”または“DGTL”に設定してくだ
さい。

● DTS対応のCDやLDの再生に引き続いて通常のCDなどを再生する場合は、入力モードを再設定するなどの操作が必要と
なります。（46ページ参照）

● デジタル出力のレベルが調節できるデジタル機器でDTS対応ソフトを再生する場合は、出力レベルを最大またはニュー
トラル（フラット）にします。これは、DTSデータをエラーなく本機に出力させるためです。この操作を行わないと、DTS対
応ソフトは再生できないので注意してください。

● 一部のプレーヤでは、本機とデジタル接続をしてもDTS再生ができない場合やノイズが発生する場合があります。プレー
ヤのデジタルアウトデータに何らかの処理がされている場合、通常のデジタル音声ではわずかな音量差やわずかな周波数
特性差にしかならない処理でも、DTSデータではエラーを生じ、再生ができなくなるからです。

● DTS対応のLDやCDの再生中に、状況によってはプレーヤのデジタル出力にエラーが生じることがあり、“INPUT DATA
ERROR”と表示されます。この場合、再生を止め、プレーヤの電源を入れ直してください。

入力モード 入力信号の優先および固定

AUTO DTSデジタル優先

DTS DTSデジタル固定

DGTL DTSデジタル優先
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SPEAKERS
FRONT

REAR

CENTER REAR CENTER

AB

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

(SURROUND)

MAIN

6   MIN.
/SPEAKER

6   MIN.
/SPEAKER

6   MIN.
/SPEAKER

A+B:
A OR B:

12   MIN. /SPEAKER
6   MIN. /SPEAKER

フロント�
エフェクト�
スピーカ�
（右）�

リア�
エフェクト�
スピーカ�
（右）�

フロント�
エフェクト�
スピーカ�
（左）�

リア�
エフェクト�
スピーカ�
（左）�

メイン�
スピーカ�

B�
（右）�

センター�
スピーカ�

リア�
センター�
スピーカ�

メイン�
スピーカ�

B�
（左）�

メイン�
スピーカ�

A�
（右）�

メイン�
スピーカ�

A�
（左）�

10mm

スピーカコード�

バナナプラグ�

スピーカコード先端の絶縁部を10mm位はがします。ショートを防ぐために、芯線を

しっかりとよじります。スピーカ端子を左に回してゆるめ、スピーカ端子の穴にスピー

カコードを差し込み、スピーカ端子を右に回して締め付けてください。

市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締めてから差し込んでください。

● 本機の接続は、7スピーカシステム＋リアセンタースピーカを主にして説明しています。7スピーカシステム以外の接続、
および設定は、P.10～11を参照してください。サブウーファの接続は、P.25～26をご覧ください。

● 接続する際に、右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、“＋”（赤）、“－”（黒）を確認して正しく接続してください。極性（＋／
－）を間違えて接続した場合、不自然な再生音になります。

● スピーカコードを接続する場合、ショートしないように注意してください。ショートした状態で電源を入れると、保護回
路が働いて自動的に電源が切れますが、故障の原因になる恐れがあります。電源を入れたとき、本体ディスプレイに
“CHECK SP WIRES!”と表示された場合は、スピーカの接続をもう一度確認してください。

● 接続するスピーカのインピーダンスは6Ω以上のものを使用してください。メインスピーカA, Bを同時に鳴らす場合は、
12Ω以上のものを使用してください。それ以下のインピーダンスのスピーカを使用すると、故障する恐れがあります。

スピーカの接続

スピーカコードの接続

● 正しいバランスでサラウンド再生を楽しんでいただくために、メイン、センター、リア・エフェクト、リアセンター、フ

ロント・エフェクトに（性能の）異なるスピーカを使用する場合は、本機内蔵のテストトーンによってレベルを合わせてく

ださい。（P.39～41参照）

接続のしかた
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FRONT

REAR
(SURROUND)

SUB
WOOFER 

SPLIT 

CENTER
IN

CENTER
OUT

MAIN
IN 

MAIN
OUT

MONO

REAR CTR

PREOUT/MAIN IN

他のアンプとの接続

● スピーカ出力をパワーアップする場合や、お手持ちのアンプを使用する場合などは、PREOUT/MAIN IN端子と外部パワー

アンプ（プリメインアンプ）を接続します。アンプ内蔵のサブウーファは、SUBWOOFER端子に接続します。

センターチャンネル端子
CENTER OUT： センターチャンネルの信号を出力しま

す。外部のパワーアンプ（プリメインア
ンプ）を接続して、センタースピーカを
駆動する場合に使用します。この端子
を使用すると、本機のプリアンプ部と
メインアンプ部が切り離されます。

CENTER IN： 本機のセンター用パワーアンプの入力
端子です。
この端子を使用すると、本機のプリア
ンプ部とメインアンプ部が切り離され
ます。

REAR CTR： リアセンターチャンネルの信号を出力
します。外部のパワーアンプ（プリメイ
ンアンプ）を接続してリアセンタース
ピーカを駆動する場合に使用します。
この端子を使用すると、本機のREAR
CENTER SPEAKERS端子からは出
力されません。

接続のしかた

フロント

FRONTエフェクトチャンネル端子
フロント・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパ
ワーアンプ（プリメインアンプ）を接続して、フロント・エフェク
トスピーカを駆動したい場合に使用します。この端子を使用する
と、本機のFRONT SPEAKERS端子からは出力されません。

リア サラウンド

REAR (SURROUND)エフェクト端子
リア・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパワーアン
プ（プリメインアンプ）を接続して、リア・エフェクトスピーカを駆動
したい場合に使用します。この端子を使用すると、本機のREAR
SPEAKERS端子からは出力されません。

SUBWOOFER端子
サブウーファを使用して、重低音を補強する場合に使用し
ます。
SPLIT L, R： L端子はL、C、RL、RCチャンネルおよび

LFE信号をミックスして、90Hz以下の低域
信号を出力します。R端子はR、C、RR、
RCチャンネルおよびLFE信号をミックスし
て、90Hz以下の低域信号を出力します。
セットメニュー「1. SPEAKER SET」の設定
に応じてミックスされるチャンネルが決まり
ます。設定によっては、SUBWOOFER端
子から出力されないチャンネルの信号があり
ます。

MONO： SPLIT L、Rの信号をミックスして出力し
ます。

● サブウーファのスピーカレベル調節について
は、P.48を参照してください。

メインチャンネル端子
MAIN OUT： メインL, Rチャンネルの出力端子です。外部のパ

ワーアンプ（プリメインアンプ）を接続して、メイン
スピーカを駆動する場合に使用します。この端子を
使用すると、本機のプリアンプ部とメインアンプ部
が切り離されます。

MAIN IN ： 本機のメイン用パワーアンプの入力端子です。この端
子を使用すると、本機のプリアンプ部とメインアン
プ部が切り離されます。
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FRONT

REAR
(SURROUND)

SUB
WOOFER 

SPLIT 

CENTER
IN

CENTER
OUT

MAIN
IN 

MAIN
OUT

MONO

REAR CTR

PREOUT/MAIN IN

アンプ内蔵�
サブ�

ウーファ�
（R）�

アンプ内蔵�
サブ�

ウーファ�
（モノラル）�

AUX/MAIN INPUT

AUX/MAIN INPUT

 INPUT

 INPUT

アンプ内蔵�
サブ�

ウーファ�
（L）�

 INPUT

メイン用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

AUX/MAIN INPUT
リアセンター用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

フロント・エフェクト用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）� AUX/MAIN INPUT
リア・エフェクト用�

パワーアンプ�
（プリメインアンプ）�

AUX/MAIN INPUT
センター用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

■ 接続図 ....................................................................................................................................................

● 本機のPREOUT端子は、パワーアンプのINPUT端子、またはプリメインアンプのAUX（MAIN IN）端子と接続します。

● 機器によって端子名などが異なる場合があります。接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

接続のしかた
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接続のしかた

ゾーン2（セカンドルーム）の接続

● リスニングルーム（本機を設置した部屋）の機器を別の場所（ゾーン2：セカンドルーム）で鑑賞することができます。例えば、
リスニングルームでCDを聞いているとき、他の人がセカンドルームでテレビを見られるといった複数の場所でのオーディオ・
ビデオ鑑賞が可能です。操作についてはP. 90を参照してください。

MAIN

CENTER6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

IN
(PLAY)

MD

OUT
(REC)

VCR 2

VCR 3

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

DVD

LD

VCR 1

D-TV

MD

OUT
(REC)

IN
(PLAY)

CBL
/SAT

RS-
232C

OUT

REMOTE 1

REMOTE 2

CTRL
OUT
+5V

20mA

ZONE 2   OUT VIDEO
OUT

DIGITAL   

MONITOR
OUT 1

MONITOR
OUT 2

100

アンプ�

CDプレーヤ、�
LDプレーヤなど�

DVDプレーヤ、�
テープデッキなど�

REMOTE OUT/IN端子のある�
ヤマハ機器を6台まで接続できる�

音声入力�

映像入力�音声出力�
モニター�

（テレビまたは�
プロジェクター）�

映像出力�

入力�

リスニングルーム� ゾーン2（セカンドルーム）の例�

業務用�
コントロール�
拡張端子�

● 接続する機器の取扱説明書もあわせて参照してください。

セカンドルームでのDTS対応ディスクの再生／録音について
DTS信号はデジタルビットストリームで伝送されます。そのため、本機のZONE2 OUT（アナログ）端子からセカンドルームに送
られたDTS信号を再生／録音してもノイズだけが聞こえます。
セカンドルームにDTS対応ディスクの信号を送る場合は、次の事項にご注意ください。

DTS対応LDまたはDVD
アナログ2チャンネル音声のみをセカンドルームに出力することができます。
LD： LDプレーヤをアナログ2チャンネル出力にセットします。
DVD： DVDプレーヤのメニュー機能を使って、2チャンネルミックスをPCMまたはドルビーデジタルにセットします。

DTS対応CD
セカンドルームに音声信号を送ることはできません。

● ZONE 2 OUT端子からはアナログ信号だけが出力されます。
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AC OUTLETS

SWITCHED

100W
MAX.

TOTAL

極性表示

電源コードの接続

● 接続が終了したら、配線が正しいか、電源を入れる前にもう一度確認してください。

■ AC OUTLETS SWITCHED（電源供給コンセント）

外部オーディオ機器に電源を供給するコンセントで、本機の

POWERスイッチと連動しています。合計で消費電力100Wま

でのオーディオ機器を接続し、電源を供給することができます。

本機コンセントの下の穴（長い穴）が電源コードの極性表示側とつ

ながっています。接続するオーディオ機器が極性表示されている

場合は、極性の目安にしてください。

■ 電源コード

すべての接続が終わったら、家庭用AC100V、50/60HzのAC

コンセントに電源プラグを接続してください。本機の消費電力は

420Wです。

本機の電源プラグには、極性が表示されています。（下記参照）

本機の電源プラグには、電源トランスの巻き始めが極性表示されています。

● 極性を差し替えると音質が変わる場合は、好みの極性でご使用ください。

接続のしかた
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PHONES BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX1

INPUT MODE

POWER INPUT SELECTOR

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO

VIDEO AUX

CINEMA DSP DOLBY
D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

ON OFF5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

RL

VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

BALANCE

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY/ON

6CH IMPUTSET MENU– + NEXT EFFECT PROGRAM
SPEAKERS
A B

V DIGITAL

DSP
PCM

V PRO LOGIC

SPEAKERS

A B

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

ZONE  2
SLEEP

VIRTUAL

MOVIE THEATER 1
 DGTL Spectacle

シーリングパネル�
パネル下部を軽く押す
と開きます。�

各部の名称とはたらき

フロントパネル

パワー

POWERスイッチ
本機の電源をオン／オフします。

● 電源を入れてから数秒間は本機のミューティング
機能により音が出ません。

リモコン受光窓
付属リモコンのコントロール信号（赤外線）を受光します。

ヘッドホンインジケータ
PHONES端子にヘッドホンを接続すると、 インジケー
タが点灯します。

プロセッサーインジケータ
DTS／ドルビーデジタル／ドルビー プロロジック デコー
ダ、バーチャル／ヘッドホンDSPサラウンドの動作中、
DSP音場処理中にそれぞれのインジケータが点灯します。

PCMインジケータ
PCM信号を入力すると点灯します。

スピーカ

SPEAKERS A/Bインジケータ
SPEAKERS A/Bスイッチで選んだメインスピーカを表示
します。

ディスプレイ
プログラムの名称や、パラメータなどの動作状況を表示し
ます。

入力ソースインジケータ
インプットセレクタで選んだソースの または インジ
ケータが点灯します。

スリープ

SLEEPインジケータ
スリープタイマーの動作中に点灯します。

インプット モード

INPUT MODEキー
VCR2、3、VIDEO-AUX、TUNER、PHONO、
TAPE、6CH INPUT以外の入力の優先／固定モードを切
り換えるキーです。LD入力時は、AUTO／ドルビーデジタ
ル RF固定／DTS固定／DIGITAL固定／ANALOG固定の
切り換えになり、その他の入力時は、AUTO／DTS固定／
ANALOG固定の切り換えになります。（P.45参照）

インプット セレクター

INPUT SELECTOR
再生するソースを選択します。（P.44参照）
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各部の名称とはたらき

ボリューム

VOLUMEコントロール
全体の音量を調節します。右に回すと音量が大きくなり、
左に回すと小さくなります。

スピーカ

SPEAKERS A/Bスイッチ
メインスピーカA、Bを選びます。A、B両方とも使うとき
はAとBを押します。

セット  メ ニュー

SET MENU＋／－キー
セットメニューの設定に使います。（P.66参照）

ネクスト

NEXTキー
セットメニューを呼び出します。（P.66参照）
チャンネル インプット

6CH INPUTキー
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダからのディスク
リート音声を入力します。
エフェクト

EFFECTキー
音場プログラムの効果をオン／オフします。オフの状態で
は通常のステレオ再生になり、センタースピーカとエフェ
クトスピーカ（フロント／リア）からの音は出ません。（ドル
ビーデジタルやDTS再生では、LFEを除くすべてのチャン
ネルをL, Rに合成します。）

● 6CH INPUT入力を選んでいるときは、音場効果は
かかりません。

プログラム

PROGRAM ／ キー
ドルビー プロロジック サラウンド効果をはじめとする12
種類の音場プログラム、およびタイプを選択します。
“ ”／“ ”キーを押すと、音場プログラム（タイプ）が順
送り／逆送りされます。

● EFFECT OFF状態では、音場効果はかかりません。
音場効果をかけて再生するときは、EFFECT ONに
してください。

フォーンズ

PHONES端子
ヘッドホンを接続します。EFFECT ONにするとヘッドホ
ンDSP再生になります。
深夜のプライベートリスニングの際は、ヘッドホンのご使
用をおすすめします。

● ヘッドホンを接続すると、信号はPREOUT端子に出力
されません。また、すべてのスピーカから音は出ません。

バス トレブル

トーンコントロール（BASS/TREBLE）
メインL, Rの低音域／高音域を調節します。
BASS： 低音域を調節します。右（＋）に回すと低音域が

強調され、左（－）に回すと減衰されます。0の
位置でフラットな特性になります。

TREBLE：高音域を調節します。右（＋）に回すと高音域が
強調され、左（－）に回すと減衰されます。0の
位置でフラットな特性になります。

● トーンコントロールは、メインL, R信号だけにはた
らき、エフェクト信号にははたらきません。ただし、
スピーカモード1A、1C～1Fの設定によってメイン
チャンネル以外のチャンネル（センター、リアL/R/
CT、LFE/BASS、フロントエフェクト）信号がメイ
ンチャンネルに含まれる場合は、これらの信号の低
音域／高音域も調節されます。

● トーンコントロールにより、メインチャンネルを極
端にブースト（増強）、またはカット（減衰）した場合、
フロントとリア（エフェクト）との音のつながりが悪
くなることがあります。

バランス

BALANCEコントロール
メインL, Rのバランスを調節します。L側に回すほどR側の
音が小さくなり、R側に回すほどL側の音が小さくなりま
す。通常は0位置にセットしておきます。

● BALANCEコントロールは、メインL, R信号だけに
はたらき、エフェクト信号にははたらきません。ただ
し、スピーカモード1A、1C～1Fの設定によってメ
インチャンネル以外のチャンネル（センター、リアL/
R/CT、LFE/BASS、フロントエフェクト）信号がメ
インチャンネルに含まれる場合は、これらの信号の
バランスも調節されます。

バス エクステンション

BASS EXTENSION ON/OFFスイッチ
スイッチを押してONにすると、メインL, Rの低域を＋6dB
（60Hz）強調することができます。

プロセッサ ダイレクト オン オフ

PROCESSOR DIRECT ON/OFFスイッチ
スイッチを押してONにするとトーンコントロール、バラン
スコントロールおよびバスエクステンションスイッチがバ
イパスされ、設定が無効になります。
レック アウト

REC OUT/ZONE2セレクタ
録音や録画するソースを選択します。（P.60参照）
また、SOURCE/REMOTEの位置にすると、リモコンを
使ってZONE2の入力が選べます。
ビデオ　エイユーエックス

VIDEO AUX端子
ビデオなどを接続する予備入力端子です。
S-VIDEO ： Sビデオ出力を接続します。
VIDEO ： ビデオ出力を接続します。
AUDIO L, R： オーディオ出力（音声）を接続します。オー

ディオ出力がモノラルの場合は、L, Rどち
らかの端子に接続します。
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リモコン
本機のリモコンは本機の操作はもとより、ラーニングやメーカーコードをセットアップす

ることで、ヤマハ、他社の機器を問わず操作することができます。また、一連の操作を一

つのキーにインプットさせるマクロ機能により、操作性が格段に向上しました。各機器の

操作についてはP.52、ラーニングおよびメーカーコードのセットアップについては

P.77、マクロ機能についてはP.58を参照してください。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

LIG
H

T

 DVD 
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各部の名称とはたらき

トランスミット

TRANSMITインジケータ
リモコン操作時に点灯します。　

リネイム

RE-NAMEボタン
入力の名前を付けかえるときに押します。

クリア

CLEARボタン
ラーニング内容を消去するときに押します。

ラーン

LEARNボタン
ラーニングするときに押します。

マクロ

MACROボタン
マクロ設定するときに押します。

マクロ

MACROスイッチ
オン

マクロ機能を使うときは"ON" の位置にします。マクロ機能
オフ

を使わないときは"OFF"の位置にします。（P.59参照）

インプットセレクタ
再生するソースを選択します。 の機器操作キーが
選ばれたソースの操作キーへ切り換ります。
チャンネル インプット

6CH INPUTキー
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダからのディスク
リート音声を入力します。

機器操作キー
インプットセレクタで選んだ機器の基本的な操作ができま
す。

● ヤマハ以外の機器は、ラーニング後またはメーカー
コードセットアップ後にリモコン操作できます。　

音場プログラムキー
音場プログラムを選びます。6.1/ESキーを押すと6.1/ES
デコーダのオン／オフが切り換わります。
10KEY/DSPスイッチを10KEYの位置にすると、機器操
作キーの1～12数字キーとして使えます。
ミュート

MUTEキー
押すと音量が下がります（－∞dB）。もう一度押すと、もと
の音量に戻ります。

ボリューム

VOLUMEキー
＋キーを押すとスピーカシステム全体の音量が大きくな
り、－キーを押すと小さくなります。
エフェクト

EFFECTキー
音場効果をオン／オフします。

パラメータ セット メニュー

PARAMETER/SET MENUスイッチ
パラメータモードとセットメニューモードを切り換えま
す。

パラメータ・セットメニューカーソルキー
パラメータやセットメニューの選択・設定に使います。

スタンドバイ

STANDBYキー
電源を切るときに押します。

システム パワー

SYSTEM POWERキー
本体の電源を入れるときに押します。

表示窓
入力や操作状態を表示します。

ソース セレクト

SOURCE SELECTキー
インプットセレクタの代わりにこのキーを押しても操作で
きる機器が選べます。また、ZONE2やOPTN（オプショ
ン）面を選ぶときに押します。

キー

10KEY/DSPスイッチ
本機を操作するときは”DSP“の位置にします。音場プログ
ラムが選べます。
他の機器を操作するときは“10KEY”の位置にします。1～
12のキーが数字キーとして使えます。

機器操作キー
インプットセレクタで選んだ機器の基本的な操作ができま
す。

● ヤマハ以外の機器は、ラーニング後またはメーカー
コードセットアップ後にリモコン操作できます。　

レベル

LEVELキー
スピーカレベルの調節モードに入ります。

オンスクリーン

ON SCREENキー
テレビ画面に本機の操作状態や音場プログラムのパラメー
タ内容などを表示することができます。押すたびにフル表
示→ショート表示→表示オフが切り換わります。
スリープ

SLEEPキー
スリープタイマーを設定します。
テスト

TESTキー
押すとテストトーンを出力します。
スピーカレベルを調節するときに使います。

送受信窓
リモコンのコントロール信号を送信・受信します。
ライト

LIGHTボタン
ボタンを押すと操作できるキーと表示窓が10秒間点灯しま
す。すぐに消したいときはもう一度押します。

スライドぶた
リモコンの上部を片手で持
ち、図のように手前にスライ
ドするとPARAMETER/SET
MENU、ON SCREEN、
TESTなどのキーが出ます。
これらのキーを使わないとき
は、スライドぶたをリモコン
上部に向けてスライドさせ、
閉じておくことができます。
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≥  Europe Hall A

  EFCT TRIM…………0dB

  INIT.DLY…………30ms

  ROOM SIZE…………1.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

  

P01  CONCERT HALL 1

P01  CONCERT HALL 1

    Europe Hall A

オンスクリーン・ディスプレイ

本機にモニター（テレビ、またはプロジェクター）を接続すると、本機の操作内
容などを映像に重ねて表示させることができます（オンスクリーン表示）。
セットメニューやパラメータコントロールを設定する際にオンスクリーンを利
用すれば、項目や設定値が分かりやすく表示されるため、本体のディスプレイ
表示に比べて大変便利です。

● 映像信号が入力されていないときはモニター画面は青色になります。
● オンスクリーン表示はREC OUTに出力されないので映像と一緒に録画されること
はありません。

電源を入れると、モニター画面、および本体のディスプレイにメインボリュームレベ

ルが表示されます。

リモコンのON SCREENキーを押すと、表示フォーマットが

フル表示→ショート表示→表示OFF（DISPLAY OFF）→フル表示→…の順に切り換

わります。

● S-VIDEOとVIDEOの両方を接続しているソースをインプットセレクタで選択し、
さらにMONITOR OUTにS-VIDEOとVIDEOの両方が接続されている場合、映像
は両方に出力されますが、オンスクリーンはS-VIDEO側に表示され、VIDEO側に
は表示されません。（映像信号が入力されていない場合は、両方に表示されます。）

● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニター画面には、オ
ンスクリーン表示されません。

● コピーガード信号が入ったビデオソフトを再生したり、ノイズの多い映像信号を受
信した場合、オンスクリーンの表示がブレたり、ズレたりすることがありますが、本
機の故障ではありません。

オンスクリーン表示には次の3種類があります。

フル表示： 音場プログラムのパラメータが、常にモニター表示されます。

音場プログラムのパラメータについては、P.64「音場プログラムのパラ

メータを変更する」を参照してください。

ショート表示： 本体のディスプレイと同じ内容（操作状態）が、モニター画面の下に数秒

間表示された後、消えます。

表示OFF： モニター画面の下に「DISPLAY OFF」が表示された後、消えます。ON

SCREENキー以外のキーを操作しても何も表示されません。

● セットメニューやTEST DOLBY SUR.、TEST DSPは表示の種類にかかわらず
モニター表示されます。

● インプットセレクタ／レベルコントロールなどの操作は、本体ディスプレイと同じ
内容が画面下に数秒間表示されます。

■ 表示の切り換え .....................................................................................................................................

■ 表示の種類.............................................................................................................................................

フル表示例

ショート表示例

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

– – –
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ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

q

q

+–

“LRG   SML  NONE

    1A. CENTER SP

ご使用になるスピーカシステムに合わせて、7種類のスピーカモード（センター
スピーカ／メインスピーカ／リアL、Rスピーカ／リアセンタースピーカ／バス
アウト／フロントエフェクトスピーカ／メインレベル）を設定します。セットメ
ニューの「1. SPEAKER SET」を呼び出し、各スピーカモードの確認、および
設定を行ってください。

● デジタル入力でサンプリング周波数が96kHzの場合や6CH INPUT入力では、1A～
1Fのスピーカモードの設定は適応されません。

スピーカモードの設定

セットメニュー「1. SPEAKER SET」の設定内容

項目 設定内容 可変範囲
センタースピーカ

1A. CENTER SP センタースピーカの性能や有無に応じて、出力モードを選択します。 LRG/SML/NONE
メインスピーカ

1B. MAIN SP メインスピーカの性能に応じて、出力モードを選択します。 LARGE/SMALL
リアエルアールスピーカ

1C. REAR L/R SP リアスピーカL/Rの性能や有無に応じて、出力モードを選択します。 LRG/SML/NONE
リアセンタースピーカ

1D. REAR CT SP リアセンタースピーカの性能や有無に応じて出力モードを設定します。 LRG/SML/NONE
エルエフイー バスアウト

1E. LFE/BASS OUT LFE/BASS（低音）信号を出力するスピーカを選択します。 SW/MAIN/BOTH
フロントエフェクトスピーカ

1F. FRNT EFCT SP フロント・エフェクトスピーカの有無に応じて、出力モードを選択します。 YES/NONE
メインレベル

1G. MAIN LEVEL メインスピーカレベルを選択します。 Normal/－10dB

● セットメニュー2～18の詳細はP.65を参照してください。

PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に合わせます。

カーソルキー“▽”または“△”を押して、モニター画面、および本体のディスプレイを

「SET MENU 1. SPEAKER SET　Press ＋/－ key!」表示に切り換えます。

（カーソルキー“▽”を押すと、「1. SPEAKER SET」→「2. LOW FREQ TEST」→……

→「18. ZONE2 SET」→音場プログラム……の順に循環します。また、カーソル

キー“△”を押すと、逆の順序で循環します。）

● 電源を切らない限り、前回選択したセットメニューから表示されます。電源を
切るとセットメニュー1から表示されます。

カーソルキー“＋”または“－”を押すと、モニター画面、および本体のディスプレイ

は、「1A. CENTER SP」に切り替わります。

スピーカモードには1A～1Gの7種類があります。カーソルキー“▽”または“△”を押

してスピーカモードを選択し、“＋”または“－”で設定します。（各スピーカモードの

内容についてはP.35～38を参照してください。）

設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチを

“PARAMETER”に戻し、カーソルキー“▽”“△”“＋”“－”のいずれかを押して、モニ

ター画面、および本体のディスプレイをプログラム表示に切り換えます。

● TEST DOLBY SUR.、およびTEST DSP中に、スピーカモードの設定を行う
と、モニター画面では、テストトーンが出ているスピーカが点滅表示されます。

■ スピーカモード（1A～1G）の設定方法 ...............................................................................................

カーソルキー

PARAMETER/SET MENUスイッチ

セットメニュー「1.SPEAKER SET」画面

  1.SPEAKER SET

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

1A. CENTER SPを選ぶと：↓

“を移動して設定する
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    1B. MAIN SP

“LARGE  “SMALL

    1B. MAIN SP

“LARGE   SMALL

■ 1B. MAIN SP（メインスピーカモード）.............................................................................................

使用するメインスピーカに合わせて、モード（LARGE/SMALL）を選択します。
ラージ

LARGE：メインスピーカに大型のスピーカを使用するモードです。メインL, Rチャンネ

ル信号の全帯域が、そのままメインL, Rスピーカに出力されます。
スモール

SMALL： メインスピーカに小型のスピーカを使用するモードです。メインL, Rチャン

ネル信号の90Hz以下の低音域は、「1E. LFE/BASS OUT」（P.37参照）で選

択されたスピーカに出力されます。

モニター画面には、メインスピーカモードの状態がイラスト表示されます。LARGEのときメ

インスピーカは大型になり、SMALLのときはメインスピーカは小型になります。

●“SMALL”設定時でも、LFE/BASS OUTの設定が“MAIN”の場合は、メインL, Rチャ
ンネル信号の90Hz以下の低音域はメインに出力されます。

ラージ

スモール

“LRG   SML “NONE

    1A. CENTER SP

“LRG  “SML  NONE

    1A. CENTER SP

“LRG   SML  NONE

    1A. CENTER SP

■ 1A. CENTER SP（センタースピーカモード）...................................................................................

使用するセンタースピーカに合わせて、モード（LRG/SML/NONE）を選択します。
ラージ

LRG： センタースピーカに大型のスピーカを使用するモードです。セン

ターチャンネル信号の全帯域が、そのままセンタースピーカに出

力されます。
スモール

SML： センタースピーカに小型のスピーカを使用するモードです。セン

ターチャンネル信号の90Hz以下の低音域は、「1E. LFE/BASS

OUT」（P.37参照）で選択したスピーカに出力されます。
ノン

NONE： センタースピーカを使用しないときのモードです。センターチャ

ンネル信号は、メインのL, Rスピーカに同じレベルで振り分けら

れます。

モニター画面には、センタースピーカモードの状態がイラスト表示されます。

LRGのとき、センタースピーカは大型になります（観客3人）。SMLのとき、センタース

ピーカは小型になります（観客3人）。NONEのときはセンタースピーカはなくなり、観客

も1人になります。センタースピーカを使用することで画像と音像が一致し、より多くの

観客で楽しめることを表しています。

● センタースピーカをNONEに設定した場合のモニター画面は、他のスピーカモード
の設定にかかわらず観客は1人になります。

ノン

スモール

ラージ
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スピーカモードの設定

  1C. REAR L/R SP

“LRG  “SML  NONE

  1C. REAR L/R SP

“LRG   SML  NONE

■ 1C. REAR L/R SP（リアL/Rスピーカモード）................................................................................

使用するリアL/Rスピーカに合わせて、モード（LRG/SML/NONE）を選択します。
ラージ

LRG: リアL/Rスピーカに大型のスピーカを使用したり、リアL/Rスピーカへサブ

ウーファをスピーカケーブル結線で接続して使用する場合（P.13参照）のモー

ドです。リアL/Rチャンネル信号の全帯域が、そのままリアスピーカに出力

されます。
スモール

SML: リアL/Rスピーカに小型のスピーカを使用するモードです。リアL/Rチャンネ

ル（サラウンド）信号の90Hz以下の低音域は、「1E. LFE/BASS OUT」（P.37

参照）で選択されたスピーカに出力されます。
ノン

NONE: リアL/Rスピーカを使用しないときのモードです。リアL/Rチャンネルの信号

をメインチャンネルL/Rにミックスして出力します。

バーチャルDSPについて

NONEに設定するとバーチャルDSPモードになり、リアスピーカの成分はバー

チャル処理されてメインスピーカから出力されます。セットメニューでセン

タースピーカやフロントエフェクトスピーカの有無を設定することにより、5

～2スピーカシステムまで幅広い使い方が可能です。

モニター画面には、リアL/Rスピーカモードの状態がイラスト表示されます。LRGのとき

リアスピーカは大型になり、SMLのときはリアスピーカは小型になります。

● NONEに設定すると、自動的にリアセンタースピーカも“使用しない”設定となり、
セットメニューから「1D. REAR CT SP」がスキップされます。

ラージ

スモール

使用するリアセンタースピーカに合わせて、モード（LRG/SML/NONE）を選択します。
ラージ

LRG: リアセンタースピーカに大型のスピーカを使用するモードです。リアL/Rチャ

ンネルに含まれるリアセンター信号の全帯域がそのままリアセンタースピーカ

に出力されます。
スモール

SML: リアセンタースピーカに小型のスピーカを使用するモードです。リアセンター

信号の90Hz以下の低音域は「1E. LFE/BASS OUT」（P.37参照）で選択した

スピーカに出力されます。
ノン

NONE: リアセンタースピーカを使用しないときのモードです。リアセンターチャンネ

ル信号はリアL/Rチャンネルにミックスされます。

モニター画面には、リアセンタースピーカモードの状態がイラスト表示されます。LRGの

とき、リアセンタースピーカは大型になり、SMLのときは小型になります。NONEのと

きはリアセンタースピーカは表示されません。

●「1C. REAR L/R SP」がNONEに設定されていると、セットメニューから「1D.
REAR CT SP」がスキップされ、設定できません。

■ 1D. REAR CT SP（リアセンタースピーカモード）..........................................................................

ノン

スモール

ラージ

  1D. REAR CT SP

“LRG   SML  NONE

  1D. REAR CT SP

 LRG  “SML  NONE

  1D. REAR CT SP

 LRG  “SML “NONE

  1C. REAR L/R SP

“LRG  “SML “NONE

ノン
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■ 1E. LFE/BASS OUT（バスアウトモード）........................................................................................

ボース

メイン

サブウーファ LFE/BASS信号を出力するスピーカを設定します。

（LFE信号：ドルビーデジタルやDTS動作時に出力される低域効果音……P.21参照）
サブウーファー

SW: サブウーファを使用する場合。

LFEと、1A～1Dの設定により他チャンネルの低音域（90Hz以下）が、サブウー

ファに出力されます。
メイン

MAIN: サブウーファを使用しない場合。

LFEと、1A～1Dの設定により他チャンネルの低音域（90Hz以下）が、メイン

L/Rスピーカに出力されます。
ボース

BOTH: サブウーファを使用し、さらにメインスピーカモードの設定に関わりなく、メイ

ンスピーカの低音域をサブウーファにミックスする場合。

LFE、メインチャンネルの低音域（90Hz以下）と、1Aと1C～1Dの設定により

他チャンネルの低音域（90Hz以下）がサブウーファに出力されます。

メインチャンネルの低音域は、メインスピーカにも出力されます。

● バスアウトモードの設定中は、モニター画面では、LFE/BASS OUT信号が出力さ
れるスピーカが点滅表示されます。

  1E.LFE/BASS OUT

“SW  “MAIN “BOTH

  1E.LFE/BASS OUT

“SW  “MAIN  BOTH

  1E.LFE/BASS OUT

“SW   MAIN  BOTH

スピーカモードの設定

■ 1F. FRNT EFCT SP（フロント・エフェクトスピーカモード）.........................................................

フロント・エフェクトスピーカの有無を選択します。
イエス

YES: フロント・エフェクトスピーカを使用するときのモードです。フロント・エ

フェクトチャンネルの信号がそのままフロント・エフェクトスピーカに出力

されます。
ノン

NONE: フロント・エフェクトスピーカを使用しないときのモードです。フロント・

エフェクトチャンネルの信号をメインチャンネルL、Rにミックスして出力し

ます。

ノン

イエス

  1F. FRNT EFCT SP

“YES “NONE

  1F. FRNT EFCT SP

“YES  NONE
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■ 1G. MAIN LEVEL（メインレベルモード）.........................................................................................

メインスピーカの音量レベルを選択します。テストトーンでのスピーカレベル調節

（P.39）の際に設定しておけば、再度設定する必要はありません。
ノーマル

Normal: 通常はこの設定にします。テストトーンでのスピーカレベル調節も、まずこ

の設定で行います。

－10dB: テストトーンでのスピーカレベル調節の際、フロント／リア・エフェクトス

ピーカおよびセンタースピーカの音量レベルを最大（＋10dB）にしてもメイ

ンスピーカより音が小さい場合は、この設定にします。メインスピーカの音

量レベルを約1/3に下げることができます。

モニター画面のメインスピーカは点滅し続けます。

ノーマル

－10dB

スピーカモードの設定

   1G. MAIN LEVEL

“Normal    -10dB

   1G. MAIN LEVEL

“Normal   “-10dB

スピーカモードの信号経路

L

C

R

R

C

L

RL

RC

RR

L

MONO

R

SW

SW�
or�
MAIN

BOTH

LARGE

1B. MAIN SP1E. LFE/BASS OUT

HPF

HPF

HPF

HPF

HPF

HPF

LPF

LPF

90Hz

SMALL

LARGE

SMALL

LARGE

SMALL

SW�
or�
MAIN

BOTH

SW�
or�
BOTH

MAIN

SW�
or�
BOTH

MAIN

NONE

LARGE

SMALL

NONE –3dB

–3dB

–6dB

–6dB+10dB

–6dB

Dolby Digital�
0 ～ –20dB

3A. LFE LEVEL

DTS�
+10 ～ –10dB

4A. LFE LEVEL

LARGE

SMALL

NONE

LARGE

SMALL

NONE

RL

RC

RR

LFE

: SWITCH : MIX

�

1A. CENTER SP

1D. REAR CT SP

1C. REAR L/R SP

–6dB
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スピーカのレベル調節

本機内蔵のテストトーンを使ってスピーカの出力レベルを調節します。調節
にはドルビーサラウンド音場のためのTEST DOLBY SUR.と、DSP音場の
ためのTEST DSPがあります。本機の音場プログラムを楽しむにはこれら2
つの調節が必要です。

● スピーカレベルの調節は、必ずリスニングポジションで行ってください。
● ヘッドホンをつないでいるとテストモードに入れません。PHONES端子からヘッ
ドホンを抜いてください。

● 一度調節すれば、スピーカや部屋を変えない限り再調節の必要はありません。

TEST DOLBY SUR.
センタースピーカとリア・エフェクトスピーカの音量をメインスピーカに合わせるための

テストモードです。（P.40参照）

テストトーンを出力するチャンネル（スピーカ）は、LEFT→CENTER→RIGHT→RIGHT

SURROUND（REAR RIGHT）→REAR CENTER→LEFT SURROUND（REAR LEFT）

→…の順で循環し、それに合わせてモニター画面のスピーカが点滅します。

TEST DSP
フロント・エフェクトスピーカの音量をメインスピーカに合わせるためのテストモードで

す。（P.41参照）

テストトーンを出力するチャンネル（スピーカ）は、MAIN←→FRONTが交互に入れ替わ

り、それに合わせてモニター画面のスピーカが点滅します。

■ 2種類のテストモードについて ............................................................................................................

0
BASS

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4

5L 5 R

本体のトーンコントロール（BASS, TREBLE）とBALANCEコントロールを“0”（中央）に

セットします。

リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERにします。

● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUになっているとスピーカの
レベル調節はできません。

■ 調節の前に行うこと..............................................................................................................................

■ 調節に使うキー .....................................................................................................................................

CONCERT HALL 1

Europe Hall A

TEST DOLBY SUR.

     LEFT

   TEST DSP

     MAIN

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�
（テスト終了）�

通常状態�

PARAMETER

SET MENU

0 +10 +100

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

– – –

q

q

+–

TESTキー�

スピーカを選択する�

全体の音量を調節する�

レベルを調整する�
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スピーカのレベル調節

EFFECT     LEVEL

CENTER       0dB

EFFECT  LEVEL

CENTER    0dB

   TEST DOLBY SUR.

TEST DOLBY SUR.

     LEFT

TEST DOLBY SUR.
ドルビーサラウンド音場のスピーカレベル調節（センタースピーカ／リア・エフェクトスピーカ）

TESTキーを押し、モニター画面、および本体のディスプレイに「TEST DOLBY

SUR.」を表示させます。

テストトーンが聞こえるようにVOLUMEで音量を調節します。

テストトーンは、LEFT（メインLスピーカ）→CENTER*（センタースピーカ）→

RIGHT（メインRスピーカ）→R. SUR.*（リアR・エフェクトスピーカ）→REAR CT*

（リアセンタースピーカ）→L. SUR.*（リアL・エフェクトスピーカ）→…の順で循環

し、それぞれ約2.5秒間ずつ聞こえます。

* スピーカモードでNONEに設定されているスピーカはスキップされ、テストトー

ンは出ません。手順 でカーソルキーの“g”または“h”でスピーカを選ぶときも

これらのスピーカはスキップされ、テストトーンは出ません。

● スピーカモード「1A. CENTER SP」をNONEに設定した場合、センタースピー
カの信号は左右のメインスピーカに同じレベルで振り分けられ、調節すること
はできません。

● スピーカモード「1C. REAR L/R SP」をNONEに設定した場合は、左右リア
スピーカおよびリアセンターレベルを調節することはできません。

● テストトーンが聞こえない場合は、VOLUMEを絞り電源を切ってからスピー
カの接続を確認してください。

● LEFT（メインLスピーカ）とRIGHT（メインRスピーカ）のレベルは調節できま
せん。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して調節するスピーカを選びます。▽キーを押す

と、LEFT（メインLスピーカ）→CENTER（センタースピーカ）→RIGHT（メインRス

ピーカ）→R. SUR.（リアR・エフェクトスピーカ）→REAR CT（リアセンタースピー

カ）→L. SUR.（リアL・エフェクトスピーカ）→…の順に選択できます。△キーを押す

と逆順に選択できます。

● ▽または△キーを押し続けると、その間テストトーンは選んでいるスピーカに固

定されます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、エフェクトスピーカの音量がメインスピー

カの音量と同じになるように調節します。

● 各スピーカのレベルは、±10dBの範囲で調節できます。

● 各スピーカの音色が異なる場合は、セットメニュー「7. CENTER GEQ」、「8.
REAR CT GEQ」および「9. CINEMA EQ」を使って音色が合うように調節し
てください（P.71～72参照）。

● リア・エフェクトスピーカおよびセンタースピーカの音量レベルを＋10dBま
で上げてもメインスピーカより音が小さい場合は、セットメニューの「1G.
MAIN LEVEL」を“－10dB”に設定します（P.38参照)。メインスピーカの音
量レベルを約1/3に下げることができます。メインレベルを変更した場合は、
センタースピーカ、リア・エフェクトスピーカのレベル調節をもう一度行って
ください。

● 他のアンプにリア・エフェクトスピーカおよびセンタースピーカを接続している
とき、これらのスピーカの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインスピーカよ
り音が小さい場合は、それぞれのアンプで音量を調節してください。

手順3と4を繰り返してセンタースピーカ、リア・エフェクトスピーカ（LおよびR）、

リアセンタースピーカの音量調節を行ってください。

調節が終わったら、次にTEST DSPのスピーカレベルの調節（次頁）を行います。

リアR・エフェクトスピーカの調節中は
R. SUR.表示
リアセンタースピーカの調節中は、
REAR CT表示
リアL・エフェクトスピーカの調節中は
L. SUR.表示

RL

FR

RR

FL
L C

RC

R

テストトーンの循環

センタースピーカ調節中の表示
テストトーンを出しているスピーカが
点滅します。

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–
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TEST DSP
DSP音場のスピーカレベル調節（フロント・エフェクトスピーカ）

●フロント・エフェクトスピーカを使用しない場合（スピーカモード「1F. FRNT EFCT SP」をNONEに設定しているとき）、TEST
DSPモードには入れません。

EFFECT     LEVEL

FRONT        0dB

EFFECT  LEVEL

FRONT     0dB

      TEST  DSP

   TEST DSP

     MAIN

TESTキーを押して、モニター画面、および本体のディスプレイに「TEST DSP」を

表示させます。

テストトーンが聞こえるようにVOLUMEで音量を調節します。

テストトーンは、FRONT（フロントL/R・エフェクトスピーカ）←→MAIN（メインL/

Rスピーカ）が交互に、約2.5秒間ずつ繰り返し聞こえます。（各チャンネルのL/Rは

同時に出力されます。）

● カーソルキーの“▽”を押すとFRONT R（フロントR・エフェクトスピーカ）から

のみテストトーンが聞こえます。“△”を押すとFRONT L（フロントL・エフェク

トスピーカ）からのみテストトーンが聞こえます。

● テストトーンが聞こえない場合は、VOLUMEを絞り電源を切ってから、スピー
カの接続を確認してください。

● LEFT（メインLスピーカ）とRIGHT（メインRスピーカ）のレベルは調節できま
せん。

メインスピーカとフロント・エフェクトスピーカの音量が同じになるよう、カーソル

キーの“＋”または“－”キーを押して調節します。

“＋”または“－”キーで調節しているあいだは、テストトーンがフロント・エフェクト

スピーカから聞こえます。

● フロント・エフェクトスピーカのレベルは、±10dBの範囲で調節できます。

● 各スピーカの音色が異なる場合は、セットメニュー「7. CENTER GEQ」、「8.
REAR CT GEQ」および「9. CINEMA EQ」を使って音色が合うように調節し
てください（P.71～72参照）。

● フロント・エフェクトスピーカの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインス
ピーカより音が小さい場合は、セットメニューの「1G. MAIN LEVEL」を“－
10dB”に設定します（P.38参照)。メインスピーカの音量レベルを約1/3に下
げることができます。メインレベルを変更した場合は、前頁の「TEST DOLBY
SUR.」でセンタースピーカ、リア・エフェクトスピーカのレベル調節をもう一
度行ってください。

● 他のアンプにフロント・エフェクトスピーカを接続しているとき、フロント・エ
フェクトスピーカの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインスピーカより
音が小さい場合は、フロント・エフェクトスピーカを接続しているアンプで音
量を調節してください。

調節が終わったら、TESTキーを押してテストトーンを止めます。

以上で音場プログラム再生の準備が完了しました。

フロント・エフェクトスピーカを使わない場合は、セットメニューの「1F. FRNT

EFCT SP」を“NONE”に設定します（P.37参照）。DSPのフロント・エフェクト信号

がメインチャンネルにミックスされてメインスピーカから出力されるので、フロント・

エフェクトスピーカを使わない場合でもDSP音場を楽しめます。

RL

FR

RR

FL L C R

RC

テストトーンの循環

フロント・エフェクトスピーカ調節中
の表示
テストトーンを出しているスピーカが
点滅します。

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

スピーカのレベル調節





第2章　基本操作

■ 再 生 .......................................................................... P.44

■ 音場プログラムとタイプ .................................. P.49

Hi-Fi DSP音場プログラムの特長 ........................... P.49

CINEMA-DSP音場プログラムの特長 .................... P.50

■ リモコンで操作する ........................................... P.52

機器個別の操作をする .............................................. P.52

マクロ機能を使う ...................................................... P.58

■ 録音と録画 .............................................................. P.60
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PHONES BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX1

INPUT MODE

POWER INPUT SELECTOR

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO

VIDEO AUX

CINEMA DSP DOLBY
D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

ON OFF5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

RL

VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

BALANCE

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY/ON

6CH IMPUTSET MENU– + NEXT EFFECT PROGRAM
SPEAKERS
A B

V DIGITAL

DSP
EX/ES PCM

V PRO LOGIC

SPEAKERS

A B

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

SLEEP

VIRTUAL

MOVIE THEATER 1
 DGTL Spectacle

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

 DVD 

,

EFFECT

PARAMETER/�
SET MENU

INPUT MODE

6CH INPUT

－, ＋�

6CH �
INPUT

EFFECTSPEAKERS A/B

,

再生するソースのインプットセレクタを押します。（本体では、INPUT SELECTORを回し
て選択します。）6CH INPUT端子に接続した外部デコーダからのディスクリート音声を聴
くときは6CH INPUTキーを押します。

DVD: DVDを見る。

LD: LDを見る。

D-TV: デジタルテレビ放送を見る。

CBL/SAT: ケーブルテレビ放送、または衛星放送を見る。

VCR 1: ビデオデッキ1のビデオを見る。

VCR 2: ビデオデッキ2のビデオを見る。

VCR 3: ビデオデッキ3のビデオを見る。

V-AUX: 前面のVIDEO AUX端子につないだAV機器を再生する。

PHONO: レコードを聴く。
CD: CDを聴く。

TUNER: AM/FM放送を聴く。

TAPE: テープデッキのテープを聴く。

MD: MDを聴く。

ソースを選びます..................................................................................................................................

ビ
デ
オ
系

オ
ー
デ
ィ
オ
系

再 生

● 操作手順のキーイラストはおもにリモコンのキーで示しています。本体のキーで操作するときは、手順番号のついた下記の本体

イラストを参照してください。

● 使用するスピーカをSPEAKERS A/Bスイッチで選んでください。

電源を入れます .....................................................................................................................................

SYSTEM POWERスイッチを押して電源を入れます。ディスプレイに音量レベルが数秒

間表示されたあと、前回電源を切った時のプログラムが表示されます。

SYSTEM
POWER

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

ZONE  2
SLEEP

REO

O
ING

ORY

選んだソースの�
インジケータが点灯する�
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 INPUT    LD

 AUTO:DOLBY DGTL

≥ Europe Hall A

  EFCT TRIM…………0dB

  INIT.DLY…………30ms

  ROOM SIZE…………1.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

P01  CONCERT HALL 1

入力がLDでドルビーデジタルRFのとき： 入力ソースを選択すると、ディスプレイと画面に入力ソース名と入力モード（LD入力時：
“AUTO／D. D. RF／DTS／DGTL／ANALOG”、CD、MD、DVD、D-TV、CBL/
SAT、VCR 1入力時：“AUTO／DTS／ANALOG”）を数秒間表示した後、元の画面に
戻ります。TUNER、VCR 2、VCR3、PHONO、TAPE、V-AUXでは入力ソース名だ
けを表示して、元の画面に戻ります。

●“6CH INPUT”が表示されているときは、他の入力ソースを再生できません。6CH
INPUT端子から入力しないときは、6CH INPUTキーを押して、表示を消してくだ
さい。

■ 入力モードについて
本機には、多彩な入力端子（ドルビーデジタル RF［LDのみ］、DIGITAL OPTICAL［CD、

MD、DVD、LD、D-TV、CBL/SAT、VCR 1］、DIGITAL COAXIAL［CD、DVD、

CBL/SAT］、アナログ）が装備されています。入力モードは、これらの入力端子の優先／

固定を切り換えることにより、ソースに収録されているドルビーデジタル音声、デジタル

音声、アナログ音声をそれぞれ楽しんでいただける機能です。入力モードにはこれに加え

て、DTS対応ディスク用に「DTS」固定モードがあります。

AUTO: ドルビーデジタル対応のLDからドルビーデジタル信号（RF入

力）とデジタル信号とアナログ信号が入力された場合、自動的に

「ドルビーデジタル→デジタル（PCM）→アナログ」の優先順位で

信号を選択します。

DTS対応のLDでは、DTS信号が入力されます。

その他の入力（CD、MD、DVD、D-TV、CBL/SAT、VCR

1）では、「ドルビーデジタル→デジタル（DTS）→デジタル

（PCM）→アナログ」の優先順位で信号を選択します。

D. D. RF: ドルビーデジタルRF入力固定（LD入力時のみ）。

DTS: DTS信号固定。

DGTL: デジタル入力固定（LD入力時のみ）。デジタルの光端子から入力

されたデジタル信号を再生します。

ANALOG: アナログ入力固定。アナログ端子から入力された信号を再生し

ます。ドルビーデジタル再生やDTS再生は行われません。

 AUTO:DTS 
DTS再生時�

 AUTO:PCM 
PCM再生時�

 AUTO:ANALOG 
アナログ再生時�

 D.D.RF
ドルビーデジタルRF再生時�

 D.D.RF:---
ドルビーデジタルRF信号�
入力がない時�

 DGTL:DOLBY DGTL
ドルビーデジタル再生時�

 DGTL:PCM
PCM再生時�

 DGTL:DTS
DTS再生時�

 DGTL:---
デジタル信号入力がない時�

 ANALOG

 AUTO:DOLBY DGTL
ドルビーデジタル再生時�

● AUTO

● ドルビーデジタルRF

 DTS
DTS再生時�

 DTS:---
DTS信号入力がない時�

● DTS

● DIGITAL

● ANALOG

 INPUT    LD

 AUTO:DOLBY DGTL
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VOLUME“＋”または“－”キーで音量を調節します。（本体では、VOLUMEコントロール

を回して調節します。）

● REC OUT端子と接続している機器の電源が切れている場合、再生音が歪んだり、
音量が下がることがあります。このような場合は、接続している機器の電源を入れ
て使用してください。

音量を調節します..................................................................................................................................

機器の再生を始めます ..........................................................................................................................

再生する機器の取扱説明書を参照してください。

● DTS対応のLDやCDの再生中、“INPUT DATA ERROR”と表示されたり、音が出
なくなった場合は、再生を止めてからプレーヤの電源を入れ直してください。

再 生

■ 入力モードの切り換え
リモコンのインプットセレクタ、または本体のINPUT MODEキーを押すと、現在の入力

モードを表示します。入力モード表示中にもう一度押すと入力モードを切り換えることが

できます。

● VCRなど接続する再生機器によっては、アナログとデジタルで異なる信号を出力
する場合があります。必要に応じて入力モードを切り換えてください。

● デジタル音声が入っていないLDソフトでは、LDプレーヤをアナログ接続し、入力
モードを“ANALOG”に設定してください。

● CD、MD、DVD、LD入力の場合、電源を切ると入力モードは“AUTO”にリセットさ
れます。

● D-TV、CBL/SAT、VCR 1入力の場合、電源を切るとセットメニュー「15. INPUT
MODE」で設定されたモードにリセットされます。

● LD入力の“AUTO”モードは、ドルビーデジタル音声入りのLDを検出すると自動的
にデコーダが切り換わるため、何も操作しなくてもドルビーデジタル音声が楽しめ
ます。また、LDプレーヤの通常の再生中以外では、ドルビーデジタル信号が検出さ
れなくなるため、自動的にデコーダがPCM、またはアナログ音声に切り換わります。

● LDのドルビーデジタル音声再生時、ポーズ／チャプター送りなどから再生に切り
換えると、ドルビーデジタル音声に切り換わる前に、PCM／アナログ音声が一瞬出
力されることがあります。このような場合は、インプットモードを“ドルビーデジタ
ル RF”（固定）へ切り換えると、音声の断続は起こりません。

DTSソースの再生と入力モードの切り換えについて
● DTS対応のCDやLDを“ANALOG”の設定で再生すると、DTSエンコード信号をそのまま再生するためノイズが出力さ

れます。DTSソースを再生するときは必ずデジタル入力端子に接続し、“AUTO”、“DTS”または“DGTL”に設定してく

ださい。

● DTS対応のCDやLDを“AUTO”または“DGTL”で再生し、停止すると、その後約30秒間はミュートがかかり イン

ジケータが点滅します。点滅している間は、PCMまたはアナログ信号の再生が禁止されます。ミュート状態は約30秒

経過すると解除されますが、通常のLDやPCM CDを引き続きすぐに再生したい場合は、入力モードを希望する設定に切

り換えてください。ミュート（ インジケータ点滅）状態は解除されます。

+
VOLUME

–
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再 生

音場プログラムを選択します...............................................................................................................

音場プログラムキーで12種類の中から好みの音場プログラムを選択します。

● 本体のPROGRAM“ ”または“ ”キーを押し続けると、音場プログラム名とタイ

プが順に変わります。

● 6CH INPUTを入力しているときは、音場プログラムを選択することはできず、音
場効果はかかりません。

● デジタル入力で、サンプリング周波数が96kHzの場合は音場効果はかかりません。
ステレオ再生になります。

CONCERT HALL 2

Europe Hall E

で選択した音場プログラムと同じキーを押して、プログラムのタイプを選択します。

例）「CONCERT HALL 2のEurope Hall E」を選ぶ：

音場プログラムキーの“HALL 2”をもう一度押すと「Europe Hall E」が選べます。

● ドルビーデジタルサラウンドEXまたはDTS ES用音場を選ぶには、6.1/ESキーを

押します。6.1/ESデコーダがオンになります。セットメニュー「12. 6.1/ES

AUTO」がONに設定されている場合は、ドルビーデジタルサラウンドEXまたはDTS

ESの自動認識対応ソフトが再生されると自動的に6.1/ESデコーダがオンになりま

す。

● リアチャンネルがステレオになっているマルチチャンネルソースの再生時には、

6.1/ESデコーダをオンにすることができます。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、タイプを選択することもできます。

この場合は、PARAMETER/SET MENUスイッチを“PARAMETER”に合わせてか

ら操作します。

● 音場プログラムは各インプットセレクタごとにメモリーされます。インプットセレ
クタを選ぶと、前回設定した音場プログラムになります。

● 音場プログラム内容については、P.49～51、94～105を参照してください。
● 音場効果はヘッドホンでも楽しめます。

音場プログラムのタイプを選択します................................................................................................

CONCERT HALL 2

U.S.A. Hall D

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CHP/INDEX

リモコンのインプットセレクタでソースを選択すると、BGV（バックグラウンドビデ

オ）機能を使うことができます。BGV機能とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディ

オ系ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能です。

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンのインプットセレクタで、オーディオ系ソー

スを選択します。

BGV機能

リモコンのインプットセレクタ

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD
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q

q

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

+–

再 生

LEVELキーについて

ソースの再生音を聴きながらメインスピーカ以外のスピーカレベル調節が行えます。

PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERにします。

LEVELキーを押すごとに、センター→リアR・エフェクト→リアセンター・エ

フェクト→リアL・エフェクト→フロント・エフェクト→サブウーファ→セン

ターの順でスピーカを選択できます。

調節したいスピーカをLEVELキーで選んでから、カーソルキーの“－”または“＋”

でレベルを調節します。

センター、リア、フロントスピーカの調節範囲は、±10dBです。

サブウーファの調節範囲は、－20dB～0dBです。

● LEVELキーでスピーカレベルを調節すると、TEST DOLBY SUR.およびTEST
DSPで調節したスピーカレベルも変更されます。

● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUのとき、レベル調節はで
きませんが、LEVELキーを押すごとに各スピーカのレベルが表示されるのでス
ピーカレベルの確認ができます。

● LEVELキーでレベル表示にすると、リモコンの“△”または“▽”キーでもスピー
カを選択することができます。“▽”キーを押すとLEVELキーと同じ順序でスピー
カが選択でき、“△”キーを押すと逆方向に選択できます。

PARAMETER/
SET MENULEVEL

－、＋

EFFECT     LEVEL

CENTER       0dB

EFFECT     LEVEL

FRONT        0dB

EFFECT     LEVEL

SWFR        0dB

EFFECT     LEVEL

R SUR.     0dB

EFFECT     LEVEL

REAR CT     0dB

EFFECT     LEVEL

L SUR.     0dB

センター�

リアR・エフェクト�

リアセンター・エフェクト�

リアL・エフェクト�

フロント・エフェクト�

サブウーファ�

   EFFECT  OFF

通常のステレオ再生

例）サンプリング周波数48kHz、
ドルビーデジタルフロント3
チャンネル、リア2チャンネル
の信号が入力されている場合

   EFFECT  OFF

 fs=48k   in:3/2

EFFECTキーを押して「EFFECT OFF」にすると、通常のステレオ再生になります。

ドルビーデジタル／DTS／PCM再生時に「EFFECT OFF」にすると、ディスプレイに

サンプリング周波数（fs）とチャンネル数（ドルビーデジタル時、in：フロント／リア）

が表示されます。ドルビーデジタルカラオケソースのサラウンド左右チャンネルに含

まれるボーカル成分は、メインL、Rにそれぞれ加算処理され、出力されます。

● EFFECT OFFの時は、フロント、リア、センタースピーカから音は出ません。

● ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの“MIN”設定時や、
「EFFECT OFF」時に音量が極端に下がる場合があります。このような場合は
「EFFECT ON」でご使用ください。
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No. プログラム名

1
コンサート ホール

CONCERT HALL 1

2
コンサート ホール

CONCERT HALL 2

3
チャーチ

CHURCH

4
ジャズ クラブ

JAZZ CLUB

5
ロック コンサート

ROCK CONCERT

6
エンターテイメント

ENTERTAINMENT

特長または最適ソース

広く奥行きのある大ホール

縦長で力強い響きが特長のホール

響きが豊かな古典的な中ホール

中高域の響きが豊かな大ホール

響きが豊かな古典的な大ホール

広大な円形ホール中央付近の音場、豊かな響

適度な残響感を伴う教会の音場

高い天井と細長い空間で、非常に長い残響時間を持つ教会特有の音場

中世の美しいゴシック建築の修道院食堂大広間の音場

広いフロアを持つニューヨークの著名なライブハウス

ニューヨークの著名なジャズクラブの音場

ニューヨークで話題のライブハウス“ザ ボトム ライン”の音場

ロサンゼルスのホットなロックライブハウス

コンクリート造りの倉庫のような音場

広大なアリーナの音場

集中したエネルギーのホットなディスコの雰囲気

ホームパーティーでのBGMを演出する音場

TVゲームの軽快なノリを、さらに加速する痛快なテンポの音場

音場プログラムとタイプ

本機には、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元に作成されたHi-Fi
DSP音場プログラムに加え、より幅広い表現力を持つCINEMA-DSP音場プ
ログラムを内蔵しています。メモリーされている音場プログラムは全42ポ
ジション。再生するときに好みの音場を呼び出して、その臨場感と効果をお
楽しみください。
プリセットされている音場プログラムは、大きく分けてHi-Fi用とAV用の2
つのグループに分けることができます。

● 6CH INPUTを入力しているときは、音場効果はかかりません。
● デジタル入力でサンプリング周波数が96kHzの場合は、音場効果はかかりま
せん。ステレオ再生になります。

タイプ
ヨーロッパ ホールエー

Europe Hall A
ヨーロッパ ホールビー

Europe Hall B
ヨーロッパ ホールシー

Europe Hall C
ユーエスエー ホールディー

U. S. A. Hall D
ヨーロッパ ホールイー

Europe Hall E
ライブコンサート

Live Concert
トウキョウ

Tokyo
フライブルグ

Freiburg
ロワイヨーモン

Royaumont
ヴィレッジ ゲート

Village Gate
ヴィレッジ ヴァンガード

Village Vanguard
ザ ボトム ライン

The Bottom Line
ロキシー シアター

Roxy Theatre
ウェアハウス ロフト

Warehouse Loft
アリーナ

Arena
ディスコ

Disco
パーティー

Party
ゲーム／アミューズメント

Game/Amusement

Hi-Fi DSP音場プログラムの特長
● メインスピーカL, Rからは、入力されたままのステレオ音声が出力されます。
● センタースピーカから音は出ません。（ドルビーデジタルまたはDTS入力時に、これらのプログラムを選択した場合は出力さ

れます。）
● エフェクトスピーカからの出力で、リスニングルームにプログラム通りの音場を再現します。
● 入力信号に応じてドルビーデジタルデコーダ、DTSデコーダが使用されます。

● 実測音場データを採用しているため、プログラムによってはエフェクトチャンネルのL,
Rのバランスが異なるものもあります。
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タイプ
ポップ ロック

Pop/Rock

ディージェー

DJ
クラシカル オペラ

Classical/Opera

パビリオン

Pavilion
モノ ムービー

Mono Movie

バラエティ スポーツ

Variety/Sports

特長または最適ソース

ロック、ジャズなどのライブコン
サートの雰囲気を再現

クリアなトークとポップな音場効果

ステージの臨場感と音楽の美しさを
演出

丸天井の大きな空間を持つ音場

適度なDSP処理により往年のモノ
ラル映画を自然に再生

バラエティやスポーツ中継番組に適
用範囲の広い音場効果

70mm大画面のスペクタクルな音
場効果を再現

最新のSFX映画をクールに楽しめ
る音場効果

フィルムトラックにデザインされた
演出を最良に再現。アドベンチャー
映画向き

Adventureより大きい映画館の音
場、情緒的なソフトに向く柔らかな
響きの音場

No. プログラム名

7
コンサート ビデオ

CONCERT VIDEO 1

8
コンサート ビデオ

CONCERT VIDEO 2

9
テレビ シアター

TV THEATER

10
ムービー シアター

MOVIE THEATER 1

11
ムービー シアター

MOVIE THEATER 2

CINEMA-DSP音場プログラムの特長

音場プログラムとタイプ

● 入力信号に応じて、ドルビー プロロジック デコーダ、方向性強調回路、ドルビーデジタルデコーダ、DTSデコーダが使用さ
れます。

● センタースピーカを使用した場合は、良好なセンター定位が得られます。
● メインL, Rも方向性強調に信号処理された出力になります。
● プレゼンス音場処理によって画面奥行への音場表現が得られます。さらに、サラウンド音場処理によってスケールの大きなサ

ラウンド感が得られます。

ステレオ入力
スペクタクル

70mm Spectacle

ドルビーデジタル入力 DGTL Spectacle*1

Spectacle 6.1*2

DTS入力 DTS Spectacle*1

Spectacle ES*2

ステレオ入力
サイエンスフィクション

70mm Sci-Fi
ドルビーデジタル入力 DGTL Sci-Fi*1

Sci-Fi 6.1*2

DTS入力 DTS Sci-Fi*1

Sci-Fi ES*2

ステレオ入力
アドベンチャー

70mm Adventure

ドルビーデジタル入力 DGTL Adventure*1

Adventure 6.1*2

DTS入力 DTS Adventure*1

Adventure ES*2

ステレオ入力
ジェネラル

70mm General
ドルビーデジタル入力 DGTL General*1

General 6.1*2

DTS入力 DTS General*1

General ES*2

*1　6.1/ESデコーダがオフのとき
*2　6.1/ESデコーダがオンのとき



51○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音場プログラムとタイプ

● 入力モードが“AUTO”に設定されている場合、ドルビーデジタル信号、またはDTS信号が入力されると、音場プログラムは自動的に
“ドルビーデジタル再生用音場”または“DTS再生用音場”に切り換わります。
● セットメニュー「12. 6.1/ES AUTO」が“ON”に設定されている場合、ドルビーデジタルサラウンドEX/DTS ES自動認識
対応のソフトを再生すると6.1/ESデコーダが自動的にオンになり、対応した音場プログラムに切り換わります。

● ドルビーデジタル5.1チャンネル再生またはDTS5.1チャンネル再生のとき、リモコンの6.1/ESキーで6.1/ESデコーダを
オン／オフできます。

● 音場プログラムは名前にこだわらず、聴感上最も気に入ったものを選択してください。また、実際に聴くときは、プログラムの
音場にリスニングルーム自体の音場が付加されます。プログラムの音場を楽しむには、リスニングルームをできるだけデット
に（反射音がないように）しましょう。

● モノラルソースをCINEMA-DSP音場プログラム（No.7～12）で再生した場合は、メインスピーカから音が出ません。

タイプ 特長または最適ソース

ドルビーサラウンド／ドルビーデジタ
ル／ドルビーデジタルサラウンドEX
／DTS／DTS ESエンコードされた
ソースの再生用。セパレーションに優
れ、安定したデコードが得られる

ドルビーサラウンド／ドルビーデジ
タル／ドルビーデジタルサラウンド
EX／DTS／DTS ESのサラウンド
信号にDSPの音場効果を与える

No. プログラム名

12

（ステレオ入力時）
プロ ロジック

PRO LOGIC

（ドルビーデジタル入力時）
ドルビー デジタル

DOLBY DIGITAL

（DTS入力時）
ディーティーエスデジタルサラウンド

DTS DIGITAL SUR

ヘッドホンDSPについて
44bit DSP YSS-910の採用により、初めて可能になった高精度なHRTF（頭部伝達関数）を用いた両耳間クロストーク処理によ

り、自然で立体感あふれる音場効果のヘッドホンDSPアルゴリズムを開発搭載しました。

音場ごとにヘッドホン用のパラメータが設定され、No.1～12の全音場プログラムをヘッドホンでも楽しめます。

●ヘッドホンをつなぐと、各チャンネルのエフェクトレベルを調節することはできません。

バーチャルDSPについて
リアスピーカなしでも仮想的リアスピーカでDSPの音場サラウンド効果を楽しめるバーチャルDSPアルゴリズムを開発搭載しま

した。

セットメニュー「1C. REAR L/R SP」をNONEに設定すると、DSP処理がNo. 1～12の全音場プログラムに応じたバーチャル

DSPモードに切り換わります。また、セットメニューでセンタースピーカやフロントエフェクトスピーカの有無を設定することに

より、最小でメインL/Rの2スピーカシステムまで幅広い使い方が可能です。

ステレオ入力
ノーマル

Normal

ドルビーデジタル入力 Normal*1

Matrix 6.1*2

 DTS入力 Normal*1

ES*2

ステレオ入力
エンハンスド

Enhanced
ドルビーデジタル入力 Enhanced*1

Enhanced 6.1*2

DTS入力 Enhanced*1

Enhanced ES*2

*1　6.1/ESデコーダがオフのとき
*2　6.1/ESデコーダがオンのとき
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リモコンで操作する

本機のリモコンでは、ヤマハ各機器の操作はもちろんのこと、各機器の
基本的な操作が行えます。また、一連の操作を一つのキーにインプット
したマクロ機能により、操作性が格段に向上します。

● 本機のリモコンには、他のリモコンの信号をラーニング（学習）する機能やメー
カーコードをセットアップする機能もあります。ラーニングおよびセットアッ
プについてはP.77をご覧ください。

機器個別の操作をする

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 

機器操作キー�

インプットセレクター�

入力名表示�

各機器操作キーにはヤマハのリモコン対応機器DVD、LD、CD、MD、TUNER、TAPEの基本的な操作の信号があらかじめプリ

セットされています。インプットセレクタで入力を選ぶだけでこれらの機器が操作できます。

● VCR1/2/3、D-TV、CBL/SAT、V-AUX、PHONO入力の各機器操作キーには信号
が入っていません（空きキー）。これらのキーに他のリモコンキーの信号をラーニン
グするか、メーカーコードをセットアップすると操作できます。（P.77参照）

● ヤマハのコードがプリセットされているDVD、LD、CD、MD、TUNER、TAPEの操
作についてはP.53～55を参照してください。VCR1/2/3、D-TV、CBL/SATに
メーカーコードをセットアップした場合の操作についてはP.56～57を参照して
ください。

● 機種によっては操作できないもの、操作方法が異なるものまたは限られた機能しか
操作できないものがあります。その場合はラーニングすることでご希望の操作にな
るように補ってください。

　（例）
インプットセレクタのDVDを押します。

入力名が表示されます。

機器操作キーで操作します。

DVD の再生が始まります。

DVD

 DVD 

PLAY
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リモコンで操作する

■ DVDを操作する....................................................................................................................................

インプットセレクタのDVDを押します。

機器操作キーで操作します。

■ CDを操作する.......................................................................................................................................

インプットセレクタのCDを押します。

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 

タイトル�
�

DVDのディスプレイ表示切り換え�
�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

メニュー表示�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

タイトル／インデックス表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスクスキップ�
（DVDチェンジャーのみ）�

DVDインプットセレクタ�

メニューカーソル／エンター�

サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

DVDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

リターン�

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 CD  

CDのディスプレイ表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�
�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

インデックス表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスクスキップ�
（CDチェンジャーのみ）�

CDインプットセレクタ�

トラックスキップ�

再生�

ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー�

CDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�
�

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。�
*2 工場出荷時、およびヤマハのCDコード"Yama1"をセットアップするとこれらのキーは
j（ポーズ／停止）キーとしてはたらきます。�

�
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リモコンで操作する

■ LDを操作する .......................................................................................................................................

インプットセレクタのLDを押します。

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 LD  

LDのディスプレイ表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

チャプター／タイム表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

LDインプットセレクタ�

サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

LDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。�

■ MDを操作する ......................................................................................................................................

インプットセレクタのMDを押します。

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 MD  

MDのディスプレイ表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

TVの音量*1

MDインプットセレクタ�

トラックスキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

MDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

録音�

*1 D-TVにメーカーコード名をプセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。�
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リモコンで操作する

■ チューナを操作する..............................................................................................................................

インプットセレクタのTUNERを押します。

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

TUNER

プリセットグループ�
A/B/C/D/E切り換え�
�

“10KEY”側にセットする�
プリセット番号P1～P8の選択*1

プリセット局選択�

TUNERインプットセレクタ�

TUNERの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

*1 ヤマハチューナコード“Yama2”をセットアップすると、これらのキーを操作できます。�

■ テープデッキを操作する ......................................................................................................................

インプットセレクタのTAPEを押します。

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

TAPE 

録音／ポーズ�

巻戻し／早送り�

TAPEインプットセレクタ�

デッキA/B切り換え�

再生�

ポーズ�
（ラーニングまたは他社の�
メーカーコードをセット�
アップした場合）�

停止�
DIR B
DIR A
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リモコンで操作する

■ ビデオデッキを操作する ......................................................................................................................

VCR1、2および3にメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

インプットセレクタのVCR1、2または3を押します。

機器操作キーで操作します。
VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

VCR 1

“10KEY”側にセットする�

巻戻し／早送り�

1～9チャンネル選択�

TV／ビデオ切り換え�

ビデオデッキの�
チャンネル選択�

再生�

ポーズ�

停止�

0キーまたは�
チャンネル10キー�

ビデオデッキの電源オン／オフ�
�録音*1�
�

VCR1、VCR2、VCR3�
インプットセレクタ�
�

TV入力切り換え*2

TV音量調節*2

TVのミュート*2

*1 RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�
*2 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。

■ テレビを操作する..................................................................................................................................

D-TVにメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

インプットセレクタのD-TVを押します。

機器操作キーで操作します。
D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

D-TV 

TV画面表示切り換え�

TV入力切り換え�

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート�

VCR1の巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル選択�

チャンネル決定�

TV音量調節�
�

TVのチャンネル選択�

VCR1の再生*1�
�VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キーまたは10キー�
�

テレビの電源オン／オフ�
VCR1の録音*1

D-TVインプットセレクタ�

*1 VCR1にメーカーコード名をプリセットすると、これらのキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�
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リモコンで操作する

■ ケーブルTVチューナなどを操作する..................................................................................................

CBL/SATにメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

インプットセレクタのCBL/SATを押します。（表示窓に“CBSAT”と表示されます。）

機器操作キーで操作します。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

CBSATケーブルTVチューナなどの�
ディスプレイ表示切り換え�

TV入力切り換え*2

“10KEY”側にセットする�

メニュー表示�

TVのミュート*2

VCR1の巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル選択�

チャンネル決定�

TV音量調節*2

リコール�

ケーブルTVチューナなどの�
チャンネル選択�

メニューカーソル／エンター�

VCR1の再生*1

VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キー�

ケーブルTV�
チューナなどの電源オン／オフ�

VCR1の録音*1

“CBSAT”表示�

CBL/SATインプットセレクタ�

*1 VCR1にメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�

*2 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。�

V-AUX入力とPHONO入力の各機器操作キーについて

各機器操作キーはすべて空キーです。ラーニングやメーカーコードをセットアップしてから操作できます。

点灯機能について

LIGHTキーを押すと、操作できるキーとリモコンの表示窓が約10秒間点灯します。すぐに消したいときは、LIGHTキーをも

う一度押します。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK ENTER- CONCERTCONCERT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

1 2 3 4

+–

/

LIG
H

T

 DVD 

点灯範囲
文字が点灯します。
周囲が暗くてキーが見えにくいときにお使いください。
（明るい場所では点灯しても見えにくい場合があります。）
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2番目　 3番目

リモコンで操作する

マクロ機能を使う

マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を１つのキー操作でできるようにする機能です。

例えばCDを再生する場合、通常、 システムの電源を入れる→ CDに入力切換→ PLAYキー（再生開始）・・などの操作が必

要です。マクロ機能を使うと、一連のキー操作の代りにインプットセレクタのCDキーを押すだけで、CDを再生することができる

ようになります。

下の表に示すように、本リモコンのマクロキー（すべてのインプットセレクタおよびSYSTEM POWERとSTANDBYキー）には、

マクロ機能があらかじめプリセットされています。

また、マクロキーにはオリジナルのマクロ操作を設定することもできます（P.84参照）。

プリセットされているマクロ動作

マクロキー 1番目　

TAPE

CD

TUNER

VCR 1 VCR 2 VCR 3

LD

D-TV

MD

DVD

V-AUX

CBL/SAT

SYSTEM
POWER

STANDBY

テレビの電源が入る（*2）

D-TVのPOWERキーにラー
ニングまたはセットアップし
たテレビ電源入の信号が出る

本体の電源が切れる
（接続した機器の電源
が切れる）

PHONO

入力切換：V-AUX

本体の電源が入る
（接続した機器の電源
が入る*1）

入力切換：TAPE ヤマハテープデッキの再生
開始（*3）

TAPEのw信号が出る

入力切換：CD ヤマハCDの再生開始（*3） CDのw信号が出る

本体の電源が入る
（接続した機器の電源
が入る*1）

入力切換：TUNER（*4）

入力切換：VCR 1
　　　　　VCR 2
　　　　　VCR 3

VCR 1、VCR 2または
VCR 3の再生開始（*5）

VCR 1、VCR 2または

VCR 3のw信号が出る

入力切換：LD ヤマハLDの再生開始（*3） LDのw信号が出る

入力切換：D-TV

入力切換：MD ヤマハMDの再生開始（*3） MDのw信号が出る

入力切換：DVD ヤマハDVDの再生開始（*3） DVDのw信号が出る

入力切換：CBL/SAT

入力切換：PHONO
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リモコンで操作する

＊1 接続した機器の電源を入れるためには、接続機器の電源プラグを本機のSWITCHED AC
OUTLETSに接続し、電源のオン／オフを本機に同期させるようにします。（機器によっては電
源のオン／オフが本機に同期しないものもあります。接続する機器の取扱説明書をご覧くださ
い。）

＊2 キーを押すごとに電源のオン／オフが切り換わるテレビやビデオデッキの場合は、希望の操作に
ならないことがあります。
例：すでに電源の入っているテレビでは、SYSTEM POWERキーを押すと電源が切れます。

＊3 再生が始まるのは、ヤマハのリモコン対応テープデッキ、CDプレーヤ、MDプレーヤ、DVDプ
レーヤ、LDプレーヤです。他の機器はラーニングまたはメーカーコードセットアップが必要で
す。

＊4 入力がTUNERになると、ヤマハのチューナは電源を切る前に受信していた局を受信します。
＊5 ヤマハ以外の機器をマクロ操作するときは、その機器の入力面のPLAYwキーにラーニングして

おくか、メーカーコードをセットアップしておくことが必要です。P.77をご覧ください。

■ マクロ機能で操作する ..........................................................................................................................

MACROスイッチを「ON」の位置にします。

希望のマクロキーを押します。

● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、（TRASMITインジケー
タが消灯するまで）他のキーの操作は受け付けません。

● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、本リモコンの送受信窓
を本体および操作する機器のリモコン受光窓の方向に向け続けてください。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

マクロキー�
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VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

見ている（聴いている）ソースを録音／録画するには

REC OUT/ZONE2セレクタを「SOURCE」の位置にします。

見ている（聴いている）ソースとは別のソースを録音／録画するには

REC OUT/ZONE2セレクタを録音したいソースの位置にします。

REC OUT/ZONE2セレクタを設定します .......................................................................................

PHONES BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX1

INPUT MODE

POWER INPUT SELECTOR

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO

VIDEO AUX

CINEMA DSP DOLBY
D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

ON OFF5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

+– 5 5
4 4

3 3

2 2
1 1

0

RL

VCR 2 CD
VCR 1 TUNER

CBL/SAT TAPE
D-TV MD

LD DVD

BALANCE

PHONOVCR 3
VIDEO AUX

REC OUT/ZONE 2
SOURCE/REMOTE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY/ON

6CH IMPUTSET MENU– + NEXT EFFECT PROGRAM
SPEAKERS
A B

V DIGITAL

DSP
EX/ES PCM

V PRO LOGIC

SPEAKERS

A B

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

SLEEP

VIRTUAL

MOVIE THEATER 1
 DGTL Spectacle

REC OUT/ZONE 2セレクタ�

録音と録画

本機はREC OUT/ZONE2セレクタを装備しているため、再生中のソースを録音／
録画、または、再生中のソースとは別のソースを録音／録画することができます。

● 録音／録画する場合、事前に「試し録音」「試し録画」を行ってください。
● 本機の電源を切ると、接続した機器間の録音／録画は行えません。
● トーンコントロール（BASS, TREBLE）、BASS EXTENSION、BALANCEコントロー
ル、VOLUME、音場プログラムなどを操作しても、録音／録画には影響しません。

● 入力ソースと同一のREC OUTには出力されません。（たとえば、VCR1の信号はVCR1
のREC OUTには出力されません。）

● S-VIDEO端子からの録画は、S-VIDEO端子同士のみ有効です。
● DIGITAL端子からの録音は、DIGITAL端子同士のみ有効です。
● 6CH INPUT端子から入力した信号は録音できません。
● ドルビーデジタル RF信号は、REC OUT出力されません。
● DTS信号はREC OUT出力されますが、録音機器（MD、DATなど）によっては再生時に
DTSデコードできない機器もあります。また、DTS信号は通常のPCM音楽信号とは周波
数成分の異なったデジタルのデータなので、DTSデコーダを通さずに録音・再生すると
ノイズが出力され、スピーカが破損する恐れがあります。ご注意ください。

再生する機器の電源を入れます ...........................................................................................................
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テープデッキ、MD、またはビデオデッキで録音／録画を開始します。

● 録音レベルの調節は、それぞれのデッキで行います。ご使用になる機器の取扱説明
書を参照してください。

録音／録画を開始します ......................................................................................................................

P.44の「再生」の手順で録音／録画するソースを再生します。

ソースを再生します..............................................................................................................................

BGV録画 見ているソースを録画する場合（REC OUT/ZONE2セレクタが「SOURCE」のとき）、

リモコンのインプットセレクタでソースを選択すると、BGV（バックグラウンドビデ

オ）録画を行うことができます。BGV録画とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディオ

系ソースの音声を組み合わせて録画する機能です。

録画するビデオ系の映像をインプットセレクタで選択した後、リモコンで録音するオー

ディオ系の音声を選択して、録画します。

リモコンのインプットセレクタ

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD





第3章　応用操作

■ 音場プログラムのパラメータを変更する ... P.64

■ セットメニューの設定 ....................................... P.65

セットメニューの操作手順....................................... P.66

セットメニュー1～18の設定内容 .......................... P.67

■ リモコンの学習機能とセットアップ機能 ... P.77

操作エリアについて .................................................. P.77

ラーニングできるキーについて ............................... P.78

ラーニングのしかた .................................................. P.79

メーカーコードセットアップのしかた ................... P.81

マクロ設定のしかた .................................................. P.84

学習内容の消去 .......................................................... P.86

■ リモコンのその他の機能 .................................. P.89

リモコンに表示される機器名を変更する ............... P.89

リモコンでゾーン2を操作する................................ P.90

■ タイマー再生／録音 ........................................... P.91

■ スリープタイマー ................................................ P.92
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プログラムNo.

カーソル� パラメーター�

プログラム名� プログラム�
タイプ�

≥ Europe Hall A

  EFCT TRIM…………0dB

≥*INIT.DLY…………43ms

  ROOM SIZE…………1.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

P01  CONCERT HALL 1

音場プログラムのパラメータは、プリセット値のままで十分お楽しみいた
だけます。基本的に設定を変更する必要はありませんが、音場プログラム
の一部のパラメータは、プリセット値を変更することができます。パラ
メータを変更すれば、音場キャラクターを活かしたまま、ソースや部屋の
音響に合わせて音場プログラムをアレンジして楽しめます。

● リモコンで操作します。
● 各パラメータの詳細については「パラメータガイド」（P.106）をご覧ください。
● 変更したパラメータはメモリーに記憶されるため、コンセントを抜かない限り
電源を切っても消えません。（P.91の「メモリーバックアップについて」参照）

PARAMETER/SET MENUスイッチを“PARAMETER”側にセットします。

音場プログラム、およびタイプを選択します。（P.47参照）

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、パラメータを選択します。パラメータ名の

左側にカーソル（→）が表示されます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、パラメータの設定値を変更します。

モニター画面では、初期設定値以外に変更すると、パラメータ名の前にアスタリスク

（＊）が表示されます。

「MEMORY GUARD!」が表示された場合：

メモリーガードが「ON」に設定されている場合は、パラメータを変更できません。パ

ラメータを変更する場合は、セットメニュー「13. MEMORY GUARD」（P.74）で、

メモリーガードを“OFF”に設定してください。

必要に応じて、 ～  の手順を繰り返し、他のプログラムのパラメータを変更し

ます。

● プログラムによっては、パラメータは数ページ（画面）に分けて表示されます。ペー
ジを変更する場合は、カーソルキー“▽”または“△”を押し続けてください。

■ パラメータの変更..................................................................................................................................

11. PARAM. INI

 *1   2   3   4

消える�

● パラメータの一部を初期設定値に戻すには

パラメータをカーソルキーの“▽”または“△”で選択し、“＋”または“－”を押し続けま

す。パラメータ値が続けて変化し、初期設定値で一旦表示が止まります。（モニター

画面では、パラメータ名の前のアスタリスク（＊）が消えます。）

● 音場プラグラム内のパラメータをすべて初期設定値に戻すには

セットメニューの設定で、各音場プログラムごとにパラメータをすべて初期設定値に

戻せます。P.73のセットメニュー「11.PARAMETER INI」をご覧ください。

ドルビーデジタルやDTS音場を含み、すべてのパラメータが初期化されます。

■ パラメータを初期設定値に戻すには....................................................................................................

ドルビーデジタル再生時の表示例

音場プログラムのパラメータを変更する

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CHP/INDEX

音場プログラムを選ぶ�
“DSP”側にセットする�

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

q

q

+–

パラメータを選択、変更する�

“PARAMETER”側にセットする�

q

q

– +
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センタースピーカの性能や有無に応じて出力モードを選択します。
（P.35参照）

メインスピーカの性能に合った出力モードを選択します。（P.35参照）

リアL/Rスピーカの性能や有無に応じて出力モードを選択します。
（P.36参照）

リアセンタースピーカの性能や有無に応じて出力モードを設定します。
（P.36参照）

LFE/BASS信号を出力するスピーカを選択します。（P.37参照）

フロント・エフェクトスピーカの有無に応じて出力モードを選択しま
す。（P.37参照）

メインスピーカの音量レベルを選択します。（P.38参照）

サブウーファと各スピーカの音のつながりをテスト（確認）します。

ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを設定します。

DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。

センターおよびリアセンタースピーカのディレイタイムを設定します。

ドルビーデジタル、DTS再生時のディレイタイムを設定します。

センタースピーカの音色をメインスピーカと合わせるためにイコライザーを調節します。

リアセンタースピーカの音色をメインスピーカと合わせるためにイコライザーを調節します。

フロント2CH、メインL/Rとセンター、リア2CH、リアセンターを個別に音質調節します。

ヘッドホンで聴くときの高音、低音を調節します。

プログラムのパラメータを元の初期設定値に戻します。

6.1/ESデコーダのAUTO ON/OFFを設定します。

設定したパラメータやレベルなどを保護します。

COMPONENT VIDEO入力端子 A 、 B 、 C に入力する機器を変更します。

D-TV、CBL/SAT、VCR 1の入力モードの「電源投入時の初期値」を設定します。
（CD、MD、DVD、LDは、電源投入時は常に“AUTO”に設定されています。）

各入力の名前を変更することができます。

本体ディスプレイの明るさを調節します。

ZONE2のボリュームの固定／可変を設定します。

1.
スピーカ セット

SPEAKER SET

2.
ロー フリケンシー テスト

LOW FREQ. TEST

3.
ドルビー デジタル セット

DOLBY D. SET

4.
ディーティーエス セット

DTS SET

5.
スピーカディレイタイム

SP DELAY TIME

6.
オーディオディレイ

AUDIO DELAY

7.
センター グラフィックイコライザー

CENTER GEQ

8.
リア センター グラフィックイコライザー

REAR CT GEQ

9.
シネマ イコライザー

CINEMA EQ

10.
ヘッドホントーンコントロール

HP TONE CTRL

11.
パラメータ イニシャライズ

PARAMETER INI

12.
オート

6.1/ES AUTO

13.
メモリー ガード

MEMORY GUARD

14.
コンポーネントビデオインプット

CMPNT-V INPT

15.
インプット モード

INPUT MODE

16.
インプット リネーム

INPUT RENAME

17.
ディマー

DIMMER

18.
ゾーン2 セット

ZONE2 SET

1A.
センター スピーカ

CENTER SP

1B.
メイン スピーカ

MAIN SP

1C.
リア エル/アール スピーカ

REAR L/R SP

1D.
リア センター スピーカ

REAR CT SP

1E.
エルエフイー バス アウト

LFE/BASS OUT

1F.
フロント エフェクト スピーカ

FRNT EFCT SP

1G.
メイン レベル

MAIN LEVEL

3A.
エルエフイー レベル

LFE LEVEL

3B.
ダイナミックレンジ

D-RANGE

4A.
エルエフイー レベル

LFE LEVEL

本機には、18項目のセットメニューがあります。使用するスピーカシステムに
合わせて設定するスピーカモード（P.34参照）や、センターグラフィックイコラ
イザー、パラメータイニシャライズなどの便利な機能もセットメニューに納めら
れています。必要に応じてセットメニューを呼び出し、設定します。

● 再生中もセットメニューの設定を行えます。
● セットメニューはモニター画面を見ながら設定することをおすすめします。本体のディ
スプレイ表示でも設定できますが、モニター画面の方が視覚的に分かりやすく設定でき
ます。

セットメニューの設定
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セットメニューの設定

セットメニューの操作手順

操作手順はリモコンを使って説明します。本体で操作する場合は（　）内のキーを操作します。

PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に合わせます。

カーソルキーの“▽”または“△”（本体ではNEXT）を押します。モニター、および本体

ディスプレイがセットメニュー表示に切り換わります。

カーソルキーの“▽”または“△”（本体ではNEXT）を押すたびに、セットメニューが切

り替わります。1～18のメニューから変更したいセットメニューを選択します。

● 本体のNEXTキーは、リモコンのカーソルキーの“▽”と同じはたらきをします。
本体では、リモコンのカーソルキーの“△”（逆順に切り換える）と同じ操作はで
きません。

カーソルキーの“＋”または“－”（本体ではSET MENU“＋”または“－”）を押して、設

定値を変更します。

「Press ＋/－ Key !」が表示された場合：

カーソルキーの“＋”または“－”を押して表示を切り換えた後、カーソルキーの“▽”ま

たは“△”（本体ではNEXT）を押してメニュー（項目）を切り換え、カーソルキーの“＋”

または“－”（本体ではSET MENU“＋”または“－”）を押して、各メニューの設定値を

変更します。

● カーソルキーの“▽”または“△”を押し続けると、セットメニューの切り換え画
面（Press ＋/－ Key !の画面）に戻ります。

● 本体ディスプレイには、“▽”または“△”で選ばれたメニューだけが表示されます。

設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチを

“PARAMETER”側に切り換え、カーソルキーの“▽”または“△”を押して、セットメ

ニュー表示からプログラム表示に戻します。

（本体で操作する場合は、プログラム表示になるまでNEXTを押します。）

＜本体＞＜リモコン＞

  2.LOW FREQ.TEST

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

PARAMETER

SET MENU

q

q

– +
NEXT

q

q

– +

SET MENU– +

＜本体＞＜リモコン＞

q

q

– +

PARAMETER

SET MENU
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セットメニューの設定

セットメニュー1～18の設定内容

各セットメニューの操作文は、カーソルキーの“▽”または“△”を押して設定したいセットメニューを選択したところから記載されてい

ます。

●「7. CENTER GEQ」、「8. REAR CT GEQ」、「9. CINEMA EQ」の調節対象となるスピーカがスピーカモードで“NONE”に設定
されていると、調節が無効になります。お手持ちのスピーカシステムに合わせ、「スピーカモードの設定」をご確認ください。

1.SPEAKER SET

 Press +/- Key !

スピーカの種類に合った出力モードを設定します。「1A. CENTER SP」 ～ 「1G. MAIN

LEVEL」の設定が含まれています。

詳細はP.34「スピーカモードの設定」を参照してください。

サブウーファを使用するときも、スピーカモードを設定してください。

≥ TEST TONE…………ON

  OUTPUT…MAIN L/R

  FREQ.………………88Hz

  

    2.LOW FREQ.TEST

2.LOW FREQ.TEST

TEST TONE…………ON

  2.LOW FREQ.TEST

   Press +/- Key !

  

        SET MENU
サブウーファと各スピーカの音のつながりを周波数の低いテストトーンによってテスト（確

認）します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「2. LOW FREQ. TEST」表示に切り換え

ます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、TEST TONEを選択し、“＋”または“－”

を押してテストトーンを“ON”に設定します。

“OFF”に設定すると、テストトーンは鳴りません。

● ヘッドホンをつないでいるとテストトーンを“ON”に設定できません。ヘッド
ホンを抜いてください。
また、テスト中にヘッドホンをつなぐとテストトーンは“OFF”になります。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、OUTPUTを選択し、カーソルキーの“＋”

または“－”を押して、確認したいチャンネル（MAIN LR/MAIN L/CENTER/MAIN

R/R SUR./REAR CT/L SUR./SUBWOOFER/FRONT）を設定します。

SUBWOOFER選択時は、90Hz以上のテストトーンはハイカットフィルタでカット

されます。また、セットメニュー1の設定により、90Hzを境にテストトーン出力

チャンネルが変わることがあります。

テストトーンが聞こえるように、VOLUMEを調節します。（ソースの再生中は、テ

ストトーンが優先され、ソースの再生音は出力されません。）

● 音量を上げ過ぎないように注意してください。
● テストトーンが聞こえない場合は、ボリュームを絞ってから電源を切り、スピー
カの接続を確認してください。

サブウーファとの音のつながりがスムーズなことを確認するために、テストトーンの

中心周波数を変えます。カーソルキーの“▽”を押して、FREQ.（周波数）を選択し、

“＋”または“－”を押して中心周波数（35～250, 35-250Hz）を設定します。

● サブウーファのレベル調節は、サブウーファ側で行いますが、本機のリモコン
のLEVELキーを使って調節することもできます（P.48参照）。

● ローフリケンシーテストのテストトーンは通常の再生信号よりも音量が小さ
く設定されています。“TEST TONE ON”から“OFF”に戻す前に、音量を絞っ
てください。

2. LOW FREQ. TEST（ローフリケンシーテスト）.................................................................................

1. SPEAKER SET（スピーカセット）.....................................................................................................
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セットメニューの設定

デジタルトーンジェネレーター・広帯域ノイズ発生�

バンドパスフィルター�

ノイズ�

FREQ.

35Hz～250Hz

FREQ.�
（中心周波数）�

● 中心周波数は、35Hz→39Hz→44Hz→「1/6オクターブステッ

プ」で変わります。

● 帯域幅「35～250Hz」を設け、低域全体のバランスチェックも行え

ます。

● 本機では、テストトーンの中心周波数の分解能を上げながら、その

帯域幅で平均化を図り、急峻なピークディップの影響を少なくして

います。

● サブウーファのレベル調節ばかりでなく、部屋の中の低域特性

チェックにも応用できます。特に超低域ではリスニングポジション

や、スピーカの設置場所、サブウーファの極性によって状態が大き

く変わります。いろいろ試してみましょう。

● 本機のテストトーンはトーンジェネレーターによって作り出してい

ます。

● 全帯域フラットな広帯域ノイズから、急峻なバンドパスフィルター

でFREQ.指定された周波数を中心とした帯域を切り出します。

テストトーンについて

ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。

通常の、スピーカでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホンDSPでのLFE信号再

生レベルも設定できます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「3A. LFE LEVEL」表示に切り換えます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SPEAKER」または「HEADPHONE」を選

びます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調節（－20dB～0dB）します。

LFE信号は、ドルビーデジタルまたはDTSソースにおいて、意図されたシーンでのみ出

力される特殊な低域効果音です。使用するサブウーファやヘッドホンなどの能力に応じ

て、LFE LEVELを調節して使用してください。

3. DOLBY D. SET(ドルビーデジタルセット）.......................................................................................

3A. LFE LEVEL（LFEレベル）

≥SPEAKER………………0dB

 HEADPHONE…………0dB

  

    3A. LFE LEVEL

3A.LFE LEVEL

SPEAKER………………0dB

3A.LFE LEVEL

HEADPHONE…………0dB
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≥SP: “MAX STD MIN

≥HP: “MAX STD MIN

    3B. D-RANGE

3B. D-RANGE

SP: ‚MAX STD MIN

3B. D-RANGE

HP: ‚MAX STD MIN

3B. D-RANGE（ダイナミックレンジ）

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを、MAX、STDまたはMINの3種類から

設定します。

通常の、スピーカでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホンDSPでのダイナミッ

クレンジも設定できます。

「3A. LFE LEVEL」表示から、カーソルキーの“▽”を押して、「3B. D- RANGE」表示

に切り換えます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SP」（スピーカ）または「HP」（ヘッドホン）を

選びます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、MAX、STDまたはMINを選びます。

MAX: 信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生します。

STD（STANDARD）: ソフト製作者が家庭用として推奨するダイナミックレンジです。

MIN: 小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナミックレ

ンジです。

● ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの“MIN”に対応して
いないため、音量が極端に下がる場合があります。このようなときは、ダイナミッ
クレンジを“MAX”または“STD”に設定してご使用ください。

セットメニューの設定

MAX

最大レンジ

本格的なホームシアター向の
オリジナルサウンドレベルで
す。映画オリジナルのダイナ
ミックサウンドが楽しめます。

STD

標準レンジ

一般的な設定

MIN

最小レンジ

ダイナミックレンジを圧縮
し、小音量でも聴き取りや
すく楽しめるモードです。
深夜などに最適です。

会話レベル�会話レベル� 会話レベル�

出
力
サ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル

4. DTS SET(DTSセット）.......................................................................................................................
4A. LFE LEVEL（LFEレベル）

DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。

通常のスピーカでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホンDSPでのLFE信号再生

レベルも設定できます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「4A. LFE LEVEL」表示に切り換えます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SPEAKER」または「HEADPHONE」を選

びます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調節（－10dB～＋10dB）し

ます。

LFE信号は、ドルビーデジタルまたはDTSソースにおいて、意図されたシーンでのみ出

力される特殊な低域効果音です。使用するサブウーファやヘッドホンなどの能力に応じ

て、LFE LEVELを調節して使用してください。

≥SPEAKER………………0dB

 HEADPHONE…………0dB

  

    4A. LFE LEVEL

4A.LFE LEVEL

SPEAKER………………0dB

4A.LFE LEVEL

HEADPHONE…………0dB
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センタースピーカおよびリアセンタースピーカのディレイタイムを設定します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して「5. SP DELAY TIME」表示に切り換えま

す。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して「CENTER」または「REAR CNTR」を選びま

す。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディレイタイム（CENTER：0～5 ms、

REAR CNTR：0～30ms）を設定します。

センターディレイの必要性

通常センタースピーカはL, Rスピーカと同一線上に置きますが、本来ならば同時に出た音

が同時にリスナーの耳に届くように、3つのスピーカとリスナーの距離が同一になるのが

理想的です。ディレイタイムを設定することによって、仮想的にセンタースピーカの位置

を遠ざけ、等価的にリスナーと3つのスピーカとの距離を合わせることができます。目安

として1ms増すと約30cm遠ざかったことになります。センターディレイは、特にス

モールモードでセンタースピーカを使用しているときは、セリフの量感を増すのに効果が

あります。また、スモールモードでリアセンタースピーカを使用しているときは、音に

360度取り囲まれる“360度パン”などにすぐれた効果が期待されます。

5. SP DELAY TIME（スピーカディレイタイム）...................................................................................

セットメニューの設定

 ≥CENTER…………………0ms

  REAR CNTR…………3ms

  

    5. SP DELAY TIME

5. SP DELAY TIME

CENTER…………………0ms

5. SP DELAY TIME

REAR CNTR…………3ms

L C

C
R

仮想センター位置�

仮想リアセンター位置�

RL RC

RC

RR

6. AUDIO DELAY（オーディオディレイ）..............................................................................................

モニターやプロジェクターの画像が、デジタル処理により音声より遅れて出ることがあり

ます。

オーディオディレイを調節して音声の出力を遅らせることにより、このズレを補正するこ

とができます。

ドルビーデジタルとDTS再生に効果があり、設定値はドルビーデジタルとDTS共用で、

すべてのチャンネルに適応されます。

●カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディレイタイム（0～99ms）を設定します。
6. AUDIO DELAY


0ms

  6. AUDIO DELAY

               0ms

        SET MENU
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  7. CENTER  GEQ

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

カーソルの移動と本体ディスプ
レイ表示は同期しています。

センタースピーカの音色を、メインL/Rスピーカの音色と合わせるためにセンターチャン
ネルのグラフィックイコライザーを調節します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「7. CENTER GEQ」表示に切り換えます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、グラフィックイコライザーの中心周波数
（100Hz, 300Hz, 1kHz, 3kHz, 10kHz）を選択します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、レベル（－6dB～＋6dB）を設定します。
レベルを大きくするほどブースト（強調）量が多くなり、小さくするほどカット（減衰）
量が多くなります。0dBに設定するとフラットになります。

TEST DOLBY SUR.（P.40参照）時に、CENTER GEQの調節を行うと、テストトー
ンを聞きながらセンタースピーカの音色を調節できます。この場合テストトーンは
CENTER固定で出力されます。
TEST DOLBY SUR.中にPARAMETER/SET MENUスイッチをSET MENUの位
置にし、カーソルキー“△”または“▽”を押してSET MENUの「7. CENTER GEQ」を
選んでから、上記の手順1～3の操作で音色調節をします。
テストトーンをTEST DOLBY SUR.（テストトーンが巡回している）に戻すには
PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERの位置にし、カーソルキー
“△”または“▽”を押します。
再度テストトーンをCENTERに固定したいときはPARAMETER/SET MENUスイッ
チをSET MENUの位置にし、“△”または“▽”キーで「7. CENTER GEQ」を選びます。

7. CENTER GEQ（センターグラフィックイコライザー）......................................................................

セットメニューの設定

リアセンタースピーカの音色を、メインL/Rスピーカの音色と合わせるためにリアセン
ターチャンネルのグラフィックイコライザーを調節します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して「8. REAR CT GEQ」表示に切り換えます。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、グラフィックイコライザーの中心周波数
（100Hz、300Hz、1kHz、3kHz、10kHz）を選択します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、レベル（－6dB～＋6dB）を設定します。
レベルを大きくするほどブースト（強調）量が多くなり、小さくするほどカット（減衰）
量が多くなります。0dBに設定するとフラットになります。

TEST DOLBY SUR.（P.40参照）時に、REAR CT GEQの調節を行うと、テストトー
ンを聞きながらリアセンタースピーカの音色を調節できます。この場合テストトーン
はREAR CT固定で出力されます。
TEST DOLBY SUR.中にPARAMETER/SET MENUスイッチをSET MENUの位
置にし、カーソルキー“△”または“▽”を押してSET MENUの「8. REAR CT GEQ」を
選んでから、上記の手順1～3の操作で音色調節をします。
テストトーンをTEST DOLBY SUR.（テストトーンが巡回している）に戻すには
PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERの位置にし、カーソルキー
“△”または“▽”を押します。
再度テストトーンをREAR CTに固定したいときはPARAMETER/SET MENUスイッ
チをSET MENUの位置にし、“△”または“▽”キーで「8. REAR CT GEQ」を選びます。

8. REAR CT GEQ（リアセンターグラフィックイコライザー）............................................................

  8. REAR CT GEQ

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

カーソルの移動と本体ディスプ
レイ表示は同期しています。
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    9B.FRNT EFCT EQ
 ≥HIGH:FRQ…12.7kHz

       GAIN…………0dB

  PEQ :FRQ……8.0kHz

       GAIN………-3dB

   

    9C. REAR L/R EQ
 ≥HIGH:FRQ…12.7kHz

       GAIN…………0dB

  PEQ :FRQ……8.0kHz

       GAIN………-3dB

   

    9D. REAR CT EQ
 ≥HIGH:FRQ…12.7kHz

       GAIN…………0dB

  PEQ :FRQ……8.0kHz

       GAIN………-3dB

   

 ≥HIGH:FRQ…12.7kHz

       GAIN………-3dB

  PEQ :FRQ…12.7kHz

       GAIN………-4dB

   

    9A.  L,C,R EQ

9D.REAR CT EQ

HI:FRQ………12.7kHz

  9. CINEMA EQ

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

 ≥L,C,R……………………ON

  FRNT EFCT…………ON

  REAR L/R……………ON

  REAR CT………………ON

  

    9. CINEMA EQ

9. CINEMA EQ

L,C,R………………………ON

9. CINEMA EQ（シネマイコライザー）...................................................................................................

「L, C, Rチャンネル」「フロント・エフェクトチャンネル」「リアL/R・エフェクトチャンネ

ル」「リアセンターチャンネル」を個別に設定できるイコライザーです。

シネマイコライザーは、なだらかに高域特性を調節できるハイシェルビングフィルター

（HIGH）と、任意の帯域をブースト／カットできるパラメトリックイコライザー（PEQ）で

構成されています。それぞれ周波数（FRQ）とゲイン（GAIN）を組み合わせて設定できま

す。

使用するスピーカや設置状況の違いによる音色の違いを合わせたり、ソースの音を好みの

音質に調節するなど、多彩な使い方が可能です。

カーソルキー“＋”または“－”を押して「9. CINEMA EQ」表示に切り換えます。

カーソルキー“▽”または“△”を押して、イコライジングするチャンネルを選択し、

カーソルキー“＋”“－”を押して、イコライジングを“ON”に設定します。

L, C, R ： メインL、センター、メインRチャンネル

FRNT EFCT：フロント・エフェクトチャンネル

REAR L/R： リアL/R・エフェクトチャンネル

REAR CT： リアセンターチャンネル

カーソルキーの“▽”を何回か押して各チャンネルのイコライジング表示に切り換えま

す。手順 で“OFF”に設定されたチャンネルはイコライジング表示されません。

カーソルキーの“▽”または“△”を押してHIGHのFRQ/GAIN、PEQのFRQ/GAINを

選択し、“＋”または“－”を押して、周波数（FRQ：1.0～12.7kHz）とゲイン

（GAIN：－9～0～＋6dB）を設定します。

周波数（FRQ）は、HIGHの場合はターンオーバーの周波数の設定、PEQの場合はバ

ンドの中心周波数の設定です。

ゲイン（GAIN）は、値が大きくなるほどブースト（強調）量が多くなり、小さくなるほ

どカット（減衰）量が多くなります。0dB（フラット）にすると変化しません。

● モニター画面では、初期設定値以外に変更すると、パラメータ名の前にアスタ
リスク（＊）が表示されます。

● 本体のディスプレイには、カーソルキーの“▽”または“△”で選択されたパラメー
タだけが表示されます。

● シネマイコライザーの特性図はP.123「CINEMA EQ 特性図」を参照してく
ださい。

● EFFECTがオフの場合は、シネマイコライザーは効きません。
●「TEST DOLBY SUR.」または「TEST DSP」時は、以下のようにテストトー
ンが出力固定されます。
9A. L. C. R EQ（メインL, センター, メインRチャンネルイコライジング画面）
→テストトーンはメインL, R、センターチャンネルに出力固定（スピーカモー
ド「1A. CENTER SP」がNONEのときは、メインL、Rに出力固定）
9B. FRNT EFCT EQ（フロント・エフェクトチャンネルイコライジング画面）
→テストトーンはフロント・エフェクトL、Rチャンネルに出力固定
9C. REAR EFCT EQ（リアL/R・エフェクトチャンネルイコライジング画面）
→テストトーンはリア・エフェクトL、Rチャンネルに出力固定
9D. REAR CT EQ（リアセンターチャンネルイコライジング画面）
→テストトーンはリアセンターチャンネルに出力固定

セットメニューの設定
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セットメニューの設定

ヘッドホンの低音域および高音域を調節します。－6dB～＋3dBの範囲でカット（減衰）

／ブースト（強調）することができます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「10. HP TONE CTRL」表示に切り換えま

す。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、「BASS」または「TRBL」を選びます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、レベルを調節します。

レベルを大きくするほどブースト（強調）量が多くなり、小さくするほどカット（減衰）

量が多くなります。

● 6CH INPUT入力時および、デジタル入力でサンプリング周波数が96kHzの
場合は調節できません。

10. HP TONE CTRL（ヘッドホントーンコントロール）......................................................................

  10.HP TONE CTRL

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

カーソルの移動と本体ディスプレイ�
表示は同期しています。�

  11.PARAMETER INI

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

   *1   2   3   4

 

    5   6   7   8

 

    9  10  11  12

 

   Press  No. Key  

    11.PARAMETER INI

11. PARAM. INI

 *1   2   3   4




音場プログラムのパラメータを、プログラムごとにイニシャライズします（初期設定値に

戻します）。

● 各音場プログラムには2～3タイプの音場がありますが、タイプごとのイニシャ
ライズは行えません。ドルビーデジタル用、DTS用、およびステレオ入力用でパ
ラメータが異なる場合でも、独立したパラメータイニシャライズは行えません。
また、ヘッドホンを接続している場合と、していない場合で、個別に設定したパ
ラメータも別々にイニシャライズは行えません。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「11. PARAMETER INI」表示に切り換えます。

パラメータが変更されている音場プラグラムは、そのプログラムナンバーの前にアス

タリスク（＊印）が付いています。リモコンの音場プログラムキー（1～12）を押す

と、その音場プラグラムがイニシャライズされます。

● アスタリスク（＊）が付いていないプログラムをイニシャライズしても、何も変
わりません。

● ディスプレイにはカーソルキーの“▽”を押すごとに4音場ずつ表示されます。

● イニシャライズした音場プログラムを、元の状態（パラメータが変更された状
態）に戻すことはできません。

●「13. MEMORY GUARD」の設定（P. 74参照）がONの時は、イニシャライズで
きません。

11. PARAMETER INI（パラメータイニシャライズ）............................................................................
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13. MEMORY GUARD（メモリーガード）............................................................................................

設定したパラメータやレベルなどを保護します。「ON」に設定しておけば、誤操作による

パラメータ変更を防ぐことができます。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ON/OFFを切り換えます。

メモリーガードで保護される設定

・音場プログラムのパラメータ設定値

・MEMORY GUARD以外のセットメニュー

・センター／フロント／リア／サブウーファのレベル

・オンスクリーン表示の設定

● メモリーガードを「ON」に設定すると、テストモードに入れません。

● メモリーガードを「ON」に設定すると、他のセットメニュー（SET MENU1～12、
14～18）は呼び出せません。

セットメニューの設定

14. CMPNT-V INPT（コンポ－ネントビデオインプット）...................................................................

COMPONENT VIDEO入力端子の A にはDVDが、 B にはD-TVが、 C にはCBL/

SATがあらかじめ設定されていますが、これを他の機器に変更することができます。

この設定により、変更後の機器をインプットセレクタで選べるようになります。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「14. CMPNT-V INPT」表示に切り換えま

す。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して、 A 、 B または C 端子を選びます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、DVD、LD、D-TV、CBL/SAT、

VCR1、VCR2、VCR3、またはV-AUXを設定します。

●  A には自由に設定できますが、 B には A で設定された機器は選べず、 C には
 A  B で設定した機器は選べません。

≥[A]………… DVD

≥[B]………… D-TV

≥[C]…………CBL/SAT

    14.CMPNT-V INPT

14.CMPNT-V INPT

[A]………… DVD

14.CMPNT-V INPT

[B]………… D-TV

14.CMPNT-V INPT

[C]…………CBL/SAT

6.1/ESデコーダのオン／オフを、入力信号に応じて自動的に動作させるか、リモコンの

6.1/ESキーでオン／オフにするかを設定します。

●カーソルキーの“＋”または“－”を押してONとOFFを切り換えます。

ON: リモコンの6.1/ESキーの設定にかかわらず、ドルビーデジタルサラウンドEX

またはDTS ES自動認識対応ソフトが再生されると、6.1/ESデコーダが自動

的にオンになります。

OFF: リモコンの6.1/ESキーのオン／オフで、6.1/ESデコーダをオン／オフでき

ます。

●「ON」、「OFF」どちらの設定でも、スピーカモード「1C. REAR L/R SP」を“NONE”
に設定している場合は6.1/ESデコーダをオンにできません。

● EFFECT OFF、6CH INPUT入力、サンプリング周波数96kHz入力のときは6.1/
ESデコーダは働かず、オン／オフの切り換えもできません。

● ドルビーデジタルサラウンドEXまたはDTS ES自動認識対応ソフト以外を再生す
る場合は、「12. 6.1/ES AUTO」を「OFF」に設定してください。

12. 6.1/ES AUTO（6.1/ESオート）.....................................................................................................
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15. INPUT MODE（インプットモード）.................................................................................................

D-TV、CBL/SATおよびVCR 1の入力モードの「電源投入時の初期値」を設定します。

AUTO: 電源投入時“AUTO”に設定されます。

LAST: 入力モードの最後の設定をメモリーして、それを電源投入時の初期値とします。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、入力モード（AUTOとLAST）を切り換えます。

セットメニューの設定

各入力名を変更することができます（英数字などで8文字まで）。変更後は、その名前で入

力が表示されます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して「16. INPUT RENAME」表示に切り換えま

す。

名前を変更するインプットセレクタを押します。

1文字目のカーソルが点滅します。

カーソルキーの“▽”または“△”を押して文字を選びます。

カーソルキーの“＋”を押します。

2文字目のカーソルが点滅します。

[3]と[4]を繰り返して、最大8文字の名前を入力します。

入力が終わったら、8文字目にカーソルを移動し、カーソルキーの“＋”を押します。

（または1文字目にカーソルを移動し、カーソルキーの“－”を押します。）

セットメニュー選択画面に戻ります。

入力できる文字

カーソルキーの“▽”を押すと次の順序で表示されます。“△”を押すと逆の順序で表示され

ます。

A～Z→スペース→0～9→スペース→a～z→スペース→＃＊＋，－．／：＜＞？＿→

スペース

文字を修正するには

カーソルキーの“＋”または“－”を押して修正したい文字にカーソルを移動し、“▽”または

“△”を押して文字を選びます。

文字を消す場合は、“▽”または“△”を押して“スペ－ス”を選びます。

16. INPUT RENAME（インプットリネーム）........................................................................................

≥ DVD ->  DVD
^-------

    16.INPUT RENAME

 DVD ->A DVD

 ^-------

 DVD ->A DVD

 -^------
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ZONE2 OUT（音声出力）を設定します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「18. ZONE2 SET」表示に切り換えます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「ZONE2 OUT」を「FIX」または「VAR.」に

設定します。

FIX: ZONE2 OUTレベルは本機のVOLUMEレベルに固定されます。

VAR.: ZONE2 VOLUMEでZONE2 OUTレベルを調節できます。

18. ZONE2 SET（ゾーン2セット）........................................................................................................

セットメニューの設定

≥ ZONE2 OUT………FIX

    18. ZONE2 SET

18. ZONE2 SET

ZONE2 OUT………FIX

17.  DIMMER

     --|-- -2

17. DIMMER

--|-- -2

SET MENU

||

||

本体のディスプレイの明るさを調節します。本機の使用環境に応じて、ディスプレイ表示

が明るすぎる場合はマイナス側に（値を小さく）設定します。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディマーを調節（－4～0）します。

17. DIMMER（ディマー）..........................................................................................................................
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VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD
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機器操作キー(34キー×14面＝518キーの広大なエリア）�
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6.1/ES

本機のリモコンは、他の機器のリモコン信号を学習するラーニング機能と
メーカーコードのセットアップ機能を持っています。ラーニングやセット
アップをしておくと、本リモコンでヤマハ以外のAV機器も操作すること
ができます。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

操作エリアについて

本機のリモコンはインプットセレクタごとに各ソースの機器操作キーを（37キー）を

持っています。また、SELECT▽キーを押すことで、さらに予備用のOPTN（オプ

ション）面を持ち、計14面（下図）の機器操作キーエリアが用意されています。

また、本機のリモコンにはテレビやビデオデッキなど、他の機器のメ－カ－リモコン

信号がたくさんプリセットされています。それらのメーカーリモコン信号群を「ライ

ブラリー」と呼びます。（例えば、DVDのライブラリーは“L:DVD”と表示されます。）

したがって、この広大な操作エリアをラーニングしたり、ライブラリーからメ－カ

－コ－ド名をセットアップして、有効に活用してください。

効率のよい使いかたとしては、先にメ－カ－コ－ド名をセットアップし、操作でき

ない部分をラーニングで補うことをおすすめします。
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s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

TUNER

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : TUNER�
　コード : Yama1

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 MD 
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : MD�

　コード : Yama1

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 CD 
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : CD�

　コード : Yama1

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

VCR1
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : VCR�
　コード : 空�

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

VCR2
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : VCR�
　コード : 空�

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

VCR3
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�
● 初期�

　L : VCR�
　コード : 空�

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 
TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

● ラーニング可�

● セットアップ可�

● 初期�

　L : DVD�

　コード : Yama1
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TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

 DVD 

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

10KEY/�
DSP�
スイッチ�

アンプ操作�
キーエリア�
学習可�
セットアップ可�
（L：AMPのみ）�
初期�
　コード：YPC

リモコンの学習機能とセットアップ機能

● DVD、LD、CD、MD、TUNERおよびTAPE面にはすでにヤマハのコードがプリセットされていますが、プリセット済みのキー
もラーニングすることができます。ラーニングしても、プリセットされている機能は消去されません。ラーニング内容を消去する
と、再度プリセットされている機能を使うことができます。

● VCR1/2/3、D-TV、CBL/SAT、V-AUX、PHONO、OPTN（オプション）面の機器操作キーは空きキーです。
● 機器操作キーエリアにラーニングするときは、10KEY/DSPスイッチを10KEY側にセットしておきます。

● ラーニングするときは、本リモコンのキーマークと、他の機器のリモコンのキーマー
クを一致させておくと便利です。

● メーカーコードをセットアップした後でも（P.81参照）、ラーニングすることがで
きます。また、ラーニングしたキーの信号は、セットアップしても消えません。

● ラーニングできるキー数はヤマハ機器の信号で約150キーです。（ラーニングの内
容により異なります。）

ラーニングの前に
本リモコンは赤外線方式を使用しています。外部機器のリモコンが同じ赤外線方式であれ

ば、ほとんどのリモコン信号をラーニングできますが、特殊な信号や非常に長い信号の場

合、ラーニングできないことがあります。

また、メモリー容量がいっぱいになっている場合は、リモコンの表示窓に“FULL”が表示

され、それ以上のラーニングはできません。新しいラーニングをするときは、ラーニング

済みのキーから不要のものを消去してください。

ラーニングできるキーについて

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

EX/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 

機器操作キーにラーニングする�

10KEY側へ�
セットする�

ラーニングする機器を選ぶ�

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

ラーニングとメーカーコードセットアップの優先順位について

ラーニングが優先されます。たとえば、D-TVのTV INPUTキーがラーニングされている場合、D-TVのコードをセットアップしてもラー

ニングが優先され、セットアップした信号は出ません。TV INPUTキーのラーニング信号を消去するとセットアップした信号が出ます。

アンプ操作キーエリアについて

10KEY/DSPスイッチをDSP側にセットするとこのエリアにもラーニングすることが

できますが、本機の操作ができなくなり、音場プログラムの選択もできませんのでご注意

ください。誤ってラーニングしてしまった場合は、P.88の「すべてのキーを消去するに

は」で“L:AMP”を選択すれば簡単に元に戻すことができます。

また、アンプライブラリー（L：AMP）には3種類のコードが用意されており、必要に応じ

てセットアップすることができます（P.83）。
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LEARN

LEARN

D-TV 

交互表示�

ラーニングのしかた

LEARNボタンを押し、すぐに離します ...............................................................................................

LEARNボタンはボールペンなど先の細いもので押します。

リモコン表示窓に機器名と“LEARN”が交互に表示され、ラーニングモードを示しま

す。

● LEARNボタンは長く押さないでください。3秒以上押すとセットアップモードに
入ってしまいます。

● 手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動的にラー
ニングモードは解除されます。その場合はもう一度LEARN ボタンを押します。

本リモコンの送受信部と、外部機器リモコンの送信部を5～10cm間隔で向かい合わせます ...........

本リモコンのラーニングするキーを押します.....................................................................................

交互表示が止まり、“LEARN”が表示されます。

● ラーニングできないキーが押されると“ERROR”が表示されます。他のキーを押し
てください。また、2つ以上のキーが同時に押されても“ERROR”が表示されます。

● ラ－ニング中はMACROスイッチを切り換えないでください。

インプットセレクタでラーニングする機器を選びます......................................................................

ここでは例として、TV INPUTキーに、テレビをビデオ入力に切り換える信号をラーニングします。次に、POWERキーにテ

レビの電源をオン／オフする信号をラーニングします。

● OPTN（オプション）を選ぶには、SELECT△／▽キーを押して“OPTN”をリモコン

の表示窓に表示させます。
TRANSMIT RE-NAME CLEAR

MACRO
MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

5～10cmの�
間隔をあける�

本リモコン� 他のリモコン�

TRANSM
IT

RE-NAM
E

CLEAR
M

A
C

R
O

M
ACRO

LEARN
O

F
F

O
N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
T

A
P

E
P

H
O

N
O

D
-T

V
C

B
L/S

A
T

T
U

N
E

R
M

D
C

D

V
C

R
 1

V
C

R
 2

V
C

R
 3

LD
D

V
D

6CH INPUT

T
IT

LE

q

本リモコン� 他のリモコン�

TRANSM
IT

RE-NAM
E

CLEAR
M

A
C

R
O

M
ACRO

LEARN
O

F
F

O
N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
T

A
P

E
P

H
O

N
O

D
-T

V
C

B
L/S

A
T

T
U

N
E

R
M

D
C

D

V
C

R
 1

V
C

R
 2

V
C

R
 3

LD
D

V
D

6CH INPUT

T
IT

LE

q

例：�
TV INPUTキーを押す�

A / B / C / D / E

TV INPUT

リモコンの学習機能とセットアップ機能
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本リモコン� 他のリモコン�

TR
AN

SM
IT

R
E-N

AM
E

C
LEAR

M
A

C
R

O
M

AC
R

O
LEAR

N
O

F
F

O
N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
T

A
P

E
P

H
O

N
O

D
-T

V
C

B
L/S

A
T

T
U

N
E

R
M

D
C

D

V
C

R
 1

V
C

R
 2

V
C

R
 3

LD
D

V
D

6CH INPUT

T
IT

LE

q

入力切換� 例：�
テレビのリモコンの入力切換�
ボタンを押す�

他の機器のリモコンのラーニングさせたいキーを押します ..............................................................

ラーニングが成功すると“OK”が表示され、手順  の状態に戻り、機器名と“LEARN”

が交互に表示されます。

●“NG”が表示されたとき： ラーニングに失敗しました。手順  からもう一度操
作してください。

“FULL”が表示されたとき： メモリ－容量がいっぱいで、これ以上ラーニングする
ことができません。ラーニング済みのキーから不要な
学習内容を消したあと、ラーニングしてください。

例：POWERキーにテレビの電源のオン／オフをラーニングするときは、手順  で

POWERキーを押してから手順  でテレビのリモコンの電源ボタンを押します。

他のキーをラーニングさせる場合は、手順 ～ の操作を繰り返します ........................................

ラーニングを終えるときは、LEARNボタンを押します.....................................................................

乾電池をすべて新しい乾電池に交換する本リモコンまたは相手のリモコンの電池が消耗している

リモコンの間隔を5～10cmにして操作

をする向かい合わせたリモコンの間隔が離れすぎている、または近すぎる

ラーニングができない（何度操作しても“NG”が表示される、または何も表示されない）ときは、下記の方法で、もう一
度操作をし直してください。

ラーニングする機器を変更する
一つの機器のラーニングが済み、続けて他の機器をラーニングしたいときはSELECT

▽／△キーまたはインプットセレクタで機器を選び、手順  から操作します。

SELECT▽キーを押すと次の順序で機器が切り換わります。SELECT△キーを押すと

逆の順序で切り換わります。

● インプットセレクタで機器を選ぶと、“LEARN”と表示され、 の状態になりま

す。ラーニングしたいキー（たとえばPLAYキーなど）を押してラ－ニング操作を

続けてください。

“LEARN”と表示されるのは、インプットセレクタもラーニングできるので、ラー

ニングするためのキーと見なされるからですが、引き続き操作キーを押すことで

機器が変更されたことをリモコンが認識します。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

+–

 DVD 

インプットセレクタ�

SELECT△／▽�

LEARN

V-AUX　  TAPE　  PHONO　  D-TV　  CBSAT (CBL/SAT)　  TUNER

OPTN　  DVD　  LD　  VCR3　  VCR2　  VCR1　  CD　  MD
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リモコンの学習機能とセットアップ機能

メーカーコードセットアップのしかた

メーカーコードセットアップは、メーカーコード名を選ぶだけで機器操作キーのエリア全

体を一度にセットアップする機能です。

各機器別のメーカーコード名をセットアップすると、機器操作キーでそれらの機器を操作

できます。DVD、LD、CD、MD、TUNERおよびTAPEの機器操作キーにはすでにヤマ

ハのコードがプリセットされていますが、これらの機器面も含めてすべての入力機器面（計

13）にメーカーコード名をセットアップすることができます。

メーカーコード名は次のように区分けされており、入力機器面と組み合わせて自由にセッ

トアップすることができます。これらの機器とメーカーコード名の集合を「ライブラリー」

と呼びます。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

EX/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 

機器操作キーはメーカーコードに�
応じてセットアップされる�

セットアップする機器を選ぶ�

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

q

q

q

w

e r t y

s a d

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+–

/

CHP/INDEX

+ +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

– –

インプットセレクタでセットアップする機器を選びます..................................................................

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

● OPTN（オプション）面にメーカーコードセットアップすることはできません。ラー
ニングのみ可能です。

TV

Admi1

Admi2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Zeni1

Zeni2

CBL/

SAT

Haml1

Haml2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Zeni1

Zeni2

DBS

RCA

SONY

VCR1/2/3

Admir

Aiwa1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama4

Zenit

DVD

DENON

JVC

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama1

Yama2

LD

DENON

KENWOOD

・

・

・

・

・

・

・

・

・

SONY

Yamah

CD

Denon

Fisher

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama1

Yama2

MD

Kenwood

Pioneer

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama1

Yama2

AMP

YPC

DSP

NO

TAPE

DENO1

DENO2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama1

Yama2

TUNER

Admir

Aiwa

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Yama1

Yama2

機
器

メ
ー
カ
ー
コ
ー
ド
名

アンプライブラリーについては
83ページを参照してくださ
い。
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LEARN

SETUP

D-TV 

交互表示�

リモコンの表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示されるまで（約3秒）LEARNボタンを押し続けます ...

LEARNボタンはボールペンなどの先の細いもので押します。

● LEARNボタンは3秒以上押し続けてください。短く押して離すとラーニングモー
ドに入ってしまいます。

● 手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動的にセットアッ
プモードは解除されます。その場合はもう一度LEARNボタンを押します。

● セットアップモードに入ってからENTER、▽/△以外のキーや2つのキーを同時に
押すと”ERROR”が表示されます。この場合は以下から操作をやり直してください。

● セットアップ中はMACROスイッチ、10KEY/DSPスイッチ、PARAMETER/SET
MENUスイッチを切り換えないでください。

セットアップする機器を変更したいとき
SELECT▽/△キーまたはインプットセレクタで機器を選び直します。

SOURCE

SELECT

q

q

または

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

ENTERカーソルキーの▽/△を押してメーカーコード名を選びます...............................................

ENTERq
q

q

w

機器の種類（ライブラリー）を変更したいとき
セットアップする機器（インプットセレクタやSELECT▽/△キーで選んだ機器）には、対応する機器の種類（ライブラリー）

が図に示すようにあらかじめ設定されていますが、これを変更することができます。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

Yamaha1 Yamaha1 Yamaha1 Yama1

スクロールし終わると　　　　コード名が表示される�

● キーを押し続けるとメーカーコード名が速い速度で表示されます。

● 5文字以上の名前はスクロールして表示されます。

<例＞

セットアップを確認するには
メーカーコード名が表示されるとセットアップが完了しますが、正しくセットアップされ

ているかを確認することができます。

POWERやPLAYなどのメイン操作のキーを押して、お手持ちの機器が正しく動作するこ

とを確認してください。正しく動作しないときは、もう一度手順  を行い、メーカー

コードを選びなおしてください。

V-AUX TAPE PHONO

VCR TAPE TV

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

TV CABLE TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2

VCR

VCR 3 LD DVD

LD DVD

種類（ライブラリー）�
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リモコンの学習機能とセットアップ機能

たとえば手順  でV-AUXを選んだ場合、V-AUXにはVCRが設定されていますが、「V-AUXではTVを操作したい」とい

うようなときに、ここで機器の種類（ライブラリー）を変更します。

ENTERq

q

q

w

1. ENTERカーソルキーのq/wを押して種類（ライブラリー）を選びます。

wキーを押すと次の順で種類が切り換わります。qキーを押すと逆の順序で切り

換わります。（“L:”表示はライブラリーを示します。）

2. ENTERカーソルキーの▽/△を押してメーカーコードを選びます。

L:TV　  L:CAB　  L:DBS　  L;SAT　  L:VCR　  L:DVD

L:AMP*　  L:TUN　  L:TAP　  L:MD　  L:CD　  L:LD

ENTERq

q

q

w

現在のセットアップを完了して、他の機器のセットアップを続けて行う場合は、ENTERキーを押します .....

リモコン表示窓に機器名と”SETUP”が交互に表示されます。

手順  の「セットアップする機器を変更したいとき」から操作を行ってください。

セットアップを終えるときは、LEARNボタンを押します .................................................................

* アンプライブラリーについて（L:AMP）
本機のリモコンにはあらかじめ本機を操作するためのコードがプリセットされていますが、必要に応じてアンプのライブラリー（種類）

を変更することができます。

アンプのライブラリーには次の3種類があります。

YPC： 本機のコード

DSP： YPC（本機のコード）で操作できない、他のヤマハDSPアンプ

NO： コード無し（ヤマハ以外のアンプを本リモコンでお使いになりたいときこの設定をしますが、Zone2以外の本機の操作はでき

なくなります。）

変更するには
1. セットアップの手順  ～  を行います。

手順  でどの機器を選んでもかまいません。

2. ENTERカーソルキーのq/wを押して“L：AMP”を選び、▽/△を押して種類（YPC、DSPまたはNO）を選びます。

3. ENTERまたはLEARNキーを押します。

ラーニングやセットアップのメモリーバックアップについて
ラーニングやセットアップした内容は、乾電池の交換時など、電池が外された時間が短時間の場合はメモリーされます。た

だし、消耗した乾電池を使用したり、長時間乾電池が外されていたときは消えます。そのようなときは、もう一度ラーニン

グやセットアップをやり直してください。
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M:DTV

D-TV 

D-TV

例：D-TVキーを�
　　押す�

交互表示�

マクロ設定のしかた

“MCR?”が表示され、マクロ設定モードを示します。

● 以下の手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動的にマ
クロ設定モードは解除されます。その場合は、もう一度MACROボタンを押します。

設定するマクロキーを押します............................................................................................................

“M:DTV”（マクロ設定するキー）と“D-TV”（今選んでいる機器名）が交互に表示され、押し

たキーにマクロ設定ができることを示します。

● マクロキー以外のキーを押すと“AGAIN”がいったん表示され、“MCR?”表示に戻
るので、正しいマクロキーを押してください。

● マクロ設定中はMACROスイッチを切り換えないでください。

● 新しいマクロを設定しても、あらかじめプリセットしてあるマクロ機能は消去され
ません。設定したマクロの内容を消去すると再度プリセットマクロを使うことがで
きます。

● プリセットしてあるマクロに新しい信号を追加することはできません。マクロ設定
をすると、すべて新しい内容に変わります。

● マクロ設定は、本リモコンのラーニングやセットアップ済み（またはヤマハプリセッ
ト）のキー信号をマクロキーに設定（転送）させて行います。必要に応じてあらかじ
め他の機器のキーをラーニングまたはセットアップしておいてください。

● 音量の操作など、連続的に操作するキー信号は、本リモコンは短時間のコードとして
ラーニングします。したがって、そのようなキーのマクロ設定はおすすめしません。

マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を１つのキー操作でできるようにする機能です。

本リモコンのマクロキー（インプットセレクタおよびSYSTEM POWER、STANDBYキー）には、マクロ機能があらかじめプリセッ

トされていますが、オリジナルのマクロ操作を設定することもできます。

1つのマクロキーには、最大10種類の操作を設定することができます。使いやすいマクロを設定して、システムの操作に役立ててください。

ここでは例として、「テレビの電源を入れ」→「入力をビデオに切り換える」操作をD-TVキーにマクロ設定します。これらの一連

の操作をマクロ設定するためには、「テレビの電源を入れる」「テレビをビデオ入力に切り換える」操作信号を本リモコンにあらか

じめラーニングさせておきます。このラーニングのしかたは、P.79の例を参照してください。もしくは、D-TVにメーカーコー

ドをセットアップしておきます。（D-TV面のPOWERとTV INPUTキーにはそれぞれ「テレビの電源を入れる」「テレビをビデオ

入力に切り換える」の信号がセットアップされます。）

MACROボタンを押します..................................................................................................................

リモコンの学習機能とセットアップ機能

MACRO MCR?
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M:DTV

MCR 1
D-TV 

POWER

/

例：あらかじめラーニング（またはセット�
　　アップ）させておいたPOWERキー、�
　　TV INPUTキーの順に押す�

1番目のマクロ完了�

M:DTV

MCR 2
D-TV 

2番目のマクロ完了�A / B / C / D / E

TV INPUT

交互表示�

交互表示�

各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキーを、1個ずつ押します............................
最初のキーを押すと“MCR 1”表示になり、マクロ設定が完了すると“M:DTV”と“D-TV”

が交互に表示され、2番目のキーにマクロ設定ができることを示します。

●“NG”が表示されたとき： マクロ設定に失敗しました。手順  からもう一度
操作してください。

“ERROR”が表示されたとき： キーが二つ以上同時に押されました。手順  から
もう一度操作してください。

●最大10種類のキー信号を設定することができます。10個目のキー信号を設定する
と“FULL”が表示され、自動的にマクロ設定モードは解除されます。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

D-TVキーを押すだけでテレビの電源が入り、テレビの入力がビデオに切り換わります。

他のマクロキーに他のマクロ設定をするときは、手順  から操作を繰り返します。

マクロ設定を終えるときは、MACROボタンを押します ...................................................................

MACRO

複数の機器をマクロ設定する
マクロ設定には一つの機器だけでなく、複数の機器にわたって操作を設定することができます。

手順  または  で“M:＊＊＊”と機器名が交互に表示されている状態のときであれば、マクロ設定する機器を変更することができます。

機器を変更するには
手順  または  で“M:＊＊＊”と機器名が交互に表示されているときに、インプットセレクタまたはSELECT▽/△キーで機器を選

び直します。インプットセレクタとSELECT▽/△キーでの選択には次のような違いがありますのでご注意ください。

インプットセレクタ： インプットセレクタで機器を選ぶと、本機の入力切換えが一連のマクロ設定に組み込まれます。さらに機器操

作キーも入力機器に応じて切り換わります。

SELECT▽/△キー： 入力は手順  で設定した機器のままで、機器操作キーは変更した機器に応じて切り換わります。

ヤマハBSチューナDBS-1000を接続している場合のご注意

DBS-1000を接続している場合、DBS-1000の電源が入っているときに本機の電源をリモコンでオン／オフするとBSチャ

ンネルが切り換わってしまいます。もう一度BSチャンネルを設定してください。
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LEARN D-TV 

ラーニング消去�

マクロラーニング消去�

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

LEARN

MCR? 
MACRO

リモコンの学習機能とセットアップ機能

マクロ機能で操作するには

MACROスイッチを「ON」の位置にし、マクロ設定したキーを押します。詳しくは、P.59

を参照してください。

マクロ機能での操作が希望どおりにならないとき：

マクロ操作の中に「空きキー」または同じ「操作」をマクロ設定してください。

例：ビデオが再生できない、または再生までに時間がかかる場合

ビデオデッキ�
ON

空キー�

ビデオデッキ�
再生�

または�

マクロ設定を�
しなおす。�

ビデオデッキ�
再生�

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

マクロキー�

学習内容の消去

ラーニングの内容を消去するときは、インプットセレクタで機器を選んでからLEARNボタンを押
し、すぐに離します。
マクロラーニングの内容を消去するときはMACROボタンを押します...........................................

● LEARNボタンは長く押さないでください。3秒以上押すとセットアップモードに
入ってしまいます。

● 以下の手順は約30秒以内に行なってください。30秒を経過すると自動的に消去モー
ドは解除されます。その場合は、もう一度LEARNまたはMACROボタンを押しま
す。

キーごとに消去する
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消去されたキーの信号は、プリセットされていた信号に戻るか、もとの信号の無い状態「空

き」キーに戻ります。

● ラーニング消去のときは、“LEARN”と機器名が再度交互に表示されます。

マクロラーニング消去のときは、“MCR?”が再度表示されます。

引き続き消去したいときは、手順  の操作を行なってください。

ラーニング消去で機器を変更して消去したいときは、SELECT▽/△キーで機器を選

んだあと、手順  の操作を行なってください。

CLEARボタンを離します....................................................................................................................

“C：OK”が表示されるまで（約3秒）CLEARボタンを押しながら、消去したいキーを押し続けます...

“CLEAR”表示が“C:OK”表示に変わると消去は完了です。

● 消去したいキーが複数あるときは、CLEARボタンを押し続けながら、次のキーを押し

ます。

●“C：NG”が表示されたとき：消去に失敗しました。もう一度CLEARボタンを押しな
がら、消去したいキーを押してください。

●“AGAIN”表示から“MCR?”表示になったとき（マクロ消去の場合）：マクロキーま
たはCLEARキー以外のキーが押されました。もう一度CLEARボタンを押しなが
ら、消去したいマクロキーを押してください。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

CLEAR

C:OK 

押しながら�
CLEAR

A / B / C / D / E

TV INPUT

CLEAR

消去を終えるときはLEARNボタン（ラーニング消去のとき）またはMACROボタン（マクロラーニ
ング消去のとき）を押します.................................................................................................................

LEARN MACRO

または�



88 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ENTERカーソルキーの▽/△を押して、消去モードを選びます ........................................................

ENTERカーソルキーの▽を押すと次の順序でモードが切り換わります。△キーを押すと

逆の順序で切り換わります。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

ENTERq

q

q

w
L:機器名�
�
L:AMP �
�
L:ALL�
�
M:ALL �
�
RNAME�
�
FCTRY 

表示されている機器面のすべての学習キー消去�
�
アンプ面のすべての学習キー消去�
�
すべての学習キー消去�
�
すべてのマクロキー消去�
�
変更した機器名*をすべてもとに戻す�
�
すべての学習キー、マクロキー消去、変更した機器名すべてをも�
とに戻す（工場出荷時状態）�
�

* 機器名の変更については、P.82を参照してください。

● “L:機器名”表示のときに、機器面を変更することができます。

SELECT▽/△キーまたはインプットセレクタを押して消去する機器面を選びます。

● プリセットキーに上書きされていた学習キーが消去されると、プリセットキーに戻り

ます。

「M:ALL」（すべてのマクロキー消去）では、初期設定されていたマクロに戻ります。

「FCTRY」（工場出荷時状態に戻す）では、すべてのキーが最初に設定されていたプリ

セットキーと空きキーに戻り、マクロも初期設定されていたマクロに戻ります。

● CLEARやSELECT▽/△キー以外のキーが押されたり、2つ以上のキーが同時に押
されると“ERROR”が表示されます。その場合は手順  からもう一度操作してく
ださい。

“C:OK”が表示されるまで（約3秒）CLEARキーを押し続ける ..........................................................

“C:OK”が表示されると手順  で選んだモードの消去が完了します。

● 引き続き消去するときは、手順  から操作します。

●“C:NG”が表示されたとき：消去に失敗しました。手順  からもう一度操作してく
ださい。

C:OK 
CLEAR

3秒経過�
すると�

消去を終えるときはCLEARボタンを押します..................................................................................

CLEAR

すべてのキーを消去するには

“CLEAR”が表示されます。

● 以下の手順は約30秒以内に行なってください。30秒を経過すると自動的に消去モー
ドは解除されます。その場合は、もう一度CLEARボタンを押します。

CLEARボタンを押します....................................................................................................................

CLEAR
CLEAR
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A～Z　  a～z　  0～9　  スペース　  －�

リモコンに表示される機器名を変更する

機器名を変更すると、入力名、学習モードのときの機器名なども変更後の名前が表示されます。

RE-NAMEボタンを押します...............................................................................................................

RE-NAMEボタンはボールペンなど先の細いもので押します。

左端のカーソルが点滅します。

● 表示窓には最後に選んだ機器名が表示されます。機器を変更したいときはSELECT

▽/△キーまたはインプットセレクタで選びます。

–    
RE-NAME

D-TV 

カーソル�

ENTERカーソルキーの▽/△を押して、文字を選びます ...................................................................

ENTERカーソルキーの▽を押すと次の順序で文字が選べます。▽キーを押すと逆の順序

で文字が選べます。

● キーを押しつづけると文字が次々に速い速度で表示されます。

ENTERq

q

q

w

ENTERカーソルキーのwを押して、次の文字にカーソルを移動します ...........................................

ENTERq
q

q

w

手順 と を繰り返して、最大5文字までの名前をつけます...........................................................

● ENTERカーソルキーの q を押すとカーソルが左に、w を押すと右に移動します。

文字を修正するにはカーソルを修正したい文字まで移動し、ENTERカーソルキーの

▽/△で正しい文字を選びます。

● 文字を消すにはスペースを選びます。

● 引き続き他の機器の名前を変更するときは、ENTERキーを押し、SELECT▽/△

キーまたはインプットセレクタで他の機器を選んだあと、手順  から操作します。

名前の変更を終えるときは、RE-NAMEボタンを押します................................................................

RE-NAME

リモコンのその他の機能
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リモコンでゾーン2を操作する

リモコンを「Zone2」に設定すると、リスニングルームの機器をセカンドルームで鑑賞することができます。

● 本体前面のREC OUT/ZONE2セレクタを「SOURCE/REMOTE」の位置にして
から操作してください。

● 本機のリモコンはリスニングルームで操作してください。

SELECT△キーを押して、“Zone2”表示にします ............................................................................

インプットセレクタとVOLUME＋／－キーだけがZone2信号に変わります。

Zone2

SOURCE

SELECT

q

q

セカンドルームで再生する機器をインプットセレクタで選びます ...................................................

機器操作キーで再生操作を行います....................................................................................................

● VOLUME＋／－キーでセカンドルームの音量調節が操作できます。セットメニュー

の「18. ZONE2 SET」の「ZONE2 OUT」が“FIX”に設定されている場合は操作でき

ません。

2:VR1

V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3

VCR 1を選んだとき�

LD DVD

リモコンのその他の機能

“2：＊＊＊”は、セカンドルーム側の入力を選んでいることを示します。

● Zone2から抜けるにはSELECT▽/△キーを押します。

入力機器名
表示
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本機は、電源を切る前の状態を内蔵のマイコンが記憶しているので、市
販のオーディオタイマーを組み合わせて、タイマー再生やタイマー録音
ができます。

● 使用する機器／オーディオタイマーにより、操作方法が異なる場合がありま
す。それらの取扱説明書もあわせて参照してください。

■ タイマー再生 .........................................................................................................................................

● 接続 本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

本機のAC OUTLETにタイマー再生する機器の電源プラグを接続します。この時、本機に接続す

る機器の消費電力の合計がAC OUTLETの供給電力を越えないようにご注意ください。

■ タイマー録音 ........................................................................................................................................

本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

チューナなど、録音する機器、およびデッキの電源プラグを本機のAC OUTLETに接続します。こ

の時、本機に接続する機器の消費電力の合計がAC OUTLETの供給電力を越えないようにご注意く

ださい。

● 接続

● 操作 すべての機器の電源を入れます。

本機のインプットセレクタで、タイマー再生する機器を選択します。

再生する機器を操作して、タイマー再生が可能な状態にセットします。

本機の音量を調節します。

タイマーの再生開始時間、および終了時間をオーディオタイマーでセットします。

セットした時間になるとタイマー再生が始まります。

すべての機器の電源を入れます。

本機のインプットセレクタ、およびREC OUT/ZONE2セレクタで、録音するソースを選択しま

す。

チューナなど、録音する機器、およびデッキを操作して、録音できるようにセットします。

録音の開始時間、および終了時間をオーディオタイマーでセットします。

セットした時間になるとタイマー録音が始まります。

● タイマー録音中に音声を聴きたくない場合は、本機の音量を絞ってください。

● 操作

メモリーバックアップについて
本機の電源を切っても、パラメータ、セットメニュー、レベルなどの設定内容はメモリー（記憶）されています。

本機では、メモリー内容を保持するために、特殊なコンデンサーを内蔵してバックアップしています。約2週間は電源コードをコ

ンセントから外しても、メモリー内容はそのまま記憶されています。ただし2週間を過ぎると、コンデンサーが放電し、メモリー

内容が消去されることがあります。このような場合は再度、設定を行ってください。

● 電源コードをコンセントに接続し、電源が供給されている場合は、電源を切ってもメモリー内容は常にバックアップされて
います。

タイマー再生／録音
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設定した時間が経過すると電源が切れるので、聴きながらおやすみになれ
ます。リモコンで操作します。

再生します。...........................................................................................................................................

● 本機のSWITCHED AC OUTLETに接続した機器（ソース）を選びます。それ以外
の機器を選ぶと、本機の電源は切れますが、ソース側の電源は切れません。

SLEEPキーを押して時間を設定します。............................................................................................

DSP
PCM

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2



VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

SLEEP

CONCERT HALL 2
Europe Hall E

点灯

押すごとに次のように切り換わります。

（単位：分）

設定時間を数秒間表示したあと入力ソース表示に戻ります。スリープタイマーの動作中

は、SLEEPインジケータが点灯します。

●スリープタイマーは、電源を切ると解除されます。

スリープ動作を途中でやめるには
SLEEPキーを押して、SLEEP OFF表示にします。

スリープタイマー

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

SLEEP 120min　　　　　　　　SLEEP 90min

SLEEP OFF　　　SLEEP 30min　　　SLEEP 60min
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音場プログラムについて

音場とは…

4本のエフェクトスピーカによる
360 全゚周方向への仮想音源の定位＝
音場再生

RL

FR

RR

FL

FL, FRで定位�

FL, FRで定位�

FR, RRで�
定位�

FL, RLで�
定位�

RL, RRで定位�

コンサートホールやオペラハウスの音場をリスニングルームに再現するということは、
コンサートホールやオペラハウスの仮想音源の分布をリスニングルームに定位させるこ
と、とも言えるでしょう。
演奏会場での音場をリスニングルームに再現するには、2本のスピーカによる従来のステ
レオ再生では不十分です。音場再生用には4本のエフェクトスピーカを使って、音場デー
タの仮想音源を定位させ、音場を再現するのがヤマハDSP（デジタル・サウンドフィール
ド・プロセッサー）です。
これは、4本のエフェクトスピーカから出力させる信号の強さや遅延時間をコントロール
することによって、360゜全周方向に分布する仮想音源を定位させ、音場を再現するも
のです。
例えば、右方向からの反射音は、FRとRRのスピーカの音を空間合成して仮想音源位置
に定位させ、左方向からの反射音は、FLとRLのスピーカの音を空間合成し仮想音源位置
に定位させています。
同様にして、FL、FRスピーカで前方向、RL、RRスピーカで後ろ方向の音を空間合成
し、仮想音源図どおりの音場を再現しています。

■ 仮想音源の再現 .....................................................................................................................................

「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでいます。
コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてくる「直接音」の他に、床
や壁・天井などに一回反射してから聴こえてくる「初期反射音」、さらに何回も反射を繰り返しな
がら次第に減衰してゆく「後部残響音」を聴くことになります。
建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類等によって、初期反射音や残響音の構成が異なり、
そのホール特有の響きが生まれます。それが「音場」です。

ヤマハでは、世界の著名なコンサートホールや
オペラハウスなどで、反射音の方向・強さ・帯
域特性・遅延時間等の音場情報を実際に測定
し、その膨大なデータをROMに蓄積していま
す。
本機では、この音場測定の実測データを基に作成
された、音場プログラムを自由に選択し、著名
ホールやライブハウス等の音場をリスニングルー
ムに再現することができます。

ヤマハでは、実際にヨーロッパやアメリカの著名ホールをはじめ教会・オペラハウス・ジャ
ズクラブ・ライブハウス・スタジアムなど数多くの音場測定を行っております。
音場測定は、早稲田大学音響研究室との共同開発による近接4点法を用いています。これ
は、ごく近接した同一平面上にない4本のマイクロホンでインパルス応答を収録し、4本の
インパルス応答から相関処理によって同一の反射音を検出して反射音の大きさや到来時間、
その音の減衰する割合を測定し、仮想音源の位置や大きさを決定しようとするものです。
「仮想音源」とは、反射音の到来する方向と到来時間（距離）や大きさ（強さ）を反射音に音源
があると仮定して表したもので、後は帯域補正によって音場再生が可能となります。
P.96～98の仮想音源分布とエコーパターンは、実測音場データに基づいて空間情報を平
面（2次元的）で表したものです。

■ 近接4点法による音場測定 ...................................................................................................................

近接4点法収音マイク
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Hi-Fi DSP音場プログラム No.1～6

本機は18のHi-Fi DSP音場プログラムを内蔵しています。メインスピーカの他に4本のエフェクトスピーカ（FL/FR/RL/RR）で音場

を再現します。［ドルビーデジタルやDTS入力時も音場が楽しめます。］

18のHi-Fi DSP音場プログラムは、音場処理の違いによって「初期反射音プログラム」と「初期反射音＋残響プログラム」に分けること

ができます。

NO.

1

2

3

4

5

6

タイプ

Europe Hall A

Europe Hall B

Europe Hall C

U. S. A. Hall D

Europe Hall E

Live Concert

Tokyo

Freiburg

Royaumont

Village Gate

Village Vanguard

The Bottom Line

Roxy Theatre

Warehouse Loft

Arena

Disco

Party

Game/Amusement

プログラム名

CONCERT

HALL 1

CONCERT

HALL 2

CHRUCH

JAZZ CLUB

ROCK

CONCERT

ENTERTAIMENT

音場処理 初期反射音：E/R（Early Reflection）

コンサートホールやジャズクラブなどの音場の違いを決定づける

のは反射音の構成です。初期反射音プログラムは、処理能力の大

幅な拡張によって、長い遅延時間を伴った微少レベルの反射音ま

で、音場測定で得た空間情報をデータに取り込んでいます。

残響：REV.（Reverbration）

チャーチなどの音場は、初期反射音とともに残響成分がその大

きな特長です。初期反射音＋残響プログラムは「初期反射音の処

理」と「高品位なデジタルリバーブ処理」で構成されています。ヤ

マハでは、残響成分の持つ空間情報を、自然な空間イメージの

まま再現するために「4チャンネルアウトプットリバーブ」を採用

しています。本機はコムフィルターの強化により、きめ細かな

リバーブを実現しており、フィードバックディレイの量も格段

に長いものを組み合わせて使用できることから、自然な残響感

を再現します。リバーブのアルゴリズムは、プロスタジオで使

用されているリバーブレーターと同等です。

直接音
リスニング
ポジション

（音場測定点）

Hi-Fi DSPプログラムの音場を、仮想音源分布とエコーパターンで示しま

す。（P.96～P.98）
仮想音源分布とエコーパターン

スケールサイズ

プログラムの
仮想音源分布 →

プログラム
エコーパターン →

○ ：反射音の仮想音源（中心が位置）
○の大きさ：反射音の強さ

色分けは仮想音源分布／エコーパターン共通
■：直接音
■：～100 msec.
■：～200 msec.
■：～300 msec.
■：～400 msec.
■：～500 msec.
■：500 msec.～
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音場プログラムについて

CONCERT HALL 1　●初期反射音だけを再生するプログラムです。.......................................................

タイプ　Europe Hall A

特長：ヨーロッパに多くみられる内装材に
シックな木の内張りが使われた、
ミュンヘンにある2500席程度のコ
ンサートホールです。繊細な美しい
響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰
囲気を持っています。座席の位置
は、1階の中央左寄りです。

タイプ　Europe Hall B

特長：内装材が木製のフランクフルトに
ある2400席弱のシューボックス
型コンサートホールです。ステー
ジ上方のマホガニー色に塗装され
た幾層もの反射板によって、ス
テージ方向からの反射音が強く、
直接音が増強される傾向にあり、
力強い響きが特長です。座席の位
置は1階中央右寄りです。

タイプ　Europe Hall C

特長：1700席程度のウィーンの伝統的
なシューボックス型の中規模コン
サートホールです。周囲の柱や彫
刻により、全方向からの複雑な反
射音を生み出しています。豊かな
響きが特長です。

タイプ　U. S. A. Hall D

特長：ヨーロッパの伝統をふまえて設計
された、ボストンにある大規模な
コンサートホールです。客席数は
2600席程度で、内装はよりシン
プルにまとめられ、アメリカ的な
処理が感じられます。中高音の豊
かな響きが特長です。

タイプ　Europe Hall E

特長：アムステルダムの広幅化したシュー

ボックス型の大ホールで、サークル

ステージ、ステージバック席があり

客席は2200程です。

タイプ　Live Concert

特長：円形ホールをイメージさせる広大

な音場で、全周囲に反射音が拡が

り、サラウンド感が強く、豊麗な

響きが特長です。

CONCERT HALL 2　●初期反射音だけを再生するプログラムです。.......................................................
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音場プログラムについて

CHURCH　●初期反射音に加え後部残響音も再生するプログラムです。......................................................

タイプ　Tokyo

特長：残響時間2.5秒と適度な残響音を伴う

教会の音場感です。

パイプオルガンや教会音楽などの再

生に適しています。

タイプ　Freiburg

特長：ドイツ南部の120m近い尖塔を持
つ大きな教会です。
石を積み上げて造られており、天井
が高く、細長い空間を持っていま
す。残響時間は非常に長くなります
が、逆に初期反射は少なくなりま
す。そのため、直接音の厚みは余り
ありませんが、響きが多く、教会特
有の音場を再現します。

JAZZ CLUB　●初期反射音だけを再生するプログラムです。....................................................................

タイプ　The Bottom Line

特長：ニューヨークで話題のライブハウ

ス“ザ ボトム ライン”のステージ正

面の音場です。フロアは300席あ

る左右に幅広い客席で占められ、

リアルでライブな音場です。

タイプ　Village Gate

特長：ニューヨークにあるライブハウス

で、比較的広いことから小ホール

のような響きです。ステージに向

かい中央左寄りの音場です。

タイプ　Village Vanguard

特長：ニューヨークの7番街にあるジャズ

クラブです。天井が低く、狭い室

内の角にあるステージ付近に強い

反射音が集中しています。

タイプ　Royaumont

特長：パリ近郊ロワイヨーモンにある美し

い中世ゴシック建築の修道院の食堂大

広間の音場です。

天井をささえる石柱毎に構成される

ドーム状の多くの天井空間に残響が響

きあい、余韻の美しい音場です。
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ROCK CONCERT　●初期反射音に加え後部残響音も再生するプログラムです。.......................................

音場プログラムについて

タイプ　Roxy Theatre

特長：ロサンゼルスにあるロック系ライ

ブハウスで、客席は最高時で約

460程です。客席中央左寄りの音

場です。

タイプ　Warehouse Loft

特長：ソーホーのロフトを思わせるコン

クリートの空間です。

壁面からの反射音は比較的明瞭

で、エネルギッシュな音場です。

タイプ　Arena

特長：広いアリーナの音場です。

ENTERTAIMENT　●初期反射音に加え後部残響音も再生するプログラムです。........................................

タイプ　Disco

特長：ディスコミュージックに包まれる

乗りの良い音場空間を演出するプ

ログラムです。

タイプ　Party

特長：後方からも直接音が聴け、広いエ
リアで楽しめる効果が特徴のホー
ムパーティーを演出する音場プロ
グラムです。

タイプ　Game/Amusement　

特長：モノラル、ステレオを問わず、ゲー
ムサウンドにビビッドな奥行きとサ
ラウンド感を与え、迫力と臨場感の
あるゲームが楽しめます。
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音場プログラムについて

CINEMA-DSP音場プログラム No.7～12

■ CINEMA-DSP音場プログラムのサウンドデザイン .........................................................................

映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその奥に拡がり、そ

してサラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。

ヤマハDSPをAV再生用に進化させたプログラムが「CINEMA-DSP」です。映画サラウンドデコーダであるドルビー プロロジック、

ドルビーデジタルやDTSの各デコーダとヤマハDSPを融合し、映画のサウンドを最良の状態でデザインするダビングステージ（最終

的な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのクオリティをAVルームに再現するサラウンド音場です。

CINEMA-DSP音場プログラムでは、フロントのL, C, RチャンネルにもヤマハDSP処理を加えることで、視聴者はセリフの実在

感や効果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。

CINEMA-DSP
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音場プログラムについて

■ MOVIE THEATERプログラム ...........................................................................................................

プレゼンス�
4ch DSP

ドルビー�
プロロジック�
デコーダ�
�

サラウンド�
4ch DSP

FL

L

C

R

S

FR
RL
RR

FL
FR
RL
RR

M
E
R
G
E

L+C+R�
MIX

L
C
R

FL

LT

RT

L-R

FR

RL

RR

PRESENCE

SURROUND

プログラム
MOVIE THEATER 1 ................［70mm Spectacle］ / ［70mm Sci-Fi］
MOVIE THEATER 2 ............［70mm Adventure］ / ［70mm General］

音場効果

音場効果 ● ムービーシアタードルビーデジタルおよびDTSプログラム
ドルビーデジタルおよびDTSのフロント、左サラウンド、右サラウンド信
号に独立したヤマハ3音場DSP処理を施します。これにより、チャンネル
セパレーションの良さなどを犠牲にすることなく、雄大な音場表現やサラ
ウンド音の包囲感の再生が可能になり、最新のデジタルサラウンド映画館
のような臨場感が再現できます。
6.1/ESデコーダ動作時は上記の3音場DSP処理に加え、リアセンター信
号に専用の別音場DSP処理を施します。これにより、音の包囲感や移動感
はよりリアリティーを増します。

● ムービーシアター70mmプログラム
雄大な音場空間を表現でき、サラウンド音に広がりを持たせることで包囲
感が表現できます。また、フロントにも奥行きが出て、ドルビーステレオ
映画館のような臨場感が再現できます。

通常手にする映画のパッケージソフトは、ドルビーサラウンドのマトリックス技術によって4チャンネル（L/C/R/S）の音声情報が
エンコード処理され、L/Rに収められています。それをデコード（復元）するのがドルビー プロロジック デコーダです。ムービー
シアタープログラムは、エンコード・デコード処理によって失われがちな拡がり感や微妙な音のニュアンスまでも再現しようとい
うものです。マトリックス処理を行わない70mmフィルムの6チャンネルマルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊
かな拡がりを、ダビングステージのクオリティと理想的な音場で楽しめるのがムービーシアター70mmプログラムです。また、
最新の映画館用デジタルサラウンドシステムである「ドルビーステレオデジタル」や「DTS（デジタルシアターシステムズ）」のサウン
ドをそのまま家庭でも楽しめるように開発されたのが「ドルビーデジタルデコーダ」および「DTSデコーダ」です。そしてさらに、リ
アセンターチャンネルを設けることにより、新たなサウンドデザインが可能になりました。本機のムービーシアタープログラムで
は、映画館用にデザインされたドルビーデジタルやDTSサウンド、リアセンターチャンネルを追加したドルビーデジタルサラウン
ドEX、DTS-ES等すべてに対応しており、家庭用のスピーカシステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感あふれるスケー
ルの大きな音場を楽しめます。

プレゼンス�
4ch DSP

ドルビー�
デジタルおよび�

DTS�
デコーダ�

L サラウンド�
4ch DSP

R サラウンド�
4ch DSP

FL

L

C

R

LS

RS

LFE

FR
RL
RR

FL
FR
RL
RR

FL
FR
RL
RR

L+C+R�
MIX

L
C
R

LFE

FL

FR

RL

RR

M
E
R
G
E

プレゼンス4ch DSP

サラウンド4ch DSP

プレゼンス4ch DSP

Lサラウンド�
4ch DSP

Rサラウンド�
4ch DSP
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音場プログラムについて

■ CINEMA-DSP音場処理LSIシステム.................................................................................................

CINEMA-DSPプログラムは、音場処理ブロックがプログラムによって異なります。プレゼンス音場、サラウンド音場ともに、

音場データは実測音場データをベースにしています。プレゼンス／サラウンド音場の音場データは、Hi-Fi DSPプログラムと同

様に仮想音源分布とエコーパターンで表すことができますが、エネルギーバランスやミックスする信号の割合など複雑な処理が

施されていることから、聴覚上の音場イメージで表しています。各CINEMA-DSPプログラムの音場については、P.102～105

を参照してください。

プログラム音場イメージ

本機の“CINEMA-DSP音場処理LSIシステム”は、機能を専門化されたフルデジタルの4チップ構成になっています。

サラウンドデコーダとして、ドルビーデジタル／プロロジックおよびDTS用にYSS-918を搭載し、6.1/ES（マトリクス）デコーダとし

てYSS-908を搭載しています。ドルビーデジタルおよびDTS対応で大規模な音場処理量が必要になるDSP LSIには、YSS-910を採

用しました。

L

R

ANALOG

DIR

DEM

128fs�
24bit�
A/D

PCM/DTS�
/DOLBY DIGITAL

DORBY DIGITAL�
(AC-3)RF

YSS-918

DTS/�
PRO�
 LOGIC/�
DOLBY�
 DIGITAL�
DECODER

3/2�
3/1�
3/0�
2/2�
2/1�
2/0�
1/0

L L

C

R

C

R

LSt

RSt

LFE LFE

YSS-908

6.1/ES�
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DECODER

LS
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RC

RS

RC
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FL

FR

RL

RR

L

C

R

SWR

SWL

RC

FL

FR

RL

RR

YSS-910

#1 DSP�
CINEMA�
DSP�
�
HiFi�
DSP

YSS-910

#2 DSP�
POST�

PROCESSOR

HP DSP�
VIRTUAL DSP�
SP CONFIG.�
�
CINEMA EQ�
CT GEQ�
RCT GEQ�
HP TONE CTRL�
�
CT DELAY�
SUR. DELAY�
RCT DELAY�
AUDIO DELAY�
 �
TEST TONE

DF1704

DF1704

DF1704

DF1704

DF1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

PCM1704

8fs D.F. 96k/24bit DAC

DSP CTRL�
CPU 4M RAM 4M RAM 4M RAM

ステレオ入力時�

プレゼンス音場�

音源�
スクリーン�

視聴ポイント�
AVルーム�

サラウンド音場�

リバーブ（残響）�

ドルビーデジタルおよびDTS入力時�

プレゼンス音場�

フロント音源�

視聴ポイント�

AVルーム�

Lサラウンド音場�

リバーブ（残響）�

Lサラウンド音源�

Rサラウンド音場�
Rサラウンド音源�
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音場プログラムについて

ステレオ入力時

ステレオ入力時

ステレオ入力時

ステレオ入力時

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

タイプ Pavilion

特長：ボーカルは明瞭で実在感があり、大きく拡がりのある空間を
感じさせる音場です。やや遅れてくる多くの残響は、パビリ
オン独特のライブ感ある音場を再現し、熱狂的なコンサート
シーンを盛り上げます。

CONCERT VIDEO 2 .........................................................................................................................

CONCERT VIDEO 1 .........................................................................................................................

タイプ Pop／Rock

特長：ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。
サラウンド音場に広いホールのデータを使用しているため、
間接音成分が豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空
間、音場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれ
ます。

タイプ DJ

特長：プレゼンス音場にオペラハウス系、サラウンド音場にはコン
サートホールのデータを使用しています。ディスクジョッ
キーのトークはクリアに、音楽は音場感豊かに楽しめます。

タイプ Classical／Opera

特長：響きの量を適度に抑えてあり、声の奥行き感、明瞭度に優れ
ています。オペラではステージでの定位や臨場感と共に、
オーケストラボックスの響きが眼前にくり広げられます。サ
ラウンド音場は控えめながら、コンサートホールのデータを
使用することで音楽の美しさを演出。長時間のオペラもので
も疲れません。

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

● AVソース用の音場プログラムです。 6.1/ESデコーダ動作時は、リアセンター音源とリアセンター音場が加わります。

● AVソース用の音場プログラムです。 6.1/ESデコーダ動作時は、リアセンター音源とリアセンター音場が加わります。
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音場プログラムについて

ステレオ入力時

ステレオ入力時

MOVIE THEATER 1..........................................................................................................................

● AVソース用の音場プログラムです。 ビジュアルソフト  または  と表示されているドルビー エンコードソー

スおよび  と表示されているDTSエンコードソースの再生に最適なプログラムです。6.1/ESデコーダ動作時は、リアセン

ター音源とリアセンター音場が加わります。

タイプ Variety／Sports

特長：プレゼンス音場は狭めてあるが、サラウンド音場にはコン
サートホールのデータを使用しており、様々なバラエティー
や中継番組に、適用範囲の広い音場効果を再現。スポーツ中
継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓声や場内
の雰囲気は周囲へと拡がります。後方回り込みは適度に抑え
てあるので、長時間使用しても違和感がありません。
6.1/ESデコーダ動作時は、リアセンター音源とリアセン
ター音場が加わります。

タイプ Mono Movie

特長：古いモノラル名作映画専用のポジションです。オペラハウス
系のプレゼンス音場と適度な残響処理により、往年の名作映
画のモノラル音声が臨場感を持って再生されます。
6.1/ESデコーダ動作時は、リアセンター音源が加わりま
す。

TV THEATER......................................................................................................................................

タイプ 70mm Spectacle／DGTL Spectacle／
Spectacle 6.1／DTS Spectacle／
Spectacle ES

特長：70mm映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に
映画の空気がそのまま存在するようなスペクタクルな音場で
す。微妙な音の響きまでも再現する表現力をもち、映像と空
間に今までにないリアリティを生みだします。70mm映画
初期の作品から最新のドルビーソフトおよびDTSソフトま
で、幅広くスペクタクルな世界が楽しめます。

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ステレオ入力時
ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

タイプ 70mm Sci-Fi／DGTL Sci-Fi／Sci-Fi 6.1／
DTS Sci-Fi／Sci-Fi ES

特長：最新のSFX映画のサウンドデザインをセリフと音楽効果音に
クールに描き分け、静けさの中に広大なシネマ空間を演出し
ます。高度なテクニックを駆使したドルビーステレオ、ドル
ビーデジタル、DTSソフトまで、Science Fictionの世界を
仮想空間音場で楽しめます。

ステレオ入力時
ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

● AVソース用の音場プログラムです。
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MOVIE THEATER 2..........................................................................................................................

● AVソース用の音場プログラムです。ビジュアルソフト  または  と表示されているドルビー エンコードソー

スおよび  と表示されているDTSエンコードソースの再生に最適なプログラムです。6.1/ESデコーダ動作時は、リアセン

ター音源とリアセンター音場が加わります。

音場プログラムについて

タイプ 70mm Adventure／DGTL Adventure／
Adventure 6.1／DTS Adventure／
Adventure ES

特長：最新の映画サウンドデザインを最高に再現するプログラムで
す。70mm／ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラック
にデザインされた演出を忠実に再現すると共に音場プログラ
ム自体の響きをできるだけ抑え、響きをデットにした最新の
映画館とコンセプトを同じにしています。プレゼンス音場
に、オペラハウス音場データを使用。会話の定位、立体感に
優れています。サラウンド音場にはコンサートホールのデー
タを使用、力強い響きと共にアクション、アドベンチャーな
どのデザインされたサウンドを明確に再現し、痛快な臨場感
をもたらします。

ステレオ入力時

ステレオ入力時
タイプ 70mm General／DGTL General／

General 6.1／DTS General／General ES
特長：70mm/ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラックのサ

ウンドを再現するプログラムで、全体に柔らかい拡がり感の
ある響きが特長です。
プレゼンス音場はやや狭い印象で、セリフの響きを抑え明瞭
度を損なわずにスクリーン周囲とスクリーンの奥に立体的に
再現されます。サラウンド音場は後方の広い空間に音楽や
コーラス等のハーモニーが美しく響く印象です。

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時
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PRO LOGIC、DOLBY DIGITAL、DTS DIGITAL SUR .................................................................

● ビジュアルソフト  または  と表示されているドルビー エンコードソースおよび  と表示されているDTS
エンコードソースの再生に最適なプログラムです。

● モノラルのソースではサラウンド信号は出力されません。

ステレオ入力時

タイプ PROLOGIC /Normal
DOLBY DIGITAL/Normal
DOLBY DIGITAL/Matrix 6.1
DTS DIGITAL SUR/Normal
DTS DIGITAL SUR/ES

特長：ドルビーサラウンド プロロジック／ドルビーデジタルデコー
ダまたはDTSデコーダで正確に処理されたムービーサウン
ドをストレートに再生します。セパレーション特性に優れ、
スムーズで正確な音源の移動や定位が得られます。6.1/ES
デコーダ動作時はリアセンター音源が加わります。

タイプ PROLOGIC/Enhanced
DOLBY DIGITAL/Enhanced
DOLBY DIGITAL/Enhanced 6.1
DTS DIGITAL SUR/Enhanced
DTS DIGITAL SUR/Enhanced ES

特長：ドルビーサラウンドまたはDTSサラウンドのオリジナル定
位を乱すことなく、正確なデコード動作とDSP処理を行い
ます。
35mm映画館のマルチサウンドスピーカを、より理想的な
ものへシミュレーションした音場です。サラウンド音場は、
視聴者を左右後方から美しい響きで包み込みます。そのた
め、音の移動は後方から左右、スクリーンに自然につなが
り、映画制作側の意図する効果を再現します。6.1/ESデ
コーダ動作時はリアセンター音源とリアセンター音場が加わ
ります。

ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

ステレオ入力時
ドルビーデジタルおよび
DTS入力時

音場プログラムについて
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パラメータガイド

●音場プログラム毎にDSP処理の構造が違います。そのため、パラメータの種類も異なります。

時間�

反射面�

音源�

小 1 ms 大 99 ms

レ
ベ
ル�

INIT. DLY INIT. DLY INIT. DLY

時間�

初期反射音�

ソースの原音�
レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調節。

（「フロント2チャンネル（または3チャンネル）＋リア2チャンネル」以上で、ド

ルビーデジタルおよびDTS入力時のみ有効）

可変範囲 ： 1ms～49ms

解説 ： 直接音とサラウンド音場との時間遅れをコントロールするパラメータです。値

を大きくするほどサラウンド音場が遅れて発生します。

■
サラウンド イニシャル ディレイ

S. INIT DLY　（Surround Initial Delay）........................................................................................

機能 ： プレゼンス音場の遅延時間を調節。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音からプレゼンス音場が始まるまでの時間をコントロールするパラメータです。

値を大きくするほど、プレゼンス音場が遅れて発生します。

■
プレゼンス イニシャル ディレイ

P. INIT DLY　（Presence Initial Delay）.......................................................................................

機能 ： 音源と壁面との距離感を調節。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延

時間）をコントロールするパラメータです。

初期反射音の遅れは、音源と反射面との距離に

よって決まります。つまり、遅延時間を短くする

と、音源が壁面に近づいた感じになり、逆に遅延

時間を長くすると、音源は壁面から離れた感じに

なります。

INIT. DLYを調節することにより、ソースの原音

から周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音

像のできかた等がコントロールできます。

＊ 遅延時間を長くした場合、組み合せによっては違
和感のある音になることがあります。

■
イニシャル ディレイ

INIT. DLY　（Initial Delay）...............................................................................................................

機能 ： エフェクトレベル（効果音）の微調節。

可変範囲 ： －3dB～＋3dB

解説 ： エフェクト音全体のレベルを微調節するパラメータです。

ヘッドホン再生中は調節できません。

■
エフェクト トリム

EFCT TRIM　（Effect Trim）.............................................................................................................

機能 ： リアセンター音場の遅延時間を調節。

（6.1/ESデコーダがオンのときのみ有効）

可変範囲 ： 1～49ms

解説 ： 直接音とリアセンター音場との時間遅れをコントロールするパラメータです。

値を大きくするほどリアセンター音場が遅れて発生します。

■
リア センター イニシャル ディレイ

RC. INIT DLY　（Rear Center Initial Delay）...............................................................................
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S. DELAY S. INIT. �
DELAY

時間�

直接音�
SORROUND（LS/RS）�
S音場�レ

ベ
ル�

S. DELAY

時間�

直接音�
S音場�レ

ベ
ル�

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時�
（サラウンド音源は存在しない）�

ドルビーデジタル／DTS入力時�

時間�
値：小� 値：大�

音源�

小 0.1 大 2.0

レ
ベ
ル�

時間�

初期反射音�
ソースの原音�

レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

■
サラウンド ディレイ

S.DELAY（Surround Delay）............................................................................................................

機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調節

可変範囲 ： 0ms～15ms（ドルビーデジタル／DTS時）、

15ms～30ms（ドルビー プロロジック動作

時）、15ms～49ms（その他の場合）

解説 ： ドルビーデジタル／DTS入力時：

直接音とサラウンド音源との時間遅れをコント

ロールするパラメータです。値を大きくするほど

サラウンド音源が遅れて発生します。

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時：

直接音とサラウンド音場との時間遅れをコント

ロールするパラメータです。値を大きくするほど

サラウンド音場が遅れて発生します。

サラウンド音源は存在しません。

機能 ： 拡がり感の調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： 空間の拡がり感をコントロールするパラメータで

す。

値を大きくするほど広い空間（部屋）になり、値を

小さくするほど狭い空間になります。音が反射を

繰り返すとき、壁と壁の間が広い大きなホールほ

ど、反射音と反射音の時間的な間隔が長くなりま

す。このことから、反射音同士の時間間隔をコン

トロールすれば、拡がり感を変えることができる

ということになります。

1.0で実測値そのまま、2.0にすると、一辺の長

さが倍の空間になります。

■
ルーム サイズ

ROOM SIZE ........................................................................................................................................

■
プレゼンス ルーム サイズ

P. ROOM SIZE　（Presence Room Size）...................................................................................

機能 ： プレゼンス音場の拡がり感の調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： プレゼンスの拡がり感をコントロールするパラメータです。

値を大きくするほど、プレゼンス反射音同士の時間間隔が長くなり、ソースに含

まれる音楽や効果成分に拡がり感が出てきます。
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パラメータガイド

時間�
デッド�

反射音小�
音源�

小 0 大 1 0

レ
ベ
ル�

反射音大�

時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

時間�

ライブ�
レ
ベ
ル�

■
サラウンド ルーム サイズ

S. ROOM SIZE　（Surround Room Size）....................................................................................

機能 ： サラウンド音場の拡がり感を調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： サラウンド音場の拡がり感をコントロールするパラメータです。値を大きくする

ほど、サラウンドの音場空間が拡がります。

■
リア センター ルーム サイズ

RC. ROOM SIZE　（Rear Center Room Size）...........................................................................

機能 ： リアセンター音場の拡がり感を調節。

（ドルビーデジタルサラウンドEXおよびDTS ES入力時のみ有効）

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： リアセンター音場の拡がり感をコントロールするパラメータです。値を大きくす

るほど、リアセンターの音場空間が拡がります。

機能 ： 響き具合の調節。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： 初期反射音の減衰特性を決めるパラメータです。

値を大きくするほど、反響が多くライブな音場に

なり、値を小さくするほど反響が少ないデッドな

音場になります。実際のホールでのライブ感／

デッド感は、反射面の吸音特性によって決定さ

れ、反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければ

ライブに感じられます。

■
ライブネス

LIVENESS ...........................................................................................................................................

■
サラウンド ライブネス

S. LIVENESS　（Surround Liveness）..........................................................................................

機能 ： サラウンド音場の響き具合を調節。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： サラウンド音場の減衰量をコントロールするパラメータです。値を大きくするほ

ど、サラウンド音場の響きが強くなります。
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時間 

レ
ベ
ル�

REV TIME
REV.�
DELAY

(dB)

60dB

残響音�

ソースの原音�

(t)

時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

REV LEVEL

パラメータガイド

■
リア センター ライブネス

RC. LIVENESS　（Rear Center Liveness）.................................................................................

機能 ： リアセンター音場の響き具合を調節。

（6.1/ESデコーダがオンのときのみ有効）

可変範囲 ： 0～10

解説 ： リアセンター音場の減衰量をコントロールするパラメータです。値を大きくする

ほど、リアセンター音場の響きがつよくなります。

時間�時間�

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

初期反射音�

60 dB

音源� 残響音短い� 残響音長い�

REV. TIME

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

時間�
後部残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

小 1.0 s 大 5.0 s

■
リバーブ タイム

REV. TIME　（Reverb Time）...........................................................................................................

機能 ： 余韻の長さを調節。

可変範囲 ： 1.0s～5.0s

解説 ： 後部残響音が減衰していく時間をコントロールす

るパラメータです。

約1kHzの残響音が60dB減衰するのにかかる時間

を基準にしています。値を小さくするほど、残響音

が早く減衰します。

REV. TIMEを調節することにより、デッド気味

のソースやリスニングルームに少し長めの残響時

間を設定したり、逆にライブ気味のソースやリス

ニングルームには、短い残響時間を設定して自然

な残響音となるようにコントロールすることがで

きます。

■
リバーブ ディレイ

REV. DELAY　（Reverb Delay）.....................................................................................................

機能 ： 残響音の遅延時間を調節。

可変範囲 ： 0ms～250ms

解説 ： 残響音が発生し始めるまでの時間です。値を大き

くするほど、残響音が最初の初期反射音より遅れ

て発生するようになります。

同じREV. TIMEでも、REV. DELAYを長くして

いくと大きな空間の残響感になります。

■
リバーブ レベル

REV. LEVEL　（Reverb Level）.......................................................................................................

機能 ： 余韻の強さを調節。

可変範囲 ： 0％～100％

解説 ： 後部残響音のレベルをコントロールするパラメー

タです。

値を大きくするほど後部残響音のレベルが大きく

なり、余韻が強く感じられます。値を小さくする

ほど後部残響音のレベルが小さくなり、余韻が弱

く感じられます。
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1. CONCERT HALL 1
Europe Hall A

EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Europe Hall B
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Europe Hall C
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

2. CONCERT HALL 2
U. S. A. Hall D

EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Europe Hall E
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Live Concert
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

3. CHURCH
Tokyo

EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Freiburg
EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Royaumont
EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

4. JAZZ CLUB
Village Gate

EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Village Vanguard
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

The Bottom Line
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

パラメータ一覧表

パラメータ名 変更値1 変更値2 パラメータ名 変更値1 変更値2 パラメータ名 変更値1 変更値2

● パラメータを変更したときには、変更値を一覧表に記入しておいてください。

操作ミスで大事なパラメータをイニシャライズしたときや、記憶した内容が消えたとき（2週間以上、本機の電源コードをコ

ンセントから抜いたとき）に便利です。
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7. CONCERT VIDEO 1
Pop/Rock

EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

DJ
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

6. ENTERTAIMENT
Disco

EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Party
EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Game/Amusement
EFCT TRIM
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

5. ROCK CONCERT
Roxy Theatre

EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Warehouse Loft
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Arena
EFCT TRIM
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

パラメータ名 変更値1 変更値2 パラメータ名 変更値1 変更値2パラメータ名 変更値1 変更値2
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9. TV THEATER
Mono Movie

EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Variety/Sports
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

11. MOVIE THEATER 2
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Adventure
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）General
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

8. CONCERT VIDEO 2
Classical/Opera

EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

Pavilion
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

パラメータ名 変更値1 変更値2パラメータ名 変更値1 変更値2

パラメータ一覧表

パラメータ名 変更値1 変更値2

10. MOVIE THEATER 1
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Spectacle
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Sci-Fi
EFCT TRIM
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
◇S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

※ ◇印のパラメータは、ドルビーデジタ

ルおよびDTS入力時のみ有効、◆印の

パラメータは6.1/ESデコーダ動作時

のみ有効で、ステレオ入力時は設定で

きません。

※ No.7～No.12までの音場プログラム

は、ステレオ再生時、ドルビーデジタ

ル再生時、およびDTS再生時、個別

に「S. DELAY」パラメータを設定でき

ます（Mono Movieを除く）。

※ No. 7～No.11までの音場プログラム

は、6.1/ESデコーダのON時および

OFF時、個別にパラメータ「S. INIT

DLY」と「S. ROOM SIZE」を設定でき

ます（Mono Movieを除く）。

※ No. 12のEnhancedでは、ステレオ

再生時、6.1/ESデコーダのON時お

よびOFF時、個別にパラメータ「S.

ROOM SIZE」と「S. LIVENESS」を

設定できます。

※ ヘッドホンを接続している場合、

「EFCT TRIM」は表示されません。

※ ヘッドホンを接続している場合と、接

続していない場合で、個別にパラメー

タを設定できます。

12. PRO LOGIC（DOLBY DIGITAL/
DTS DIGITAL SUR）

Normal(Matrix 6.1/ES)
S. DELAY

Enhanced(6.1/ES)
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
S. LIVENESS
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
◆RC. LIVENESS
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故障かな？と思ったら

ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対処しても

正常に動作しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店、または最寄りのヤマハ電気音響製

品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。

● 本機使用中に、強い外来ノイズ（落雷・過大な静電気など）を受けた場合や誤った操作をした場合などは、本機が正常に動作し

ないことがあります。このような場合は、電源を切った後に電源コードを抜き、約30秒後に再び接続して操作してください。

現象 原因 解決方法

電源プラグをコンセントにしっかり差し込みま
す。

LEVELキーを押してフロント・エフェクトの音
量調節モードを選び、カーソルキーの“＋”を押
してレベルを上げます。再度、テストトーンで
のスピーカレベル調節をおすすめします。

POWERスイッチを押しても電源
が入らない。

ボリュームが絞られている。 VOLUMEコントロール、またはリモコンの
VOLUMEキーで音量を上げます。

接続が不完全。 接続を確認してください。

ヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンのプラグを抜いてください。

音が出ない。

接続を確認してください。接続が不完全。

片側チャンネルの音が出ない。
BALANCEコントロールでバランスを調節して
ください。

バランスが反対側のチャンネルに偏ってい
る。

ハム音が出る。 ピンプラグコードの接続が不完全。 ピンプラグをしっかり差し込みます。

EFFECT OFFになっている。 EFFECTを押して、EFFECT ONにします。エフェクト音が出ない。

フロント側のエフェクト音が出
ない。

フロントレベルが絞られている。

電源プラグの接続が不完全。

MUTEがONになっている。 リモコンのMUTEキーを押してMUTE OFFに

します。VOLUMEコントロールまたはリモコ

ンのVOLUMEキーを操作してもミュートは解

除されます。

接続機器の設定が適切でない。 接続機器の取扱説明書をご覧になり、設定を変
更してください。

スピーカの接続を確認してください。電源を入れてもすぐに切れてしま
う。

スピーカコードがショートした状態で電源
を入れると保護回路により電源が切れるこ
とがある（本体ディスプレイに“CHECK SP
WIRES!”が表示される）。
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現象 原因 解決方法

故障かな？と思ったら

セットメニューで、センタースピーカとメイン
スピーカが同じ音色になるように、センターグ
ラフィックイコライザーをセットします。

他の音場プログラム（No.1～11）を選択して再
生します。

音場プログラムNo.12でモノラルソースを
再生している。

センターチャンネル用イコライザーの設定
が適切でない。

センタースピーカの音が極端に不
自然。

LEVELキーを押してリア・エフェクトの音量調
節モードを選び、カーソルキーの“＋”を押して
レベルを上げます。再度、テストトーンでのス
ピーカレベル調節をおすすめします。

リアレベルが絞られている。

リア側の音が出ない。

通常のPCM CDやLDを再生する
と音が出ない。

入力モードが適切でない。

DTSソースを再生すると“ザーッ”
というノイズが出る。

入力モードが“ANALOG”になっている。

入力モードを“AUTO”にして再生してください。

必ずデジタル接続を行い、入力モードを
“AUTO”、“DGTL”または“DTS”固定にして再生
してください。

DTS対応LDまたはCDの再生中
に音が出なくなる。

プレーヤ側でディスクの種類を誤認識して
いる。

DTSデコードに支障はありませんが、プレーヤの
電源をいったん切り、再度電源を入れてくださ
い。

リアセンターからテストトーン

が出ない。

セットメニューのスピーカモードの設定でリアセ

ンタースピーカモードを正しくセットします。

リアセンタースピーカモードが“NONE”に

なっている。

セットメニューのスピーカモードの設定でリア
L/Rスピーカモードを正しくセットします。

リアL/Rスピーカモードが“NONE”になっ
ている。

リアL/Rスピーカモードが“NONE”になってい
ると、自動的にリアセンタースピーカモードも
“NONE”に設定されます。セットメニューでリ
アL/Rスピーカモードを正しくセットします。

リアL/Rスピーカモードが“NONE”になっ
ている。

DTS対応DVDが再生できない、
またはサンプリング周波数
96kHzのDVDが再生できない。

これらの信号を再生する際、DVDプレーヤ
によっては設定変更が必要なものがある。

DVDプレーヤの取扱説明書をご覧になり、適切
に設定してください。

センタースピーカモードが“NONE”になっ
ている。

センターレベルが絞られている。

セットメニューのスピーカモードの設定でセン
タースピーカモードを正しくセットします。

LEVELキーを押してセンターの音量調節モード
を選び、カーソルキーの“＋”を押してレベルを
上げます。再度、テストトーンでのスピーカレ
ベル調節をおすすめします。

センタースピーカの音が出ない。

音場プログラムNo.1～6を選択している。 音場プログラムNo.1～6では、センターの音は
出ません。（ドルビーデジタル／DTS信号入力
時を除く）

サブウーファから音が出ない。 スピーカモードの設定が適切でない。 セットメニューのスピーカモードの設定で、バス
アウトモードを正しくセットします。2チャンネ
ルソースを再生する場合は“BOTH”を選んでくだ
さい。
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現象 原因 解決方法

サラウンド効果が付加された音が
録音できない。

本機のMD、TAPE、VCR端子に接続した録音機器で、サラウンド効果を付加した音を録音す
ることはできません。

本機を使用していると、チューナ
やテレビから雑音が出る。

本機とチューナやテレビの設置場所が近す
ぎる。

本機はデジタル信号を扱います。電波を扱う機
器と離して設置してください。

本機に接続している機器にヘッド
ホンを接続して聴いていると、音
が歪む。

本機の電源が切れている。 必ず本機の電源を入れてお楽しみください。

ファンが回る音がときどき聞こえ

る。

放熱のため、本機内部にはファンが取り付けられています。本機内部の温度が上昇したとき、

または電源を入れたときなどに作動します。

乾電池を3本とも交換します。乾電池が消耗している。

本体のリモコン受光窓から7m以内、角度30°
以内の範囲で操作してください。

リモコン操作範囲から外れている。

受光部に日光や照明（インバーター蛍光灯・
ストロボライトなど）が当たっている。

照明、または本体の向きを変えてください。

リモコンで操作できない。

ヤマハDVDがリモコンで操作で
きない。

リモコンにプリセットされている信号と
DVDプレーヤが適合しない。

DVDコ－ド名“Yama2”をセットアップしてく
ださい。

ヤマハMDがリモコンで操作でき
ない。

リモコンにプリセットされている信号とMD
が適合しない。

MDコ－ド名“Yama2”をセットアップしてくだ
さい。

ビクターのテレビやビデオデッキ
がリモコンで操作できない。

メ－カコ－ド名“JVC”をセットアップしてください。
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■オーディオ部

定格出力 110W＋110W メインアンプ 6Ω, 20Hz～20kHz,

110W センターアンプ 0.015%THD

110W＋110W リアL/Rアンプ

110W リアセンターアンプ

35W＋35W フロントアンプ 6Ω, 20Hz～20kHz,

0.05%THD

実用最大出力 150W＋150W メインアンプ 6Ω, EIAJ, 1kHz,

150W センターアンプ 10%THD

150W＋150W リアアンプ

45W＋45W フロントアンプ 6Ω, EIAJ, 1kHz, 10%THD

ダンピングファクター ≧200 20Hz～20kHz、L/C/R、8Ω

入力感度（アナログ） 2.5mV/47kΩ PHONO  MM

100W/8Ω換算 150mV/47kΩ CD他

1V/47kΩ MAIN IN

出力電圧（アナログ） 150mV/600Ω REC OUT

1V/1.2kΩ MAIN OUT

2.0V/1.2kΩ SUBWOOFER SPLIT

4.0V/1.2kΩ SUBWOOFER MONO

最大出力 3V 20Hz～20kHz、1%THD、PRE OUT、MAIN L/R

ヘッドホン出力/ 150mV/100Ω

インピーダンス

周波数特性 10Hz～100kHz－3dB

全高調波歪率 CD他からMAIN OUT（1V） 0.005%以下

20Hz～20kHz MAIN INからSP OUT（55W/6Ω） 0.008%以下

S/N 96dB以上 CD他（入力ショート, EFFECT OFF）

残留ノイズ 150μV MAIN L/R、SP OUT

チャンネルセパレーション 70dB/60dB 1kHz/10kHz、CD他

トーンコントロール TREBLE ±10dB/20kHz（L, R連動）

BASS ±10dB/50Hz（L,  R連動）

バスエクステンション ＋6dB at 60Hz（L, R）

センター／ 中心周波数 100Hz/300Hz/1kHz/3kHz/10kHz

リアセンターイコライザー GAIN ±6dB

Q 0.7

シネマイコライザー 構成 HIGH＋PEQ

HIGH（ハイシェル FRQ 1.0kHz～12.7kHz

ビングフィルター） GAIN －9dB～＋6dB

PEQ FRQ 1.0kHz～12.7kHz

（パラメトリック GAIN －9dB～＋6dB

イコライザー） Q 1.85

A/Dコンバータ 128倍オーバーサンプリング

デルタシグマ方式24ビットA/Dコンバータ

D/Aコンバータ 8倍オーバーサンプリングマルチビット変換方式

24ビットD/A コンバータ

参考仕様

■ビデオ部

ビデオレベル（VIDEO） 1.0Vp-p/75Ω

ビデオレベル（S-VIDEO） Y=1.0Vp-p/75Ω

C=0.286Vp-p/75Ω

コンポーネントビデオレベル Y=1.0Vp-p/75Ω

PB/CB=0.7Vp-p/75Ω

PR/CR=0.7Vp-p/75Ω

S/N 50dB

周波数特性 5Hz～10MHz, －3dB

■総合

電源電圧 AC100V, 50/60Hz

消費電力 420W

ACアウトレット SWITCHED×3 TOTAL 100W max

寸法（W×H×D） 471×211×473 mm

（ボリュームノブおよび、スピーカターミナルを

含みます）

重量 28.0kg

付属品 リモコン、リモコン操作チャート、

単3アルカリ電池（3本）

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。

＊「高調波ガイドライン」適合品とは、通産省・資源エネルギー庁の定めた「家電・汎

用品高調波抑制対策ガイドライン」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベ

ルを考慮して設計・製造した製品です。

本機は、電気用品取締法に定める技術基準に適合しています。
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■入力／出力端子一覧表

アナログ デジタル 映像
同軸 OPTICAL（光） コンポジット Sビデオ コンポーネント

IN OUT
IN OUT IN OUT IN OUT IN OUT IN OUT

PHONO（MM） ○
CD ○ ○ ○
TUNER ○
TAPE ○ ○
MD ○ ○ ○ ○
DVD ○ ○ ○ ○ ○ ○
LD ○ ○RF(AC3) ○ ○ ○
D-TV ○ ○ ○ ○ ○
CBL/SAT ○ ○ ○ ○ ○ ○
VCR1/2/3 ○ ○   ○* ○ ○ ○ ○
VIDEO AUX（フロント） ○ ○ ○
6CH INPUT ○
MAIN ○ ○
CENTER ○ ○
REAR CTR ○
FRONT ○
REAR (SURROUND) ○
SUBWOOFER ○（L/R/MONO）
ヘッドホン ○
ビデオモニター ○ ○ ○
ZONE 2 OUT ○ ○
スピーカ出力 メインA/B、センター、フロント、リア、リアセンター

*  VCR1のみ

■録音／録画

オーディオ オーディオ／ビデオ（コンポーネント信号を除く）

再生中のソースの録音／録画 再生中以外のソースの録音／録画
REC OUTセレクタ 録音／録画（BGV可） REC OUTセレクタ 録音／録画
SOURCE ●選択
PHONO ● PHONO ●
CD ● CD ●
TUNER ● TUNER ●
TAPE ●  TAPE TAPE ●  TAPE
MD ●  MD MD ●  MD
DVD ● DVD ●
LD ● LD ●
D-TV ● D-TV ●
CBL/SAT ● CBL/SAT ●
VCR1 ●  VCR1 VCR1 ●  VCR1
VCR2 ●  VCR2 VCR2 ●  VCR2
VCR3 ●  VCR3 VCR3 ●  VCR3
VIDEO AUX（フロント） ● VIDEO AUX（フロント） ●

● デジタル系

再生中のソースの録音 再生中以外のソースの録音
REC OUTセレクタ 録音 REC OUTセレクタ 録音
SOURCE ●選択
PHONO PHONO
CD（光／同軸） ● CD（光／同軸） ●
TUNER TUNER
TAPE TAPE
MD（光のみ）  MD MD（光のみ）  MD
DVD（光／同軸） ● DVD（光／同軸） ●
LD（光のみ）* ● LD（光のみ）* ●
D-TV（光のみ） ● D-TV（光のみ） ●
CBL/SAT（光／同軸） ● CBL/SAT（光／同軸） ●
VCR1（光のみ） ● VCR1（光のみ） ●
VCR2 VCR2
VCR3 VCR3
VIDEO AUX VIDEO AUX

* LDのRF（AC-3）信号はREC OUT出力されません。
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V : VIDEO    S :S-VIDEOV / S ともに映像入力がない場合�

● Sの映像入力があり、Sモニターの出力が接続されていない場合も同様です。�

● Sモニターの出力は、Sコネクターの本体への接続を検出しています。ケーブルの先にモニターが接続されていなくても同様になります。�

V の映像入力があり、S の映像入力がない場合�

V / S ともに映像入力がある場合�

V 映像入力�

S 映像入力�

V 映像入力�

V 映像入力�

S 映像入力�

S 映像入力�

×�

×�

×� ×�

オンスクリーン（ブルーバック）�
V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

オンスクリーン�

オンスクリーン�

オンスクリーン信号経路図

● S-VIDEO端子とピンジャックのVIDEO端子間の信号経由は独立しているため、ピ
ンジャックから入った信号はピンジャックに出力され、S-VIDEO端子から入った
信号はS-VIDEO端子に出力されます。（REC OUTも同様です。）また、Y／C分離、
Y／Cミックスはできません。

● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニターには、オンス
クリ－ン信号は出力されません。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。

静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに

迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも

一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。
「音のエチケット」�

これは日本電子機械工業会
「音のエチケット」キャンペー
ンのシンボルマークです。
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CINEMA EQ 特性図

● L、C、R初期設定

HIGH: FRQ 12.7kHz GAIN －3dB
PEQ: FRQ 12.7kHz GAIN －4dB

● FRONT、REAR初期設定

HIGH: FRQ 12.7kHz GAIN 0dB
PEQ: FRQ 8.0kHz GAIN －3dB

● HIGH周波数特性

FRQ 1.0kHz GAIN ＋6～－9dB

● PEQ周波数特性

FRQ 1.0kHz GAIN ＋6～－9dB Q 1.85（固定）

● HIGH周波数特性

FRQ 1.0～12.7kHz GAIN ＋6／－9dB

● PEQ周波数特性

FRQ 1.0～12.7kHz GAIN ＋6／－9dB Q 1.85（固定）
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ヤマハホットラインサービスネットワーク

Printed in Japan    V482900-2

ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは
保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料
にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、
一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す
る部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ
キは6年)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品
です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品
サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知
らせください。
※品番、製造番号は本機リアパネルに表示してあります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用
時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部
品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、
ランプ、ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

■ヤマハ電気音響製品サービス拠点
（ヤマハAV製品の故障に関するご相談窓口および修理受付、修理品お持ち込み窓口）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7
仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0048 浜松市上西町911　ヤマハ（株）宮竹工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F
TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内
TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7 ヤマハミュージック神戸高松店内
TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用の本機の点検を！

愛情点検

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。

● その他の異常・故障がある。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必ず販
売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談ください。

すぐに使用を中止してください。

〒430-8650 浜松市中沢町10-1
AV国内営業部 TEL (053) 460－3451
AV・IT品質保証部 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

ヤマハホットラインサービスネットワーク

ヤマハAV製品に対するお問合せ窓口

AVお客様ご相談センター
TEL (03) 5488－5500



リモコン操作チャート

本機を操作する

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

LIG
H

T

 DVD 

MACROスイッチ�
マクロ機能を使うときは"ON" の位置にする。�
マクロ機能を使わないときは"OFF"の位置にする。�

インプットセレクタ�
再生するソースを選択する。
機器操作キーが選ばれたソー
スの操作キーへ切り換える。�

STANDBYキー�
電源を切るときに押す。�

SYSTEM POWERキー�
本体の電源を入れるときに�
押す。�

表示窓�
入力や操作状態を表示する。�

SOURCE SELECTキー�
インプットセレクタの代わり
にこのキーを押しても操作で
きる機器が選べる。�

10KEY/DSPスイッチ�
本機を操作するときは"DSP"
の位置にする。音場プログラ
ムが選べる。�

機器操作キー�
インプットセレクタで選んだ�
機器の基本的な操作ができる。�

LEVELキー�
スピーカレベルの調節モード
に入る。�

ON SCREENキー�
押すたびにフル表示→ショー
ト表示→表示オフが切り換わ
る。�

TESTキー�
テストトーンを出力する。�

SLEEPキー�
スリープタイマーを設定する。�

6CH INPUTキー�
6CH INPUT端子に接続した
外部デコーダからのディスク
リート音声を入力する。�

機器操作キー�
インプットセレクタで選んだ�
機器の基本的な操作ができる。�

音場プログラムキー�
音場プログラムを選ぶ。�

VOLUMEキー�
＋キーを押すとスピーカシステ
ム全体の音量が大きくなり、－
キーを押すと小さくなる。�

EFFECTキー�
音場効果をオン／オフする。�

PARAMETER/�
SET MENUスイッチ�
パラメータモードとセットメ�
ニューモードを切り換える。�

パラメータ・�
セットメニューカーソルキー�
パラメータやセットメニューの選
択・設定に使う。�

MUTEキー�
押すと音量が下がる（－∞dB）。�
もう一度押すと、もとの音量に戻る。�

LIGHT�
ボタン�
ボタンを押
すと操作で
きるキーと
表示窓が10
秒間点灯す
る。�

送受信窓�

ラーニングする、メーカーコードをセットアップする、マクロ設定する

ラーニングする

インプットセレクタでラーニングする機器を選ぶ。

●オプション面を選ぶには、SELECT▽キーで“OPTN”を表

示窓に表示させる。

LEARNボタンを押し、すぐに離す。

ラーニングする本リモコンのキーを押す。

相手方のリモコンのキーを押す。

LEARNボタンを押して終了する。

メーカーコード名をセットアップする

インプットセレクタでセットアップする機器を選ぶ。

表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示されるまでLEARN

ボタンを押す。

ENTERカーソルキーの△／▽を押してメーカーコード名を選

ぶ。

●機器の種類（ライブラリー）を変更するには：ENTERカー

ソルキーのq／wを押して機器の種類を変更し、ENTER

カーソルキーの△／▽を押してメーカーコード名を選ぶ。

LEARNボタンを押して終了する。

マクロ設定する

MACROボタンを押す。

設定するマクロキーを押す。

各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキー

を、1個ずつ押す。

MACROボタンを押して終了する。

詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

● 機器操作キーにはヤマハのリモコン対応DVD、
LD、CD、MD、TUNER、TAPEの基本的な操作
の信号があらかじめプリセットされていますが、
これらとオプション面も含めて計14面にラー
ニングすることができます。メーカーコード名
はオプション面を除く13面にセットアップで
きます。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX TAPE PHONO

D-TV CBL/SAT TUNER MD CD

VCR 1 VCR 2 VCR 3 LD DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

–

– – –

 DVD 

LEARNボタン�

MACROボタン�

インプット�
セレクタ�

機器操作キー�

SELECT�
△／▽キー�

マクロキー�

表示窓� ENTER�
カーソルキー�

V483200



機器個別の操作をする

DVDを操作する CDを操作する LDを操作する MDを操作する チューナを操作する

テープデッキを操作する ビデオデッキを操作する テレビを操作する ケーブルTVチューナなどを操作する

インプットセレクタの 
DVD

 を押します。

機器操作キーで操作します。

V-AUX入力とPHONO入力の各機器操作キー

について

各機器操作キーはすべて空キーです。ラーニン

グやメーカーコードをセットアップしてから操

作できます。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 CD  

CDの�
ディスプレイ�
表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

"10KEY"側に�
セットする�
�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

インデックス表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスク�
スキップ�
（CDチェン�
ジャーのみ）�

トラック�
スキップ�

再生�
ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー�

CDの電源�
オン／オフ*3

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを
操作できます。�

*2 工場出荷時、およびヤマハのCDコード"Yama1"をセットアップするとこれ
らのキーはj（ポーズ／停止）キーとしてはたらきます。�

*3 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

インプットセレクタの 
CD

 を押します。

機器操作キーで操作します。

インプットセレクタの 
LD

 を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 LD  

LDの�
ディスプレイ�
表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

"10KEY"側に�
セットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

チャプター／�
タイム表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

サウンド�

チャプター�
スキップ�

再生�
ポーズ�

停止�

+10キー�

LDの電源�
オン／オフ*2

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを
操作できます。�

*2 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

インプットセレクタの 
MD

 を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 DVD 

タイトル�
�
DVDの�
ディスプレイ�
表示切り換え�
�

TVの入力�
切り換え*1

"10KEY"側に�
セットする�

メニュー表示�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

タイトル／�
インデックス�
表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスク�
スキップ�
（DVDチェン�
ジャーのみ）�

メニュー�
カーソル／�
エンター�

サウンド�

チャプター�
スキップ�

再生�
ポーズ�

停止�

+10キー�

DVDの電源�
オン／オフ*2

リターン�

*1 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを
操作できます。�

*2 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

 MD  

MDの�
ディスプレイ�
表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

"10KEY"側に�
セットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

TVの音量*1

トラック�
スキップ�

再生�
ポーズ�

停止�

+10キー�

MDの�
電源オン／オフ*2

録音�

*1 D-TVにメーカーコード名をプセットアップすると、これらのキーでテレビ
を操作できます。�

*2 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

インプットセレクタの 
TUNER

 を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

TUNER

プリセット�
グループ�
A/B/C/D/E�
切り換え�
�

"10KEY"側に�
セットする�

プリセット番号�
P1～P8の選択*1

プリセット局選択�

TUNERの�
電源オン／オフ*2

*1 ヤマハチューナコード“Yama2”をセットアップすると、これらのキーを
操作できます。�

*2 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

インプットセレクタの 
TAPE

 を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

TAPE 

録音／ポーズ�

巻戻し／早送り�

デッキA/B�
切り換え�

再生�
ポーズ*1

停止�
DIR B
DIR A

*1 ラーニングまたは他社のコード名をセットアップしたときにはたらきます。�

VCR1、2および3にメーカーコード名をセッ

トアップした後で操作できます。

インプットセレクタの 
VCR 1

 、
VCR 2

 または 
VCR 3

を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

/

CHP/INDEX

– – –

VCR 1

"10KEY"側に�
セットする�

巻戻し／早送り�

1～9�
チャンネル選択�

TV／ビデオ切り換え�

ビデオデッキの�
チャンネル選択�

再生�
ポーズ�

停止�

0キーまたは�
チャンネル10キー�

ビデオデッキの�
電源オン／オフ�
�録音*1�
�

TV入力切り換え*2

TV音量調節*2

TVのミュート*2

*1 RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�
*2 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを
操作できます。　　　�

D-TVにメーカーコード名をセットアップした

後で操作できます。

インプットセレクタの 
D-TV

 を押します。

機器操作キーで操作します。

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

q

q

q

q

q

w

e r t y

s a d

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

POWER REC STOP PAUSE PLAY
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TV画面表示�
切り換え�

TV入力切り換え�

"10KEY"側に�
セットする�

TVのミュート�

VCR1の�
巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル�
選択�

チャンネル決定�

TV音量調節�
�

TVの�
チャンネル選択�

VCR1の再生*1�
�VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キーまたは�
10キー�
�

テレビの電源�
オン／オフ�

VCR1の録音*1

*1 VCR1にメーカーコード名をプリセットすると、これらのキーでVCR1の操
作ができます。RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�

CBL/SAT（CBSAT）にメーカーコード名を

セットアップした後で操作できます。

インプットセレクタの 
CBL/SAT

 を押します。

機器操作キーで操作します。
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ケーブルTV�
チューナなどの�
ディスプレイ表示�
切り換え�
�

TV入力切り換え*2

"10KEY"側に�
セットする�

メニュー表示�

TVのミュート*2

VCR1の�
巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル�
選択�

チャンネル決定�

TV音量調節*2

リコール�

ケーブルTV�
チューナなどの�
チャンネル選択�

メニュー�
カーソル／�
エンター�

VCR1の再生*1

VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キー�

ケーブルTV�
チューナなどの�
電源オン／オフ�

VCR1の録音*1

*1 VCR1にメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでVCR1の
操作ができます。RECキーは2回押すことで操作信号が出力されます。�

*2 D-TVにメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを
操作できます。�
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